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            第四章　わたくしと求愛してくる平民

            　

            　

            「ちょっとあなた。私に日焼けをさせるつもりですの？　日傘がずれていますわよ？」

            　季節はもう初夏になろうとしています。時刻は夕刻。今は学院騎士団の仕事を終え、寮に戻る最中です。陰ってはきたもののまだまだ強い日差しの中、わたくしはぼうっとしている平民を咎めました。

            　これがレーネだったらこんなことは――いえ、それは言ってもしょうがないことですわね。

            「あ、申し訳ありません、クレア様。ちょっとクレア様をガン見しすぎて、手元が狂いました」

            　平民が慌てて日傘の位置を直しました。

            「そのガンミとやらが何か知りませんけれど、仕事はきちんとして頂けるかしら」

            「申し訳ありません」

            「……ふん」

            　悪態の一つもついてみますが、どうも調子が出ません。理由は明らかです。レーネという存在を失ったこと――それに尽きます。

            　カトリーヌとはまた別の意味で姉妹同然に育った相手がいなくなったのです。いることが当たり前の存在がいないというのは、やはりダメージが大きかったのでした。レイの肩にいるレレアがこちらを心配げな様子で見つめてきます。

            「クレア様」

            「なんですの？」

            「学院が終わったら、何か甘い物でも作りましょうか」

            　平民がなぜか急にそんなことを言い出しました。

            「なんですの急に。別にいりませんわよ」

            　レレアは言葉が分かるのか、甘い物と聞いてぴょんぴょん飛び跳ねましたが、わたくしの心はあまり動きません。

            「クレア様の大好きなクリームブリュレでも？」

            「……あれはレーネに上げたレシピでしょう」

            　平民の作ったクリームブリュレを、レーネと一緒に食べた日のことを思い出します。もう、あんなことも出来ませんのね。などと、少しセンチメンタルな気分でいると、

            「クレア様」

            「なんですの」

            「元気出して行きましょう」

            「わたくしは別に元気ですわよ」

            　それがいくら空元気だったとしても、平民に泣き言を言うなんてあり得ないのですから。わたくしはぷいと顔を背けました。

            　すると、平民は少し思案するような顔をした後で、

            「クレア様」

            「なんですの」

            「ハグしていいですか？」

            「はあ!?」

            　そんな素っ頓狂なことを言い出しました。いえ、この平民の言動が突飛なのは今に始まったことではありませんが。

            「いいわけないでしょう。主人にハグを求める従者がどこにいますの」

            「え？　ここに？」

            「だから不思議そうな顔するんじゃありませんわよ!?」

            　全くもう。

            　でも、平民とバカな話をしていたら、少しだけ調子が戻ってくる感じがしました。レーネがいなくても、しっかりしなくてはね。でないと、次に彼女に会った時に笑われてしまいますわ。

            「クレア様」

            「なんですの。……って、このやりとり三回目ですわよ？」

            「いえ、四回目です」

            「細かいですわよ！　良いから用件を仰い！」

            「好きです」

            　直球の好意に内心少しドキリとしました。レーネの包み込んでくれるような愛情とはまた別に、この者はこの者なりに、わたくしを案じてくれているのでしょうか。それにしたってちょっと態度と言動がふざけすぎではありますけれど。

            「はいはい。わたくしは嫌いですわよ」

            　内心の動揺を押し殺しつつ、わたくしはおざなりに返事をしました。

            「おかしいですね。今の流れならいけると思ったのですが」

            「どこをどうしたらそんな発想になりますの!?　大体、いけるってなんですのいけるって！」

            「え、それを言わせるんですか？　やだクレア様。いやらしい」

            「あなたが言い出したんですのよ!?」

            　平民のおバカに仕方なく付き合っていると、やがて寮の自室に着きました。平民が鍵を開けて扉を開けます。カトリーヌは例によって姿を消しているようです。いつになったら、彼女をこの狭い部屋から解き放って上げられるのかしら。

            　などと考えていると、

            「クレア様、お手紙が届いております」

            　平民が一通の封筒を差し出しながらそう言いました。

            「差出人は？」

            「マナリア＝スース様です」

            「！　お姉様から!?」

            　思いもよらない名前を聞き、わたくしは驚いてしまいました。淑女にあるまじき勢いで平民から封筒をひったくると、差出人を確かめます。そこには見覚えのある優雅な文字で、確かにマナリア＝スースと書かれています。封蝋の紋章もスース王家のもの。間違いありません。

            「開けてちょうだい」

            「かしこまりました」

            　封筒を再び平民に渡して開封させました。香水を振りかけてあるのでしょう。中には清涼な香りのする便箋が一枚。

            「……」

            　わたくしは食い入るようにそれを読みました。文面には、しばらく連絡を取らなかった事へのお詫びと、バウアーへ留学しに来ている旨が書かれています。

            「クレア様、食堂に移動しませんと」

            「先に行きなさいな。わたくしはこの手紙を読んでからにします」

            「でしたら、私も待ちます」

            「……」

            　平民が何やら言っていましたが、わたくしの頭の中はお姉様のことでいっぱいになっていました。

            「お姉様が……学院にいらしているのですね」

            　手紙を読み終え、わたくしはそう呟きました。

            「お姉様とは、そのマナリア様という方のことですか？」

            「そうですわ。スース王国の第一王女様ですのよ。わたくしの憧れの女性ですわ」

            「はあ」

            　平民は気のない返事でしたが、わたくしは続けました。

            「バウアー王国への留学ということで、学院にいらっしゃっているそうですの。お手紙は連絡が遅くなったことのお詫びでしたのよ」

            「へー、そうですか」

            「今、なにか棒読みというか、不満そうな声を出してませんでしたこと？」

            「気のせいです、クレア様」

            　何か気に障るようなことをわたくし言ったかしら。いえ、平民ごときにそんなことを気にする必要はないのですけれど。レレアが不思議そうな顔で平民の顔を覗き込んでいます。

            「そろそろ食堂に参りましょう、クレア様」

            「そうですわね。ああでも、胸が一杯であまり食べられないかも知れませんわ」

            　レーネという大切な存在が去ってしまったことは大変残念ですが、こうして新たに結ばれるえにしもあるのです。人生、悪いことばかりではありません。

            「あ、そうですか。早く行きましょう」

            「あなた、やっぱり何か不満そうですわね？」

            「いーえ？　別にー？」

            　口調とは裏腹に、平民の表情は不服そうです。

            「ひょっとして妬いてるんですの？」

            「はい」

            「即答!?」

            　ひょっとしたらとは思いましたが、本当にそうでしたの!?

            「私はクレア様をお慕いしていると申し上げたではありませんか」

            「その冗談でしたら聞き飽きましたのよ？」

            「どうしたら本気だと分かって頂けるのですか？」

            「どうしたって無理ですわよ……。ああでも――」

            　そこでわたくしはとある詩を思い出しました。

            「フロースの花を天秤に捧げて下さる？　その時、あなたの想いの真実は示されるでしょう」

            　大好きな一節をそらんじて詠うように言うわたくしに、平民は冷めた視線を向けてきます。レレアはよく分からない、というような様子でしたが。

            「アモルの詩ですか」

            「あら、知っていたんですのね」

            　アモルの詩というのは、バウアー王国に古くから伝わる伝説のことです。伝説の内容はこういうものです。

            　ある背の高い男性と背の低い男性が一人の巫女に恋をしました。男性たちはいずれも国の有力者で、互いに自分の方が女を想っていると競い合いました。男性たちが恋にうつつを抜かしていると、国の政治は乱れ、巫女は思い悩むことになります。男性たちが争いをやめるように巫女が神に祈ると、神は一つの天秤を授けこう告げました。

            『天秤に供物を捧げよ。天秤が指し示す者が、お前の夫となる者である』

            　神が示した天秤の采配により、背の低い男が巫女の夫となり、恋に破れた背の高い男は優れた王になったといいます。　

            　わたくしがそらんじたセリフは、巫女が神の天秤を示して男性たちに言った言葉なのでした。

            「クレア様もああいう物語を好まれるのですか？」

            「嫌いではありませんわよ？　ロマンチックじゃありませんの」

            　そう言えば、わたくしの初恋はマナリアお姉様でしたわねなどと思いながら、わたくしはそう言いました。まあ、それについては色々と誤解もあったのですが。

            　平民はと言えば、顔を渋くして、

            「私も恋物語は嫌いじゃないですけど、アモルの詩はあまり好きじゃありませんね」

            「あら、どうしてですの？」

            　わたくしは首をかしげました。四六時中色ぼけしているようなこの者のことですから、てっきりアモルの詩も好きかと思いましたのに。

            「だって、巫女が最初から選べばいいだけの話じゃないですか。それを男たちに競わせるなんて、悪女ですよ悪女」

            　平民は身も蓋もないことを言いました。いや、それはそうかもしれませんけれど、そうじゃあありませんでしょ。

            「それは違いますわよ」

            　平民は恋する乙女の気持ちが分かっていませんわ。わたくしは彼女を教え諭すように続けます。

            「巫女はきっと選べなかったんですわ。本当の恋に落ちたら、誰がどのくらい好きかなんて、簡単に割り切れるものではきっとないんですわ」

            　我ながら少し少女趣味が過ぎるかもしれないとも思いましたが、でもきっと、この推論は間違っていないと思うのです。　

            「自分が誰をどれくらい好きかなんて分からない。出来ることなら誰かに教えて欲しい。恋する者の切なる思いが、この詩には込められているに違いありませんの」

            　わたくしだって、そういう恋がしてみたい。誰かから思い悩むほどに恋い慕われてみたい。そう思います。

            「クレア様」

            「なんですの……って、今日何度目ですのよ、このやりとり」

            「お腹がすきました」

            「あ・な・た・と・い・う・人・はー……！」

            　色気もへったくれもない平民の言葉に、わたくしは一瞬かっとなりましたが、

            「まあ、あなたのように恋心を冗談めかす人には分からない機微ですわね」

            　平民にアモルの詩のようなロマンスを期待するだけ無駄と悟って、さっさと食堂へ歩き出しました。

            「冗談じゃないんですけれどねー」

            　などという声が背後から聞こえましたが、わたくしは騙されません。

            （どうせあなたもレーネのように、いつかはわたくしの側を離れていくのでしょう？）

            　大切な人を失った傷は、わたくしを酷く臆病にしていました。そのことを自覚するのは、もう少し後になってからのことでしたが。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それじゃあ、改めて。同級生としてよろしくね、クレア」

            「もちろんですわ、お姉様！」

            　講義を終えると、わたくしはお姉様を連れていつもの東屋にやって来ました。ピピとロレッタは遠慮したようですが、平民は平然と着いてきています。全くもう。お姉様と水入らずの時間を過ごしたいと思いましたのに、空気の読めない人ですわね。

            　お姉様を改めて見ると、やはり端正なお顔立ちをしていらっしゃいます。今の時代の女性に多いロングヘアではなく、かと言って男性っぽくもないショートカット。プラチナブロンドの髪の毛は艶やかで、太陽を弾いて輝いて見えます。猫を思わせるような悪戯っぽい表情には、王族らしい余裕が見て取れます。

            　お姉様はわたくしに挨拶をした後、平民にも目を向けました。

            「レイもよろしく」

            「はあ……」

            「ちょっと、平民。お姉様がお声を掛けて下さっているんですのよ？　もっと嬉しそうな顔をなさいな」

            　三王子方に対する態度といい、この平民は王族に対する不敬が過ぎると思いますわ。

            「クレア様が声を掛けて下さる方が、百倍嬉しいので」

            「……言ってなさい」

            　この平民はどこまでもふざけるつもりしかないようです。机の上のレレアも少し呆れているように見えます。困った人ですわ。

            「ねぇ、レーネ……あ……」

            　いつものように左後ろに向かってそう言いかけて、その相手がもうここにはいないことに気がつきました。お姉様は不思議そうな顔をし、平民は何か痛ましいものを見るような顔になります。

            「レーネって……クレアのお付きの子だったよね？　そういえば彼女はどうしたんだい？　姿が見えないようだけど」

            「レーネは……やむにやまれぬ事情があって、使用人を辞めたんですの」

            「……そう……」

            　わたくしはレーネが去ったいきさつを上手く説明出来ませんでした。彼女のことはまだわたくしにとって過去のことに出来ない傷です。お姉様も何となくそれを察したのか、それ以上深くは聞いてきませんでした。

            「そうだ。バウアーに来る途中でアパラチアにも寄ったんだけど、そこで面白いお店を見つけてね。変わった菓子を出すんだ」

            　お姉様は空気を変えようとなさったのか、そんな風に話題をすり替えました。

            「へぇ、どんなお菓子ですか？」

            　平民もそれに乗っかります。彼女もわたくしに気を遣ってくれているのかしら。……この平民に限って、それはないでしょうね。

            　お菓子というワードにレレアも反応を示します。本当に食いしん坊ですわね、この子。

            「わたくしも知りたいですわ」

            「そう言うと思って、菓子職人に一つその店の菓子を覚えさせてあるよ。ちょっと待ってて、持ってこさせるから」

            　そう言うと、お姉様はお付きの者に何事か言付けました。しばらく平民の給仕でお茶をしていると、やがてお姉様の使用人がワゴンを押してやって来ました。

            「来た来た。これがその店の菓子の一つだよ。ティラミスっていうらしい」

            「ティ、ティラミス!?」

            「どうしましたのよ、平民？」

            「あ、いえ、なんでも……」

            　そう言いながらも、平民の顔には隠しきれない驚愕が浮かんでいました。それと同時に見えるのは……恐らく、嬉しさかしら？　この菓子の名前のどこに平民が喜ぶ要素があったのかは分かりませんが、平民は確かに少し嬉しそうでした。

            「まあ、まずは食べてみて感想を聞かせてよ」

            「頂きますわ」

            　わたくしはフォークをつける前に、まずそのティラミスとやらの外観を愛でることにしました。切り分けられた断面は層になっていて、生地とクリームが綺麗に重ねられているようでした。表面にはカカオパウダーとおぼしき粉が振りかけられています。それほど可憐な見かけとは言えませんが、洋菓子らしいといえば洋菓子らしい見た目です。

            　フォークを入れると、何の抵抗もなく切り分けることが出来ました。一切れ口に入れると、何て芳ほう醇じゆんなクリームとチーズの香り。洋酒の風味も豊かで、ふんだんに使われていると思われる砂糖が優しい甘さを口いっぱいに広げてくれます。

            「美味しいですわ！」

            「ふふ、でしょう？　きっとクレアは気に入ると思ったんだ」

            「ええ、わたくしこれとっても好きですわ！　これを作るという店は何といいますの？」

            　ブルーメのチョコレートに勝るとも劣らないティラミスの味わいに、わたくしはその店の将来性を感じました。今のうちにチェックして贔ひい屓きにして、社交の種にしたいと思ったのです。

            　でも――。

            「ふふ、それはナイショ。教えたら、ボクがクレアにご馳走して上げる楽しみがなくなっちゃうじゃないか」

            「ずるいですわ、お姉様！　意地悪せずに教えて下さいまし！」

            「あっはっは、どうしようかなー？」

            「……ばかっぷる」

            「平民？　今、何か言いまして？」

            「いいえ、何でも。それより、お二方ともそのケーキの名前の由来をご存知ですか？」

            　平民は誤魔化すようにそう言いました。

            「いいや、知らないね。ボクは大体の言葉は知ってるつもりだけど、ティラミスという言葉には聞き覚えがないなあ」

            「わたくしもですわ」

            「そうですか。そのティラミスという名前には『私を元気づけて』という意味合いがあるんですよ。今のクレア様にはピッタリのお菓子だと思います。ありがとうございます、マナリア様」

            　そう言うと、平民は深々と腰を折りました。

            「いや、やめてくれよ、レイ。ボクはそう知っててこれをご馳走したわけじゃないんだし」

            「いえ、それでもマナリア様がクレア様を笑顔にして下さったことは事実ですから」

            「……そうかい？」

            「はい。本当にありがとうございます」

            　平民は重ねて言いました。

            「なんですのよ、平民。わたくし、そんなにしょげて見えまして？」

            「クレア様は上辺を取り繕うことに長けていらっしゃいますから、気がついている方は少ないとは思いますけれどね」

            「……生意気なことを言いますわね。あなたはわたくしのことを理解しているとでも言いたげですわ」

            「してますから」

            「わたくしを理解しているのなら、今のわたくしの心境を当ててご覧なさいな」

            　わたくしが挑発するように言うと、平民はふっと表情を崩して、

            「失ったものと取り戻したもの、その天秤の間で揺らいでいらっしゃいます」

            　そう言って優しく笑いかけて来ました。

            「な、何をわけの分からないことを……」

            　平民のあまり見ない表情にドギマギしつつ、わたくしは悪態をつきました。だって、当たっているなんて認めたくありませんわ！

            「ふーん……仲が良いんだね、クレアとレイは」

            「ご、誤解ですわ!?　わたくし、こんな者のことなんて――！」

            「ええ、愛し合っていますので」

            「平民!!」

            「あっはっは」

            　いつものような平民の妄言に狼ろう狽ばいしていると、お姉様が大らかに笑いました。

            「クレア」

            「なんですの、お姉様」

            「いい使用人を見つけたね」

            「はあ!?　どこがですの!?」

            　思いも掛けない事を言われて、わたくしは相手がお姉様であるにも関わらず食ってかかりました。

            「キミがこれまで手紙で愚痴っていたような、忠誠心のない上辺だけの使用人と彼女は違うよ。それこそレーネと同じくらい、彼女はクレアを理解しようとしてくれてる」

            「……」

            　お姉様の言葉にからかう色は全くありませんでした。真摯な――この上なく慈愛に溢れた声色は、わたくしへの思いやりで一杯でした。

            「……他人の心なんて、永遠にわかりっこありませんわよ」

            「そうだね。でもね、クレア。仮にそれが真実だとしても、分かろうとし続けることが大事なんだとボクは思うよ。ボクもレイも、そしてレーネもきっと、クレアのことを分かりたいとずっと思ってる」

            「お姉様……」

            　お姉様の言葉はわたくしの心にすっと入ってきました。他人の言うことを素直に聞けないわたくしですが、それでもお姉様は特別です。お姉様への親愛と崇すう敬けいが、わたくしの心の障壁を薄くするのでした。

            「……キザ」

            「平民、あなたねぇ!?」

            「あっはっは！　いや、確かに少し芝居がかったセリフ過ぎたかもしれないね。　でも、レイ。女の子を口説くときは、これくらいスマートにしないとダメだよ？」

            「……私の方法がダメだって言うんですか？」

            「レイみたいな当たって砕けろ方式もダメじゃないけど、それ一本だけじゃあ効果が薄いよ。たまには違う一面も見せてあげないと」

            「はあ……」

            　どうでもいいですけれど、わたくしの前でナンパのテクニック論を話し合わないで頂けませんこと？　わたくしが複雑な気持ちでいると、話が一段落したお姉様は、お茶を一口飲んでから続けました。

            「でも良かった。クレアに心を許せる人が出来て」

            「誤解ですわ!?」

            「分かっていらっしゃいますね、マナリア様」

            「黙らっしゃい!?」

            　その後はじゃれ合うようなお茶会が続きました。お姉様が会話の主導権を握り、わたくしが相づちを打ち、平民がそれを茶化す――そんな、優しくて楽しいお茶会でした。

            　貴族らしい優雅なものとは決して言えませんでしたが、わたくしは久方ぶりに心安らぐ時間を過ごすことが出来たのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「恋の天秤……？　あのアモルの詩の？」

            「うん、そうだよ。その天秤だと言われるものが、祭式では使われるんだ」

            　ここはいつもの東屋です。今日はわたくしとお姉様の他に、ユー様とセイン様も同席しています。平民はいつもの通り給仕です。レーネほど気の利いたことは出来ない彼女ですが、悔しいことにお茶とお菓子に関してはレーネでも及ばないほど美味しいのでした。彼女は先日お姉様が出して下さったティラミスを早速再現して見せ、わたくしとお姉様を驚かせました。ユー様とセイン様が同席なさっているのは、それがお目当てという面も大きいので、癪ですが平民に感謝しないわけにはいかないのでした。

            　今はユー様がお姉様に、近々行われるアモルの祭式について説明をしている所でした。ユー様は教会に縁の深い方なので、そういった祭式などの式典については非常にお詳しく、お姉様も興味深そうに話を聞いています。

            「アモルの詩はただの伝説じゃなかったの？」

            　王位継承権が同じくらいと言うことで、お姉様はロッド様相手とは違いユー様には親しみを込めた口調で話しています。

            「アモルの詩自体は、おそらく民間伝承のいくつかを誰かがまとめたものだと言われているね」

            「なのに、天秤は実在するの……？」

            「……まあ、実際は魔道具なのだろう」

            　セイン様の補足に、ユー様がそうだねと仰って続けました。

            「魔道具という名前で超常的な力を持つ道具が開発されるようになったのは、魔法石が発見された近年の話だけど、不思議な力を持つ道具自体は昔からいくつかあったんだよ」

            　魔法石をその働きの原理や効果を知らずに、神秘として扱っていた時代が長かったのです。

            「じゃあ、恋の天秤にも魔法石が使われてるの？」

            「……そのようだ」

            　頷いて見せるセイン様は実はあまり興味がなさそうで、先ほどから視線はティラミスの方にばかり注がれています。既に一つ食べ終えていらっしゃいますが、実は甘党でいらっしゃるのかしら。なら、わたくしも平民から料理を習うべき……？

            「で、その祭式で天秤は具体的にどう使われるのさ？」

            「まあ、一種の決闘というかお見合いというか……要するに花嫁争いだね」

            　ユー様がにこやかに答えました。

            「恋の争いはアモルの詩が謳うように昔から争いの種だった。アモルの祭式は、その伝説に由来を持つ花嫁争いなんだよ」

            「捧げ物でもするの？」

            　お姉様は揶揄するように言いました。その発言はアモルの詩の内容を踏まえたもので、他国の文化にも通じているお姉様ならではの教養に溢れた軽口でした。

            「ずばりその通り。恋の天秤に捧げ物をして、その重みで恋の争いに終止符を打つのさ」

            　そして、ユー様はそれを肯定しました。自分の冗談が正解だと言われて、お姉様は少し面食らったようです。

            「驚いた。バウアー王国の文化史は一通り学んだから、アモルの伝説は知っていたけれど、天秤が実在することまでは知らなかったよ」

            「まあ、風俗史にあたるからね。マナリアの教師も、そこまではなかなか網羅出来なかったんじゃないかな？」

            　ユー様が紅茶を飲み干した所に、平民が静かにお代わりを注ぎました。ありがとう、と言ってユー様が続けます。

            「まあ、重みを争うといっても、実際の質量で争うわけじゃないよ。入手の難易度に比例して設定された、想いの重みが勝負を左右するんだ」

            「へぇ？　じゃあ、フロースの花でも捧げればいいの？」

            「祭式の歴史を見る限り、フロースの花は最も重いとされているね」

            「そんなところも伝説の通りなんだね」

            　フロースの花の現物を見たことがある者は少ないのです。わたくしも図鑑や絵画でしか見たことがありませんが、淡い光を放つ神秘的な花だそうです。

            「ずいぶん熱心に祭式のことを訊くけど、マナリアは祭式に興味があるのかい？」

            　想い人でもいるのかな、とユー様がからかいました。えっ、お姉様が恋を？　わたくしは内心穏やかではありませんでしたが、それを表面に出さない程度にはわたくしも貴族です。

            「そういうわけじゃないけどさ、面白そうじゃない。それにロマンチックだよ。ボクだって自分の想いを天秤に託してみたいと思うもん」

            「お姉様、わたくしたち女性は、天秤に想いを託す方ではなくて、争われる方ですのよ？」

            　などと言いつつ、実際のわたくしはもしお姉様に恋人が出来たら寂しいなどと考えてしまうのでした。

            「クレアはいいよね。レイがいるから」

            「なっ!?　ユー様！」

            　ユー様のからかいに、わたくしは食ってかかりました。

            「なになに？　クレアとレイはそういう仲なのかい？」

            　そしてそれにお姉様までもがそれに便乗します。全くもう。

            「お姉様まで馬鹿なことを仰らないで下さいまし。この者はわたくしをからかっているだけですわ」

            　わたくしは憮然としつつ、カップに口をつけました。

            「私は本気だと何度も申し上げていますが、なかなかクレア様のガードが堅くて」

            「おや。じゃあ、レイの片思いなのかい？」

            「いずれ両思いにしてみせますけどね」

            「あなた、それ以上の戯れ言は許しませんわよ？」

            　わたくしは平民を目で黙らせました。なのに何故か平民は嬉しそうで。本当に何なんですのよこの娘……。

            　私はテーブルの上でふるふる震えていたレレアに、ティラミスの端切れを一つ食べさせました。レレアは美味しそうにそれをもぐもぐします。

            「大体、同性でもいいのであれば、あなたなんかよりもお姉様を選びますわよ、わたくし」

            「あっはっは。これは嬉しいことを言ってくれるじゃないか。ボクもクレアが相手なら、そんじょそこらの殿方よりも嬉しいね」

            「お姉様ったら」

            　わたくしの軽口に調子よく乗って下さるお姉様はやはり面白い方です。平民、ユーモアとはこういう風にエレガントでなくてはいけなくてよ？

            「そういえば、クレアの初恋はマナリアだったね」

            「もう！　ユー様、子どもの頃の話を蒸し返さないで下さいな」

            「ボクが男の子だと勘違いしてたよね」

            　恥ずかしい思い出を掘り返されて、わたくしは身が小さくなる思いでした。それはわたくしがお姉様のご実家であるラーナック伯爵家に預けられていた頃の話です。

            　お母様が亡くなったとき、わたくしは大きな傷を抱えてしまいました。お母様はわたくしとケンカをしたまま、仲直り出来ずに死別してしまいました。その事実は幼いわたくしに――いえ、今になってもなお、わたくしの心に深い傷を残しています。

            　お母様が亡くなってしばらくの間、わたくしは塞ぎ込んでしまいました。お父様もお母様という政治的にも優れたパートナーを亡くして、しばらく事後処理に追われることとなり、構う余裕のなくなってしまったわたくしを親類であるラーナック家に預けたのです。

            　わたくしはそこでお姉様と出会ったのでした。

            「わたくしは、お姉様の言葉に救われたのですわ」

            　後悔と自責の念に押しつぶされそうだったわたくしに、お姉様はこう言って下さいました。

            　――誰もクレアを責めてないよ。

            　お父様ですら気づかなかったわたくしの気持ちを、お姉様はすくい取ってくださったのです。そしてお姉様はこうも言って下さいました。

            　――我は今ここに汝を守り通すことを誓う。

            　それはアモルの詩に登場する恋の誓いの一節でした。当時のお姉様がわたくしに恋心を抱いていたとは思いません。恐らく、泣き止まないわたくしを元気づけようと思っただけでしょう。でも、物語に謳われるようなセリフを向けられたわたくしは、それで完全にお姉様に参ってしまったのです。

            　だって、小さい頃のお姉様は超絶美少年にしか見えなかったんですもの！

            「そんなクレア様が好きです」

            「だからあなたは突然何を言ってますの!?」

            「申し訳ありません。想いが溢れて」

            　平民が突然何か言い出しました。想いが溢れてって、あなたはいつもダダ漏れでしょうに。

            「そっかー、レイはクレアが本当に好きなんだね。そっかー……」

            　お姉様はそんなことを呟くと、何か興味深いものを見つけたように笑いました。わたくしはまたお姉様の悪癖が始まった、と思いました。

            　お姉様は気に入った相手をいじめる悪癖があるのです。まるで小さな男の子のようですが、お姉様の場合加減を知っているのでそこまで悪あく辣らつなことにはなりません。まあ、見初められた方は大抵大変な思いをすることも事実ですが……。

            「でも、残念だったね。クレアはボクの方が好きだって」

            　お姉様はわたくしを抱き寄せると、その腕に包み込むように抱きしめて来ました。

            「あらあら、お姉様、どうされましたの？」

            　などと言いながら、わたくしは懐かしい思いに駆られていました。昔はよくこうして一緒に過ごしたものです。

            　……平民？　どうしてあなた顔が引きつっていますの？　レレアも何だか落ち着かない顔です。

            「クレア、ボクが好きって言ったら信じてくれる？」

            「もちろんですわ。むしろ、今でもそう信じていますわよ？」

            「ふふ、そっかそっか」

            　お姉様は嬉しそうに笑いました。恋愛的な意味とは違いますが、わたくしは今でもお姉様のことを慕っています。

            「……レイ、ポットからお茶がこぼれているぞ」

            「失礼しました」

            　平民が珍しく大きなミスをしました。何やってますのよ。テーブルの上に広がった熱いお茶をレレアが慌てて避けます。

            「……どうかしたか？　顔色が悪いが」

            「いいえ、なんでも。ご心配頂きありがとうございます」

            　セイン様に心配されるなんて、なんて生意気な。でも、本当に大丈夫かしら。そういえば、平民の顔色は少し悪いようにも見えます。

            「……クレアとマナリアは仲が良いな」

            「……そうですね。お代わりはいかがですか？」

            「……レイ、それは紅茶のポットではなく、ミルクピッチャーだ」

            　これはやっぱりおかしいですわ。レーネがいなくなってからこちら、平民には少し無理をさせてしまったかもしれません。

            　少し休暇を与えるべきかしら、などとわたくしは珍しく彼女のことを心配するのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「クレア様、あの……申し上げにくいことなのですが……」

            「？　どうしましたの、ロレッタ。構わないから言ってごらんなさい」

            　いつもの東屋でピピとロレッタ、そして平民（とレレア）と一緒にお茶をしていると、ロレッタがそんなことを切り出してきました。お姉様の姿はありません。お姉様は王宮のお茶会に呼ばれているからです。わたくしも参加しようかと思ったのですが、ロレッタとピピからお姉様に内緒の話がしたいと言われてこちらにやって来たのです。

            　ロレッタの表情は幾分硬く、こちらの方が緊張してしまうような、そんな顔でした。

            「その……マナリア様のことです」

            「お姉様？　お姉様がどうかしましたの？」

            　何を言われるのかと身構えてしまいましたが、お姉様のことと聞いて、わたくしは幾分緊張を解きました。

            


        






        





            　ところが、

            「あのマナリア様という方……本当に信用していいのでしょうか？」

            「……どういう意味ですの、それは？」

            　知らず、低い声が出ていました。よりによって、あのお姉様が信用出来るか、ですって？

            「ロレッタ、いくらあなたといえども、言っていいことと悪いことがありますわよ？　事と次第によっては――」

            「クレア様」

            「なんですのよ、平民。邪魔しないでちょうだい」

            「落ち着いて下さい。ロレッタ様もピピ様も怯えていらっしゃいます」

            　平民の言葉に我に返ると、目の前のピピもロレッタもすっかり萎縮してしまっていました。いけない。始めからロレッタは言いにくいことだと言っていたではありませんの。それを言ってみなさいと言ったのはわたくしの方。これでは二人にとって理不尽な話になりますわ。レレアも心なしか怯えているように見えます。

            「ごめんなさい、ピピ、ロレッタ。少しカッとなりましたわ。話をよく聞かせてちょうだい」

            「……クレア様がお怒りになることは、予想していました」

            「クレア様はマナリア様のことをとても慕っていらっしゃるようでしたから」

            　二人が言うとおり、わたくしはお姉様のことをお慕い申し上げています。かつてお母様を失ったときに、絶望の淵にいたわたくしをすくい上げてくれたのはお姉様ですし、そのことを抜きにしても、お姉様は素敵な方だからです。

            　ですが、ピピやロレッタはそうではないようでした。

            「二人はどう思いますの？」

            「私は……少し怖いです」

            「私も……」

            「怖い……って、あなた方二人とも、お姉様の前では随分甘えたような振る舞いをしていたじゃありませんのよ」

            　もっと構って構って、というような、少しミーハーじみた態度とすら言えるほどでしたのに。

            「そこが怖いんです。あの方は別に何か特別なことをしているわけではありません。でも――」

            「ただそこにいる、それだけで周りの者を引きつけてしまう、そんな力があるように思えます」

            　それが怖い、と二人は言います。

            「そんなことでしたの。二人とも、考えすぎでしてよ」

            　わたくしは二人の不安を吹き飛ばすように、明るく笑い飛ばしました。

            「二人がお姉様に惹かれるのは、単にお姉様が魅力的な淑女であるというだけの話ですわ」

            「そ、そうでしょうか」

            「そうですわよ。特に何もしていないのに、とロレッタは言うけれど、真の淑女というのは佇まいだけで人を魅了することが出来るものですわ」

            「確かに、クレア様もそういう所がありますけれど……」

            　ロレッタもピピもまだ不安そうです。場の雰囲気を察しているのか、テーブルの隅でビスケットを囓っていたレレアも顔を上げます。わたくしは「大丈夫よ」と言うように、彼女の頭を撫でました。

            「ねえ、平民。あなたはどう思う？　マナリア様のこと」

            「クレア様の言うとおりの方だと思うかしら？」

            　ロレッタとピピはよほど不安なのか、平民にまで意見を求めました。

            「そうですね……。マナリア様は特別何か……例えば催眠術のようなものを使っているわけじゃないと思いますよ」

            「それは……」

            「そうでしょうけれど……」

            「クレア様が言ったことがその内実のほぼ全てで、マナリア様は一挙手一投足が洗練されすぎていて、知らないうちに魅了されてしまうということだと思います」

            「ほらみなさい。平民ですらこう言うんですのよ？」

            「でも――」

            「？」

            　わたくしに完全に賛同したのかと思いきや、平民の言葉にはまだ続きがあるようです。

            「マナリア様は無自覚にそうしているわけでもないと思います。マナリア様は人を魅了するように、わざとそう振る舞っているのは間違いないでしょう」

            「平民！　あなた何を根拠にそんなことを……！」

            「マナリア様は、ここバウアーで新しい人脈を築く必要があるからです」

            「――！」

            　わたくしがはっとしていると、平民は続けました。

            「マナリア様ご自身が仰っていたように、彼女は祖国から事実上の追放処分を受けたそうです。だとすれば、マナリア様が採れる選択肢は多くありません」

            「どういうこと？」

            「もったいぶらないで教えなさいよ」

            　ロレッタとピピが続きを促します。

            「祖国を捨てて新天地であるバウアーで新しい生活を模索するか、あるいは――」

            「スースでの王位継承争いに備えて雌伏するか――そう言いたいんですのね、あなたは？」

            「さすがご聡明でいらっしゃいますね、クレア様」

            　平民が言いたいのはこういうことです。お姉様が言った「ややっこしいお家騒動から離れられて、むしろ清々してる」というのは方便で、その実はバウアーで人脈を築き力を溜め、時が熟せばスースへとって返し、後継者争いに復帰しようとしているのではないか、と。

            「考えすぎですわよ」

            「まあ、私もマナリア様は王位継承権なんて興味がないとは思います」

            「なら――」

            「そうだとしても、新天地で新生活を始めるにしたって人脈は大事でしょう？　マナリア様はきっと、後継者争いうんぬんとは関係なしに、人脈を広げることを目的にしているのだと思います」

            　平民の言うことは一理あると思いました。お姉様の真意がどこにあるにしても、今のお姉様は祖国からの支援がほぼ期待出来ません。ならば、積極的に人脈を広げようとするのはごく自然なことでした。

            「話は分かりましたけれど、一つ不思議なことがありますわ」

            「なんですか？　愛しのクレア様」

            「ふざけるのはおよしなさいな。どうしてあなたたち、お姉様になんというか……そう、苦手意識のようなものを持っているんですの？」

            　ロレッタにしてもピピにしても、そして平民にしても、どうもお姉様に隔意のようなものを感じます。そうでなければ、惹かれることが怖いなんていう感想にはならないはずなのです。

            「どうしてって……そんなの……ねぇ……？」

            「ええ……」

            「クレア様だけですよ、分かってないの」

            「ええっ!?」

            　普段は決して仲が良いとは言えないロレッタ、ピピと平民が、まるで息を合わせたようにそんなことを言いました。ちょっとお待ちなさい、どういうことですのよ。

            「あははは、レイたちはボクにクレアを取られると思っているんだよ」

            「お姉様！」

            「ごきげんよう、クレア。レイやロレッタ、ピピもごきげんよう。盗み聞きするつもりはなかったんだけど、内容が内容だけに言い出せなかった。ごめんよ」

            　いつの間にそこにいたのでしょうか。わたくしたち全員の死角になるような位置に、お姉さまが立っていました。驚くわたくしと、青くなって立ち上がろうとしたピピとロレッタに、「良いから」と手でジェスチャーをすると、「同席良いかな」と断りを入れた後に席に付きました。

            　ロレッタやピピは青い顔をしています。当然でしょう。悪気こそなかったとはいえ、言ったことは他国の王族への陰口に近いものです。それを本人に聞かれてしまったのですから、気まずいを通り越した気持ちでしょう。平民はしれっとしていますが。

            「ロレッタ、ピピ、まずは謝らせて欲しい。ボクは確かに人脈を広げようと少し焦っていた。そのことでキミたちを不安にさせてしまったね。ごめんよ、この通りだ」

            　そう言うと、お姉様は頭を下げられました。ロレッタとピピが慌てます。

            「そんな、とんでもないです！」

            「私たちの方こそ、とんだご無礼を――！」

            　二人は席から立つと、他国の王族に対する礼の姿勢を取りました。その顔には驚きと動揺が浮かんでいます。それを微笑みで受け止めて、お姉様は続けました。

            「ボクはキミたちの友誼にヒビを入れるつもりはないんだ。ただ、クレアとは良くも悪くも付き合いが長くて深い。キミたちがクレアと仲良くしたいように、ボクもそうしたいと思ってる。そのことは理解して欲しい」

            「は、はい！」

            「もちろんです！」

            　ロレッタとピピの悲壮感を滲ませた返事に苦笑すると、お姉様はレレアを撫でながら、

            「そうかしこまらないで。前にも言った通り、ボクはもう王族の一員とは言えない。楽にして欲しい」

            「それは……」

            「しかし……」

            　気安く言うお姉様の言葉を、ロレッタもピピもすぐには受け止められないようでした。

            「クレアとも仲良くしたいのは事実だけど、クレアが大事にしているキミたち二人のことも、ボクはとても気になっている。二人さえ良ければ、仲良くして欲しいな」

            「もちろんです！」

            「光栄の極みです！」

            「ありがとう。良かった。友だちが増えたよ」

            　そう言って輝くような微笑みを浮かべるお姉様は、同性でも思わずときめいてしまうほどに魅力的でした。

            「……マナリア様、私は？」

            　わたくし、ロレッタ、ピピが見とれていると、平民が空気を読まずにそんなことを言い出しました。それをお姉様は面白そうに見やって、

            「レイはロレッタたちとは争う部分が違うからね」

            「どういうことでしょう？」

            「またまた、分かってるくせに。それとも、まだとぼけ続けるつもりかい？」

            「何のことか分かりかねます」

            「そう、キミはまだ覚悟が決まらないんだね。まあ、時間の問題だと思うけど」

            　お姉様は心底おかしそうに笑いました。

            「まあ、その件は置いておくとして、改めてお茶を楽しもうじゃないか。王宮のお茶会で肩が凝っちゃったから、少しリラックスさせて欲しいな」

            「くす……お姉様ったら。レー……こほん、失礼しましたわ。平民、給仕をなさい」

            「かしこまりました」

            　その後は、普通にお茶を楽しみました。ロレッタもピピもようやくお姉様がどんな人かを理解したようで、お茶会を楽しむことが出来たようです。平民は、ずっとポーカーフェイスのままでしたが、この者のことなのでまたおかしな事でも考えているのだろう、とわたくしは気にしていませんでした。

            　だから、わたくしは気がつかなかったのです。お姉様と平民の関係が、あんなになるまで悪化していようことなんて。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　わたくしの知らない場所で何があったのか、お姉さまと平民が魔法で対決することになっていました。審判役に指名されたわたくしの杞憂は、試合の終盤に現実のものとなりました。

            「――支配者ドミネイター」

            　お姉様がその魔法を使った瞬間、辺りは一瞬静まりかえりました。ありとあらゆる魔法的な反応が消滅し、レイが放とうとしていた水属性の攻撃魔法の予兆も全てかき消えました。

            　そして――。

            「平民！」

            　次の瞬間、平民が全身から血を吹き出して倒れ込みました。そのまま動かなくなった平民に、わたくしは慌てて駆け寄りました。

            「平民、あなた、レイ！　しっかりなさい！」

            　血で汚れるのも構わず、わたくしは平民の身体を抱き起こして頬を叩きました。反応がありません。完全に意識を失っています。

            「どいて、クレア。治療するから」

            「お姉様……」

            　背後から掛けられた声に振り向くと、お姉様が涼しい顔で立っていました。わたくしは初めて、お姉様のことが怖いと思いました。でも、そうこうしている間にも平民の身体からは熱が失われていきます。ことは一刻を争いました。

            「お願いしますわ！　レイを助けて！」

            「もちろんだとも」

            　お姉様は平民の身体に手をかざすと、治癒魔法をかけ始めました。全身から流れ出していた血が、みるみるかさぶたになり、止血されていきます。真っ青だった平民の顔も、少しずつ血色を取り戻していくようでした。

            「これで大丈夫。心配はいらないよ」

            「嗚呼……、レイ！　良かった……！」

            　レーネに続いてこの者までわたくしの元から去ってしまうのか、とわたくしは気が気ではありませんでした。温かさを取り戻していく平民の身体を抱き直すと、安心と供に怒りがこみ上げてきました。

            「やり過ぎですわ、お姉様！」

            　もちろん、その矛先はお姉様です。お姉様は少し驚いた顔をしましたが、そんなことに構ってはいられません。

            「お姉様と平民の力の差は明らかだったじゃありませんのよ！　お姉様ならスペルブレイカーと通常の攻撃魔法で圧倒出来たはずですわ！」

            「そんなことはないよ。レイは強かった」

            「確かに平民も少しは使いますが、お姉様との差は歴然でしたわ！　なのにドミネイターまで使うなんて――！」

            　お姉様のドミネイターは対魔法使いの必殺技です。あれを使われて無事で済む魔法使いなどいないのです。スペルブレイカーを使った時点で、ほぼ勝負は決していました。どうあがいても、平民に勝ち目があるようには見えませんでした。なのにお姉様は、平民にとどめを刺すような真似をなさったのです。

            「お姉様は一体どういうつもりでしたの！」

            「ああでもしないと、レイは止まらなかったよ。クレアには分からないのかい？」

            　わたくしの糾弾を平然と受け止めて、お姉様は逆にわたくしを問い詰めるような言葉を発しました。真意が分からず、わたくしが言葉を失っていると、お姉様は更に続けます。

            「レイがクレアのことを好きなことは知っているんじゃなかったのかい？」

            「それは……いつもの平民の悪ふざけで……」

            「レイは本気だよ。本気でクレアのことを思っている。だから彼女は最後まで諦めなかった。彼女の気持ちは真剣だったし、半端なものではなかったからね」

            　だからボクはドミネイターを使うしかなかった、とお姉様は言います。

            「それでもこれはやり過ぎですわ！　平民の身にもしものことがあったらどうするつもりでしたの！」

            「忘れたのかい？　ここには魔法減衰の結界が張られてる。ドミネイターでも致命傷は与えられなかったさ。まあ、レイの魔力が高すぎて想像以上に威力が出ちゃったことは認めるけどね」

            「そんな無責任なことを……！」

            「随分心配するんだね、この子のことを」

            「……え？」

            　静かな――いっそ悲しげとも取れるような複雑な声色で、お姉様はわたくしに指摘しました。それはまるで、何か大切なものからそっと手を離すような、そんな風にわたくしには聞こえました。わたくしは少し動揺しましたが、ひとまずそれを御しきるとお姉様に言い返しました。

            「この者はわたくしの使用人です。主として、心配するのは当然でしょう」

            「そうかな？　昔からクレアは使用人をそれほど重要視してはいなかったよね？　何人もの使用人をとっかえひっかえしていたし、唯一の例外はレーネくらいだった」

            「そ、それは……」

            「レイは特別なんだね、クレアにとって」

            「そんなことは断じてありませんわ！」

            　わたくしは何故か恥ずかしくなって、ムキになってお姉様に言いました。

            「ただの使用人に、クレアがそこまでするとは思えないよ。自分が今どんな格好してるか分かってるかい？　血で汚れてもなりふり構わずこの子を助け起こしたんだよ、クレアは」

            「それは……だから……」

            「使用人の主人として、かい？　今までのクレアなら、不甲斐ない使用人に愛想を尽かして、溜め息の一つでもついてこの場を去ったんじゃない？」

            「……」

            　わたくしは次第に言うべき言葉を失っていきました。それはつまり、お姉様が言うことが正せい鵠こくを射ていることの証左に他なりません。わたくしが何も言えずにいると、

            「もうおやめ下さい、マナリア様！」

            「クレア様をいじめないで下さい！」

            「あなたたち……」

            　観客席から飛び出してくる人影が二つ――ロレッタとピピでした。

            「クレア様にはまだ時間が必要です！　クレア様はまだご自分のお気持ちに気付いていらっしゃらないのです！」

            「マナリア様から見ればじれったいのでしょうけれど、やり方があまりにも強引すぎます！」

            　ロレッタとピピはお姉様を非難するように言いました。その声は少し震えていました。無理もありません。怖くないはずがないのです。一時の苦手意識はもうなくなったようですが、今は先ほどの戦いを見た直後です。お姉様の超常的な強さを目の当たりにすれば、恐怖を感じないはずがないのでした。

            　それでも、二人はわたくしを守るように、お姉様とわたくしの間に入ってくれたのでした。

            「……そうか。クレアはまだその段階なんだね。それなら確かに、ボクがやり過ぎたようだ」

            　そう言うと、お姉様はいつもの余裕を取り戻したように見えました。

            「謝るよ。ごめん、クレア。ロレッタとピピも」

            「い、いえ……。というか、一体、何のこ――」

            「クレア様ぁ～……！」

            「大丈夫ですかぁ～……！」

            　ロレッタとピピはわたくしにすがりついて泣き始めてしまいました。わたくし一人が、状況に取り残されたままです。とりあえずわたくしは、ロレッタとピピを落ち着かせるように抱きしめました。ああ、もう！　後で皆して着替えないとダメですわね！

            「クレア」

            「なんですの、お姉様？」

            「いい友だちを持ったね」

            「……え？　ええ、それは……はい」

            　何が何だか分かりませんが、どうやらわたくしはロレッタとピピに救われたようです。わたくしが肯定を示すと、お姉様は満足したように微笑みました。

            「クレア様ぁ～……クレア様はご自分のペースでいいんですからねぇ～……！」

            「そうですそうです～……！　いくらクレア様がにぶちんでも、私たちがついていますから～……！」

            「あ、ありがとうございますわ……って、ちょっと待ちなさい。一体、どういうことですのよ？」

            　何か聞き逃してはならないことを聞いた気がするんですのよ!?

            「ほらぁ～……自覚ない～……！」

            「そんなところが可愛い～……！」

            「だから何の話ですのよ……！」

            　わたくしは二人を問い質そうとしましたが、その時、

            「う……ん……？」

            　平民が目を覚ましました。

            「レイ、レイ――！」

            「……クレア、様……？」

            「レイ！　よかった……」

            　平民が目を覚ましたことで、色々なことがなあなあになってしまいました。でも、この時のわたくしはそれで良かったのです。平民が目を覚ましてくれたことが、本当に嬉しかったから。

            　それがわたくしにとってどれほど珍しいことか。その自覚もないままに。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……行け」

            　平民はストーンキャノンの魔法で魔物を黙々と打ち倒しています。魔物たちは爆発四散して、後には魔法石だけが残りました。それを面倒くさそうに拾う平民の顔に浮かんでいるのは、無でした。いつも表情豊かだった平民の顔からは、何も読み取ることが出来ません。

            「……」

            　お姉様と平民の勝負から数日が経ちました。学院はアモルの祭式に向けての準備を進めています。

            　具体的には、祭式の式場周辺の魔物駆除をしています。恋の天秤には魔法石が使われているので、それにつられて魔物が集まってくるのです。そのため、毎年祭式の前には学院生が総出で魔物を狩ることになっています。本来、魔物の討伐は軍の仕事なのですが、何しろ数が多いため学院生も駆り出されるのでした。幸い、式場周辺の魔物はそれほど強くないため、学院生でも倒すことが出来ます。

            　とはいえ、この時期の学院生はまだ魔物との戦闘に慣れないわたくしたち一年生もいるので、一年生はチームを組んで駆除に回ります。わたくしはお姉様と平民とのチームでした。

            「あなた、ちょっと無理しすぎじゃありませんの？」

            　淡々と魔物を屠り続ける平民が心配で、わたくしはそう声を掛けました。

            「いえ、大丈夫です」

            　平民は感情の読めない顔でそっけなくそう答えると、次の獲物を求めて茂みをかき分け始めました。そこには不定形の魔物――グリーンスライムがいました。グリーンスライムは草に紛れて暮らす温厚な魔物で、放って置いてもそれほど害はありません。

            　ですが――。

            「……」

            　平民はもう一度ストーンキャノンを放ち、それを容赦無く倒しました。核を打ち抜かれたスライムがどろどろと土に還っていきます。わたくしはそれを見てぞっとしました。レレアそっくりなグリーンスライムを、ああも無慈悲に殺してしまえるものでしょうか。そういえば、最近のレレアは平民ではなくミシャといることが多いようです。

            「おやおや、荒れてるねえ」

            　からかうような声はお姉様のものです。お姉様はわたくしの肩に手を回し、平民の方をにまにまと見つめています。

            「ちょっと、お姉様。今は戦闘時ですのよ？」

            「大丈夫さ。ボクら三人がそろっていて、この辺りの魔物に負けるわけがない」

            　それは確かに慢心ではなく、絶対の自信でしょう。事実、お姉様なら仮に一人であっても、この辺りの魔物に負けることはないはずでした。

            「でも、この者はまだ病み上がりですのよ？」

            　わたくしが心配しているのは平民のことでした。目の前で真っ赤な血を流して倒れ伏したあの時の事を、わたくしはまだ忘れられずにいました。それに、あの日から平民はどこか様子がおかしいのです。上の空というか、変によそよそしいというか。

            「私は大丈夫です」

            「でも……」

            　今も平民の態度はそっけないものばかりです。以前ならわたくしが声を掛けるだけで、飼い犬が尻尾を振っているかのようだったのが、今はにこりともしません。これで大丈夫と言われて、はいそうですかと頷けるほど、わたくしは単純ではないのです。

            「ほらほら、クレア。手が止まってるよ」

            「え、ええ」

            「ほら、あそこにラージワスプがいる。クレアなら問題なく駆除できるだろう？」

            「……」

            　お姉様がエスコートするようにわたくしを促しました。お姉様はお姉様で、何故かわたくしを平民からできる限り引き離そうとしているようでした。

            　とはいえ、魔物の駆除はわたくしたちに課せられた仕事です。わたくしはもやもやする気持ちを抑えて、魔物狩りに集中しました。

            　平民が側にいないことに気がついたのは、それからしばらくしてのことでした。

            　

            　

            「ちょっとあなた」

            　その日の魔物狩りが一段落した後、わたくしは平民を呼び止めました。平民は一瞬とても嫌そうな顔をしましたが、仕方なくといった体でこちらにやって来ます。

            「なんでしょう、クレア様」

            「あなたは私の使用人でしょう。使用人が主の元を離れてどうしますの」

            　今日一日、平民はチーム編成をほぼ無視し、一人で駆除作業に当たっていました。わたくしに仕える使用人が、そんなことでは困るのです。

            「いいじゃないですか。マナリア様がいらっしゃれば、クレア様をお守りするには十分なはずです」

            「そういうことを言ってるんじゃありませんわ。私に仕えるのはあなたの仕事だと言っているんですのよ」

            　戦力が十分とか不十分とか、そういう問題ではありません。これはけじめの問題であり、彼女の職責に関する問題です。

            「申し訳ありませんでした」

            　平民は一応謝罪を口にしていますが、その態度に謝意はあまり見られません。むしろ、意識は別の所にあるように見えました。わたくしはいつもの癖で、それを咎めました。

            「何が悪かったか、本当に分かっていますの？　大体、病み上がりの身で単独行動など、危険極まりないですわ」

            　本心では、平民のことが心配だったのです。大きな怪我をしたばかりで、様子もおかしい。本当は体調が悪いのではないか、無理を重ねているのではないか、と気が気ではありませんでした。

            　でも、それを素直に言えるほど、わたくしは出来た人間でもないわけで。

            「別にあなたのことを心配してる訳じゃありませんけれど、使用人に死なれたら寝覚めが悪――」

            「申し訳ありませんでした。以後、気を付けます」

            　平民は最初こそ大人しく聞いていましたが、次第に耐えきれなくなったのか、うるさそうに会話を終わらせるとその場を去ろうとしました。気がつくと、わたくしはその手を掴んでいました。

            「お姉様との勝負以降、あなた変ですわよ？　一体、何があったんですの」

            「……別に何も」

            「嘘おっしゃい。これまでうるさいくらいわたくしに絡んできましたのに、ここ数日すっかりなりを潜めているじゃありませんの」

            　平民の様子がおかしくなったのは、お姉様との勝負からです。わたくしの関心を引こうと必死だった彼女が、今は目も合わせてくれません。のらりくらりとはぐらかそうとする平民を問い詰めると、彼女はとうとう白状しました。

            「あの勝負は、クレア様を賭けたものだったんですよ」

            「は？」

            　平民は仕方なく、といった様子で勝負に至ったいきさつを説明しました。わたくしを巡ってお姉様と対立したこと、お姉様の挑発に乗ったこと、それがあの魔法勝負だったこと。話を聞いている内に、わたくしははらわたが煮えくり返る思いがしてきました。

            「という訳で、私にはもうクレア様のお隣にいる資格がないんです」

            「何を勝手なことを言っていますの！」

            　投げやりに説明を終えた平民を、わたくしは怒鳴りつけました。

            「わたくしを賭けて勝負？　何を考えていますの！　わたくしはものじゃありませんのよ!?　それを勝手に……」

            　確かに、物語や戯曲の中には女性を巡って殿方が争うようなものもあります。あるいはそれは、女性の自尊心を擽るものなのかもしれません。ですが、わたくしは常日頃からそれに疑問を持っていたのです。女性の気持ちはどうなるのだろう、と。当人の気持ちを無視して、殿方たちの勝ち負けだけで将来を決めるのは、あまりにも理不尽ではないでしょうか。

            　だからこそ、自分自身がその状況に置かれて憤慨してしまったのです。正直に言えば、わたくしは少し我を失っていました。　

            　平民が暴言を吐いたのは、そんな時でした。

            「そうですか？　良い気分なんじゃありませんか？　マナリア様のような素敵な方に求められて」

            　平民らしからぬ、持って回った皮肉めいた言い方。わたくしを侮蔑するようなその言葉に、わたくしは完全に堪忍袋の緒が切れてしまいました。

            「訂正なさい。使用人が主に向かってなんたる暴言を吐くんですの。これだから平民の使用人は……」

            　わたくしは矢継ぎ早に平民を貶めるような言葉を吐きました。悔しかったのです。今までどんな時もわたくしのことを尊重してくれた彼女が、こうしてわたくしをその他大勢のように扱ってくることが。平民はどれだけわたくしをからかっても、その尊厳を疑うようなことは言いませんでした。今の彼女の発言は、それを完全に飛び越える発言でした。

            　でも、わたくしがもし、もっと冷静だったなら気がつけたはずなのです。この時平民が辛そうな顔をしていたことに。彼女だって苦しんでいたことに。

            　そうして、事態は最悪の方向に動きます。

            「じゃあ、私、やめます」

            「……なんですって？」

            「クレア様のメイドをやめます。平民の私には向いていないのでしょう」

            　わたくしは耳を疑いました。辞める？　このわたくしのメイドを？

            　――ああ、そう。

            　そうなのね。やっぱり、あなたもそうなんですのね。

            　自分でも驚くほど、心が死んでいくのが分かりました。そこからのことは、まるで他人事のようでした。

            「……本気で言っていますの？」

            「はい」

            「わたくしの使用人を辞めたいんですのね？」

            「はい」

            　そう返事をした時の平民は、どんな顔をしていたか。自分のことでいっぱいいっぱいだったわたくしは、もう覚えていません。

            「そう……分かりましたわ」

            　わたくしはかろうじて考えをまとめると、彼女の主として最後の勤めを果たそうとしました。

            「クレア様？」

            「給金は本日までの分を日割りで計算し、後ほど払いますから取りに来るように」

            　いくら仕事を辞めるとはいえ、契約は契約です。行われた労働に対する対価は相応に支払われなければなりません。わたくしはフランソワ家の一人娘として恥ずかしくないよう、最後まで振る舞おうと思いました。

            「色々と不満はありましたが、これまでよく仕えてくれました。フランソワ家の令嬢として、御礼を申し上げますわ」

            　淑女らしく、これまでの彼女の奉仕に労いの言葉を掛けられたでしょうか。自信はありませんが、わたくしは精一杯微笑もうと努力しました。成功したかどうかは分かりません。

            「これまでありがとう、テイラーさん」

            　限界だ、と思いました。お母様とは別れも言えず、レーネすらもバウアーから去り、今またこうして平民もわたくしの元から去ろうとしています。もう、耐えられない、と思いました。

            　視界がにじみます。でも、大丈夫。大丈夫なはずですわ。慣れていますもの。平民の前で、涙など見せてやるものですか。

            「クレアさ――」

            「もうお行きになって？　今までわがままを言って申し訳ありませんでしたわね。テイラーさんのこれからに幸いがありますことを」

            　わたくしは、もう自分が何を喋っているのかもよく分かりませんでした。淑女として、フランソワ家の娘として叩き込まれたことが、わたくしの身体を勝手に動かしていました。

            「……失礼します」

            　平民の声が聞こえた気がします。でも、わたくしにはそれももう、どうでもいいことでした。

            「あなたも、わたくしを一人にするんですのね……。嘘つき」

            　思わず口から漏れたそれは、わたくしの中の最も弱い部分が言わせたことでした。

            　でも、この時のわたくしには、自分がそんな言葉を発したことさえもう分からなかったのです。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「クレアちゃーん」

            「……」

            「クレアちゃーん？」

            「……」

            「ダメだこりゃ。完全にやられちゃってるやー」

            　カトリーヌののんきな声も、わたくしの耳にはほとんど届いていませんでした。

            　ここは寮の自室です。平民に暇を出した後、わたくしはどこをどう歩いたのか分かりませんが、気がつくと自室まで戻って来ていました。この時のわたくしはしばらく気がつかなかったのですが、いつの間にか日付が変わって翌日になっていたようです。

            　部屋に戻ってきたわたくしを見て、カトリーヌが目を丸くしていたのをかろうじて覚えていますが、その後のことはよく分かりません。わたくしは何もする気も起きず、制服さえ着替えないまま、布団にくるまって丸くなっているのでした。

            「……」

            　失望された。

            　見限られた。

            　捨てられた。

            　――そんな言葉たちが頭の中をぐるぐる回っています。

            　事実、この時のわたくしはそう言って差し支えない状況だったと思います。なんども布団の中で寝返りを打ち、心因性の寝苦しさに身もだえしていました。

            「クレアちゃん、変な所で打たれ弱いからなー。これだけダメージ受けてるってことは、あの平民ちゃんのことかなー？」

            　平民という言葉だけが妙に耳に残りました。平民……もうあなたをそう呼ぶことはないのでしょうね。

            「うーん、話を聞きたいけど、完全に蓑虫になっちゃってるしなー。どうしたものかー」

            　大切な人は皆、わたくしの元を去って行きます。もういやです。こんなことは沢山です。　こんなことならいっそ――。

            「あれ？　平民ちゃん？　レイちゃんとか言ったっけ？　どうしたのさ急に？」

            　思考が危険な方向に行きかけたとき、カトリーヌのその声にわたくしは飛び起きました。

            「平民!?」

            「やっと起きた。おはよう、クレアちゃん。まだ夜だけど」

            　ドアの方を見ると、そこに平民はおらず、悪戯っぽく笑うカトリーヌが車椅子に乗っていました。

            「騙すような真似をしてごめんね、クレアちゃん。でも、こうでもしないと、クレアちゃん話も聞いてくれなさそうだったから」

            「……話すことなんて、何もありませんわ」

            　そう、ただわたくしという人間が愛想を尽かされただけ。今までが奇跡のようなものだったのです。わたくしのような人間に、あんな好意を向けられる資格などなかったというだけの話ですわ。

            「ほらー、またそうやって自己完結するー。もうちょっと冷静になろうよー。多分だけど、まだ何にも終わってないと思うよー？」

            「……」

            「とにかく、何があったか話してみてー。きっと何か力になれるからさー」

            　わたくしの普段とは違う様子に気付いてはいるでしょうに、カトリーヌは飽くまでいつも通りでした。

            「……どうせあなたもいずれはいなくなるんでしょう？」

            　後から考えれば弱音以外の何ものでもないわたくしのそのセリフに、カトリーヌは笑って、

            「そりゃーねー。ウチはこんな体だもん。ずっとそばにいるのは無理だよー」

            「あ……」

            「でも、出来るだけ長く傍にはいたいかなー」

            「……ごめんなさい」

            「いいよいいよー。はい、飴ちゃん」

            　カトリーヌはそう言うと、キャンディポットから例の飴を取り出して、わたくしに寄越してきました。味は苦手ですが、リコリスの花の香りは、不思議と私の心を落ち着かせてくれました。

            「……平民を解雇しましたの」

            　わたくしはぽつぽつとカトリーヌにこれまでの経緯を説明しました。ところどころ思いが溢れて言葉にならないところもありましたが、カトリーヌは時々頷きながら辛抱強く耳を傾けてくれました。

            「――ということですの」

            「そっかー……。辛かったねー。クレアちゃんも平民ちゃんもー」

            「平民も……？」

            「そうだよー？　あれだね、きっかけはマナリア様だろうけど、根本的な原因は二人の相手への接し方にあるねー」

            「？？？」

            　わたくしはカトリーヌに説明を求めました。

            「ねぇ、クレアちゃん。クレアちゃんはさ、ちょっと人間関係に贅沢すぎると思うよー？」

            「贅沢？」

            「うん。普通はね、いくら待ってたって、向こうから誰かが近づいて来てくれることなんて、そうそうないんだよー？」

            　カトリーヌが言うには、わたくしは人間関係に受け身過ぎる、とのことでした。

            「平民ちゃんを思い出してごらんよー？　クレアちゃんが引くくらいの勢いでクレアちゃんを求めてくれたでしょー？」

            「あの平民は別にわたくしを求めてたわけでは――」

            「シャラップ！　こんな大事な話をしてるときに、余計なことを言ってる場合じゃないでしょー？」

            　カトリーヌはわたくしの泣き言を切って捨てました。

            「……続きを」

            「ちょっと過激ではあったけど、人間関係の在り方としては平民ちゃんの方がずっと健全だよー？　人は求めて来ない相手を求めたりはなかなか出来ないもん」

            「あれが健全……？」

            「そうだよー？」

            　カトリーヌは車椅子を移動させて刺繍道具の場所まで行くと、そこから刺繍糸を取り出してこちらに見せました。

            「普通の糸はこうやって力を入れて引っ張ると、切れちゃうよねー？」

            　カトリーヌが糸を両側から引っ張ると、刺繍糸は儚く切れてしまいました。

            


        






        





            「でもね、絆は違う。絆って言うのは逆で、両方が力一杯引っ張らないと切れちゃうものなんだよー。だから、平民ちゃんがそうしてたように、クレアちゃんもそうしなきゃいけなかった」

            　絆を維持したい、強めたいと思うならね、とカトリーヌは言います。

            「……でも、いくら後悔してももう遅いですわ。わたくしと平民はもう終わってしまいましたもの」

            「まだ始まってもいないよ！」

            　滅多に聞かないカトリーヌの大声に、わたくしは驚いてしまいました。カトリーヌはこちらも珍しい怒ったような顔で続けます。

            「いーい？　クレアちゃんと平民ちゃんがしたのはただのケンカだよー。雇用関係云々なんて、また契約し直せばいいだけじゃなーい」

            「そんなに簡単じゃありませんわ。貴族には体面というものが――」

            「それは今のクレアちゃんと平民ちゃんの関係にとって、それほど重要なことー？」

            「……」

            　貴族にとって、体面は決して軽いものではありません。でも、今のわたくしにとっては、あの平民との関係を修復することの方が、遙かに大切に思えました。

            「腐っても一応、ウチも貴族だから体面の重要性は分かってるつもりだよ。でも、あの平民ちゃんとの関係は大事にした方が絶対いい。ここであの子を失ったら、今度こそクレアちゃん立ち直れないと思う」

            「そんな大げさな――」

            「大げさなもんか。クレアちゃんは気付かないふりしてるけど、レーネちゃんがいなくなった今、あの平民ちゃんの存在がどれだけ大きいと思ってるのさ」

            「……」

            　そうでしょうか。あの者の存在は、わたくしにとってそんなに重要なのでしょうか。

            「カトリーヌ、わたくし、どうしたらいいと思いまして……？」

            「それはクレアちゃんが自分で答えを出さなきゃ。冷たく聞こえるかも知れないけど、そこで甘えちゃダメだよ。自分にとって大事な人は、自分の力で繋ぎ止めなきゃ」

            　誰かに頼るのは自分の最善を尽くしてからね、とカトリーヌは言います。

            「……」

            「うん。クレアちゃん、さっきよりはいい顔になって来たねー。少しは立ち直ったー？」

            「……分かりませんわ。でも、さっきまでのように、不貞寝していじけているだけでは、何も解決しないことだけは確かですわ」

            「そうだね。うんうん。いつもの強気なクレアちゃんが戻って来て、お姉さんは嬉しいよー」

            「誰がお姉さんですのよ」　

            「たはは」

            　悪態をついて見せますが、カトリーヌの言葉とマイペースさに、わたくしは救われたような気持ちになりました。

            「ありがとうございますわ、カトリーヌ」

            「どういたしまして。これくらいお安いご用だよ。友だちじゃない」

            「違いますわ」

            「あ、あれ？」

            　カトリーヌがずっこけたようにおどけました。わたくしは少し笑って、

            「カトリーヌは親友ですもの」

            「そう来たかー。早速、実践できてるね、絆を引っ張るのー？」

            「ええ、飲み込みは早い方ですのよ」

            「違いないやー」

            　とは言え、具体的にどうすればいいのかはまだ分かりません。

            　分かりませんが、もう闇雲に悲観的になるのは終わりにしよう――そう思えるようになったのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　震える手を何とか落ち着かせて、わたくしはその部屋の扉をノックしました。

            「開いてるよ、どうぞ」

            「失礼しますわ」

            　中に入ると、そこにはプラチナブロンドの麗人が椅子に座っていました。

            「ごきげんよう、お姉様」

            「ごきげんよう、クレア。気分はもういいのかい？」

            「ええ、お陰様で」

            　後で聞いた話ですが、平民を解雇したその日、わたくしはお姉様の部屋で泣きはらしたようです。泣き疲れて眠った私を部屋まで運んでくれたのも、やはりお姉様でした。わたくしはその時の謝罪とお礼をしに、お姉様の部屋までやって来たのでした。

            　お姉様は一度立ち上がってわたくしにも椅子を勧めてから、椅子に座り直しました。

            「先日は大変失礼を致しましたわ。わたくしとしたことが、とんだ醜態を……」

            「気にしないで、クレア。キミが泣き虫なのはよく知ってる。昔からそうだったでしょ？」

            「……意地悪ですわ、お姉様」

            「あはは、ごめんごめん」

            　お姉様は軽く笑った後、少しだけ表情を真剣なものに変えました。

            「クレアをあんなに泣かせるなんて、レイは酷い娘だ」

            「平民だけが一方的に悪いわけではありませんわ。あれはお互い様だったと、今は思っています」

            　わたくしがそう言うと、お姉様は少し驚いたような顔をして、

            「……へぇ？　一日足らずで随分気持ちが落ち着いたみたいだね。あのルームメイトちゃんのお陰かな？」

            「！　カトリーヌと会いましたの？」

            　普段は誰とも会おうとしない彼女が？

            「面白い子だよね。無闇に姿を隠そうとするから、力ずくでいぶり出して上げた。……そんなに怖い顔しないで、クレア。別にドミネーターを使ったわけじゃないから」

            　知らず、顔が険しくなっていたのか、お姉様にそう言われて表情を改めます。

            「確かに、カトリーヌのお陰と言っていいかも知れません。彼女はかけがえのない親友ですわ」

            「羨ましいね。ボクもそういう気が置けない友人が欲しかったな」

            「お姉様なら望めばいくらでも出来るでしょう？」

            「そう簡単なものじゃないさ。恋は落ちるものだってよく言うけど、友情だって授かりものの側面はあるよ」

            　人と人との縁は望んだからと言って必ずしも手に入るものではない、とお姉様は言いました。

            「それで？　クレアはどうするんだい、レイのことは？」

            「……まだ分かりませんわ。迷っていますの」

            「そうみたいだね。でも、レイの方はもうやる気満々らしいよ？」

            「……え？」

            　思わず聞き返したわたくしに、お姉様は人の悪そうな笑みで、

            「勝負しろ、と持ちかけられた。レイが勝ったらクレアのことは諦めろとさ」

            「……また勝手なことを言っていますのね。わたくしの気持ちを置いてけぼりにして」

            「そうは言うけど、彼女からしたらそうするしかないと思うよ？」

            「どうしてですの？」

            「だって、肝心のクレアが自分の気持ちを言わないんだもの」

            　わたくしは何も言えませんでした。その通りだったからです。

            「勝負の方法は恋の天秤だ。祭式に合わせて捧げ物を用意して、その重さを競うことになってる」

            「お姉様はそれを受けましたの？」

            「うん。面白いと思ったからね」

            「……やめて頂くことは？」

            「ちょっと出来ないかな。ボクにもボクの都合があるからね」

            「？」

            「いや、こっちの話。それについてはクレアは気にしないでいい」

            　よく分かりませんが、お姉様も勝負に乗り気なようです。

            「お姉様たちの勝負がどうなろうと、わたくし、従うつもりはありませんわよ？」

            「それは仕方ないさ。でも、ボクやレイがそれだけクレアに対して真剣なんだってことだけは酌んで欲しいね」

            「……知りませんわ」

            　などと悪態をつくものの、お姉様や平民が浮ついた気持ちでないことを、わたくしはもう疑っていませんでした。

            「クレアには申し訳ないけど、勝負するからには勝ちに行かせて貰うよ」

            「どうしてわたくしに申し訳ないんですの？」

            「そりゃあ、もちろん。クレアの本心がどこにあるか分かっているからさ」

            「……勝手にわたくしの気持ちを決めないで頂きたいですわ」

            　いくら相手がお姉様であっても、人の気持ちを分かったように語られるのはいい気分ではありません。

            「そうかい？　自分自身の気持ちこそ、意外と自分では分からないものだよ？」

            「なら、お姉様から見たわたくしの本心とやらはどういうものですの？」

            　わたくしはつい、ムキになってそう聞いてしまいました。

            「――悔しいけれど、あの子のことが気になって仕方がない」

            「……は？」

            「――認めがたいけれど、あの者のことが好――」

            「お待ちになって!?　誰があんな平民のことなんて！」

            　あまりにもあまりな言い方に、わたくしは思わずお姉様の言葉を遮ってしまいました。

            「おや？　ボクはあの子、あの者としか言ってないけど？」

            「からかうのはおよしになって。今の文脈でそれ以外の取りようはないじゃありませんのよ」

            「ふふ、それもそうだね」

            　降参、とお姉様は両手上げておどけました。全くもう、困った方ですわ。

            「言っておきますが、わたくしそんなこと思っていませんわよ？」

            「そうかなあ。言葉よりも如実に顔に書いてあるけど」

            「嘘ですわ！」

            「あははは、それは確かに冗談だよ。でも、ボクの勘は外れてないと思うけどね？」

            　可笑しそうに笑いながら、お姉様はパチリとウィンクして見せます。

            「お姉様、段々、あの平民に似てきましたわよ？」

            「それなら、ボクのことを好きになってくれるかい？」

            「またそうやっておからかいになって――」

            「本気ならいいのかい？」

            「……お姉様？」

            　不意に低くなったお姉様の声にドキリとしました。お姉様は椅子から立ち上がると、ゆっくりとこちらに近づいて来ます。わたくしは気圧されたように動けませんでした。

            「クレアのことは好きだよ。これは嘘でも冗談でもない。もしボクが本気でキミに求愛したら、キミは応えてくれるかい？」

            「お姉様……一体どうしたんですのよ。そんな、あの平民みたいなことを」

            「クレアだって知ってるだろう？　ボクが王宮を追われた理由」

            「……」

            　確かに知っています。お姉様は同性との火遊びが原因で、王宮を追われることになったのでした。つまり、お姉様は平民と同じ同性愛者なのです。

            「なら……お姉様もあの者と同じく、わたくしのことを求めて勝負に臨むということですの？」

            「それは理由の半分だね」

            「もう半分は？」

            「それはナイショ。それはそれとして、どうだいクレア？　キミはボクの想いに応えてくれる気はある？」

            　そう問うお姉様は、いつもの余裕の表情であるはずなのに、何故か泣いているように見えました。少なからず動揺したわたくしでしたが、わたくしの答えは――。

            「いや、いい。答えは分かってるんだ。変なことを聞いて悪かったね」

            「お姉様……」

            「レイが言ってなかったかい？　ボクらみたいな人種にはいつものことさ。報われることの方が希なんだよ」

            　誰が悪いわけでもなく、強いて言えば運が悪いんだ、とお姉様は笑い飛ばしました。

            「でも、勝負は勝負だからね。手を抜くつもりはないよ」

            「勝っても得られるものは何もないのに？」

            「あるさ。少なくとも、レイの泣き顔は見られる」

            「歪んでいらっしゃいますわね、お姉様」

            「嫌いになったかい？」

            「いえ、お可愛らしいと思いますわ」

            「ハハハ……。クレアも言うようになったね」

            「お陰様で」

            　わたくしは椅子から立ち上がると、お姉様に礼をしました。

            「そろそろ失礼しますわ」

            「うん。……あ、待って、クレア」

            「？」

            　辞去しようとしたところを呼び止められ、振り向くと、お姉様が微笑んでいらっしゃいました。

            「もう一度聞くけど、クレアはレイのこと好きかい？」

            「……」

            　わたくしは、「はい」とも「いいえ」とも言えませんでしたが、わたくしの表情からお姉様は何かを読み取ったようで、

            「そっか。なら、後はレイ次第かな」

            　独り言のようにそう言って、今度こそわたくしを見送ったのでした。

            


        



            幕間・シンプルに（レイ＝テイラー）

            　

            　

            「出ないなあ……」

            　巨木のようなモンスターを倒してドロップ品を確認したが、お目当てのものは見当たらない。落胆とともに流れ出る汗を拭いて、私は次の獲物を探すべく目を左右に走らせた。

            　ここは恋の天秤がある場所の近くの深い森である。私はウォータースライムのレレアと一緒に、あるアイテムを求めてやって来たのだ。

            　そのアイテムとは連理の枝――恋の天秤に捧げる最高の供物である。

            　伝説に謳われている最高の供物はフロースの花だが、実はそれより上があるのだ。その存在はこの世界のモデルとなっているゲーム――Revolutionにおいて隠しアイテムとして暗示されている。ゲーム知識を恋路に利用するのは気が引けたが、場合が場合だ。マナリア様からクレア様を守るためなら、私はどんな手段だって使う。

            　迷いは消えた。後は、実行あるのみ。

            　と、覚悟はもう決まったのだが、その連理の枝の入手方法がまた難しい。連理の枝は連理の木というこの森のモンスターがごく低確率でドロップする。静かに生態系を根こそぎ破壊していく連理の木は積極的に間引きする必要があるのだが、街道から外れた森や山の奥しか生息しておらず、また移動力もあまりないため捨て置かれていることが多い。私はこれ幸いと騎士団が出している依頼に飛びついた。

            　ところが、このモンスターが結構強いのだ。なにしろ普通に戦うと魔法が効かない。これは戦闘能力のほぼ全てを魔法に依存している私にとって致命的だ。普通ならその時点で諦めそうなものだが、実はこの連理の木というモンスターには弱点がある。

            「レレア、まだ行ける？」

            　私が肩の上にいるウォータースライムに問いかけると、彼女はぴょんぴょん跳ねて賛意を示してくれた。そのつるりとした表面を軽く撫でて、おやつのビスケットを上げてから、私はまた歩き出した。彼女ともしばらくケンカ状態が続いていたけれど、チョコレートを献上して仲直りして貰った。

            　連理の木の弱点とは、実はこのウォータースライムの溶解液なのだ。溶解液を浴びて露出した部分には魔法が通るようになるので、私はそこを狙って魔法を集中させて倒している。もっとも、魔法が通じるようになっても、連理の木は容易い相手ではないのだが。

            「……いた」

            　しばらく歩くと、少し違和感のある木立が見えた。連理の木は普段は動かずに、林に擬態して獲物を待っている。そうして、気付かずに近づいて来た獲物を捕食するのだ。見分けるのに少しコツがいるのだが、慣れてしまえば見分けるのはさほど難しくない。

            　私は足音を立てないように細心の注意を払いながら、連理の木の背後に回り込んだ。

            「レレア、お願い！」

            　私の合図と供に、レレアが口から溶解液を吐きだした。液は勢いよく飛んでいき、連理の木の表皮を一部溶解させた。連理の木が悲鳴じみた声を上げて襲ってくる。私は素早くレレアを回収すると、ポケットに押し込んだ。

            　ここからは私の仕事だ。

            「アイシクルレイン！」

            　私の成句と供に氷柱の雨が降り注ぐ。その内の何本かは連理の木に打ち払われてしまったが、逆に何本かは溶解した部分に突き刺さりダメージを与えた。また悲鳴のような声が鳴り響く。すぐ近くの茂みで森の小動物たちが逃げていくのが見えた。ごめんね、お騒がせして。

            「ストーンキャノン！」

            　続けて今度は錐状の岩石を高速で射出する。交差するように構えた連理の木の枝を突き破り、岩石の錐はその表皮を深々と抉った。だが、まだダメージは十分ではない。

            「火属性が使えれば楽なんだけど……」

            　私が使えるのは水と土なので、土属性の連理の木とはあまり相性が良くない。だからと言って超級や上級の魔法を使えば、外したときの消耗が大きい。結局、私に出来ることは初級や中級の攻撃魔法でちくちく削ることくらいになるわけだ。これが結構、神経を使う。

            「クレア様がいてくれたらなぁ……！」

            　クレア様お得意のフレイムランスならば、直撃すれば一撃だろう。でも、今はそのクレア様を取り戻すための戦いをしているわけで。人生、なかなか上手く行かないものだ。

            「……クレア様」

            　今は側にいない人のことを思う。この世界に来て、クレア様がこんなに長い間側にいないのは初めてのことだ。当たり前に側にいられた過去を、噛みしめるように振り返る。それがいかに大切な時間だったか、どれほど得がたい機会だったか。

            「泣きごとを言っても！　仕方ないよね！」

            　狭い林の中を逃げ回りながら、氷矢を撃ち続ける。嘆いている暇があったら、現状を打開するために動く――クレア様ならきっとそうするだろう。彼女は行動の人だから。クレア様ほどのことは出来なくても、その何分の一か真似出来れば。

            　そんなことを考えながら戦闘を続けていると、ようやく連理の木が倒れてくれた。ドロップは――魔法石のみ。

            「はあっ……はあっ……なかなか……出ないなあ……」

            　乱れる息を整えていると、レレアが肩から心配そうに視線を送ってくる。私は大丈夫だよ、と言うようにその顔を撫でると、タオルで一通り汗を拭ってから地面に腰を下ろした。スカートが汚れるけど、この際仕方がない。

            「これで何匹くらい倒したっけ……」

            　百匹くらいまでは数えていたけれど、それ以降はもう面倒くさくなってやめてしまった。体感では二百匹は超えていると思う。当然、一日で倒した数ではない。マナリア様との勝負が決まってから、私は学院の講義すら休んでここに通い詰めている。騎士団の依頼ということでお目こぼしされているものの、それでもそろそろ言い訳が必要なほどだ。

            　それでも、連理の枝はドロップしない。

            「何しろ〇．五パーセントだもんなあ」

            　ドロップ率〇．五パーセントなら、二百匹狩れば百パーセントだろうと言う人は勘違いしている。それは二百匹の中に一匹当たりがいて、それらを順番に狩っていった場合の確率だ。実際には一匹一匹が〇．五パーセントの確率を持っていて、一回毎にリセットなので、二百匹狩った場合に当たる確率は六十三パーセント強しかない。

            　まだまだ先は長い。

            「……私、なんでこんなことしてるんだろ」

            　葉っぱの上で大の字になりながら、ふとそんなことを思う。何をムキになっているのか、諦めればいいじゃないか、と弱気の虫がそんなことを囁いてくる。

            　でも――。

            「しょうがないじゃん。好きなんだもの」

            　クレア様が好きだ。

            　どうしようもなく、狂おしいほど。

            　ドル様に言われて、一時は自分の気持ちを完全に殺そうともしてみたけれど、抑え付けている間に募った気持ちはますます強くなった気がする。

            「ドル様に何て言い訳しよう……まあ、なるようになるかな」

            　疲労が濃くなってくると、思考がどんどんシンプルになっていく。クレア様が好きで、だから負けたくなくて、そのためには連理の木を手に入れなければならない――それだけ。女性同士うんぬん、恋愛感情と友情うんぬんは、どうでもいいこととして意識の隅に追いやられていく。なんだろう。前世で社畜をしていた時にたまに気分転換にジョギングに行くと、思考が澄み渡っていった時の感覚に似ている。

            「よし、回復した。レレア、もうちょっと付き合ってね」

            　私はまたレレアにビスケットを与えてから、次の獲物を探し始めた。

            「待ってて下さいよ、クレア様……！」

            　クレア様に嫌がられるかも知れないとか、どう思われるだろうとか、そういう後ろ向きな気持ちは一切消え、ただただ彼女を求める一人の女として、私は狩りに没頭するのだった。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　アモルの祭式の当日。

            「ちょーっと待った！」

            　今まさにお姉様の口づけを受けようとしていたその時、それに待ったを掛ける声がありました。皆の視線が声の方に向きます。わたくしもそちらを見て、そして呆然としました。

            　声の主は平民でした。

            　そこに驚きはありません。驚いたのは平民の格好です。彼女は全身傷だらけでした。

            「レイ、遅いわよ」

            「いや、ちょっと手間取っちゃってさ」

            　平民は、はらはらしたと言わんばかりのミシャに軽く謝ってから、お姉様とわたくしの間に割って入って来ました。

            　お姉様はふん、と小さく鼻を鳴らしてから、

            「逃げ出したわけじゃなかったんだね。そこだけは認めよう」

            「だーれが逃げますか。絶対に負けないって言ったでしょう？」

            　お行儀悪く舌を出してお姉様を威嚇しつつ、平民はわたくしの手を引いてお姉様から距離を離しました。

            　繋がれた手の温もりに戸惑いながら、わたくしは色々な思いのこもった目を平民に向けました。

            「あなた……」

            「クレア様、安心して下さい。こんなヤツにクレア様は渡しませんから」

            　そう宣言する平民は、顔にもいくつも傷を作っていましたが、それでも何故か晴れ晴れとした表情でした。

            「そう言われても、もう勝負はついてるよ。キミがどんな供物を持ってきたか知らないけど、ボクの供物はフロースの花だ。これ以上の供物はないんだろう？」

            　そう言って、お姉様は光を放つ花を掲げました。そうなのです。お姉様はもう最高の供物を用意しているのです。

            「たとえキミがフロースの花を持ってきたとしても、それなら早い者勝ちだ。勝者はボクで動かな――」

            「私の供物はこれです」

            　お姉様の言葉を遮って、平民はポーチから「それ」を取り出しました。

            「それは……枝？」

            　わたくしは見たままを呟きました。平民が供物だというそれは、どうみてもただの木の枝でした。わたくしはがっかりした自分を自覚し、初めて彼女に何か秘策があるのかと期待していたことを知りました。

            「そんなものしか手に入らなかったのかい？」

            「いいえ、これをずっと探していたんです」

            　平民は何故か自信たっぷりですが、周りの目は白いものばかり。それはそうでしょう。供物としての格は、見た目からも歴然です。

            「捧げてみれば分かりますよ」

            　さあ、と平民はお姉様を促しました。捧げてしまえば後戻りは出来ません。止めるなら今ではないか、とわたくしは迷いましたが、平民はわたくしを安心させるように力強く頷きました。

            「いいとも。なら捧げてみようじゃないか」

            　そう言うと、お姉様は恋の天秤の前に進み出ました。古めかしくも気品のある造りの天秤は、まさに神が遣わした神器に相応しい貫禄を備えていました。

            「では、ボクから。我が心の内を、神の裁きの下に」

            　お姉様は戯曲を演じるかのような仕草でアモルの詩の一節をそらんじると、フロースの花をうやうやしく天秤に捧げました。天秤に捧げられた花は一層まばゆい光を放ちます。伝説に謳われるだけあって、天秤が大きく傾きました。

            「次は私ですね。捧げます」

            　平民の方はと言えば、何のこだわりも見せずに無造作に枝を天秤に乗せました。天秤は――ぴくりともしません。

            「やっぱり、ボクの勝――」

            　お姉様がそう言いかけたその時、辺りに地鳴りが響き渡りました。

            「地震!?」

            　揺れに備えて皆が地面に伏せますが、やがて気がつきました。地面は少しも揺れていません。揺れているのは、恋の天秤だったのです。

            「なんだ？」

            　誰かが怪訝な声を上げました。見ると、枝から新芽が芽生えています。それだけではありません。次々に根が生やした枝はみるみる生長し、瞬く間に大樹となって天秤を傾けました。

            「フロースの花が負けた……？　この枝は……一体……？」

            　呆然と呟くお姉様に、平民は言いました。

            「連理の枝、と言います」

            　平民の話によると、これはこの近くの森に棲むモンスターが落とすアイテムなのだそうです。入手難易度は極めて高く、手に入れるのにとても苦労したとか。平民はこれを手に入れるために、こんなに傷だらけになるまで頑張ってくれたのでした。

            「フロースの花が最も重い供物じゃなかったのか……？」

            「今まで知られていたものの中では、確かにフロースの花が一番です。でも、それより重い供物があったってことですよ」

            　得意げにそう言うと、平民は今度はわたくしに向き直りました。

            「クレア様」

            「……？」

            　あまりの展開にまだ呆然としていたわたくしは、平民の声で我に返りました。平民は傷だらけの顔を乱暴に拭った後、最低限の身なりを整えてこう言いました。

            「ホントはこんな勝負どうだっていいんです」

            「え……？」

            　それは……わたくしのことなどどうでもいいということ……？　わたくしは不安になりましたが、レイはこう続けました。

            「私には物語のような恋は出来ません。ご存じの通り、茶化さないと大事なことすら言えなかったりします」

            　でも、と彼女は続けました。

            「たとえ神様の天秤に認められなくても、それでもあなたを愛します。誰に負けようとも、それでもずっとあなただけを愛し続けます。だから――」

            　平民はわたくしの前に跪いて、手を取ると――。

            「メイドではなく、私をあなたのパートナーにして下さいませんか？」

            　物語の一節ではなく平民自身の言葉で、彼女は初めてわたくしに愛されることを望みました。そのことが、わたくしには堪らなく嬉しかったのです。

            「……あなたって人は……」

            　理由の分からない涙が浮かんできました。悲しくはありません。むしろ、わたくしの心はとても温かなものに満たされていました。

            　彼女の問いに答えましょう。そうしてまた、わたくしの隣を彼女に歩いて貰いましょう――そう思った矢先のこと。

            「あっはっは！　いやー、負けた負けた！」

            　いい雰囲気になりかけた所に、お姉様の屈託のない笑い声が響き渡りました。

            「マナリア様。今、いいところなんですから空気読んで下さいよ」

            「やだ。やっぱりボク、キミがいい。最高だよ」

            　不満そうに言う平民に、お姉様はそう言うとハグをしたのです。わたくしは驚きに目を見開きました。

            「ちょっ、マナリア様」

            「やー、いいないいなとは思ってたけど、まさかこれほどまでとはね。うんうん、キミこそボクの伴侶に相応しい」

            　ちょ、お姉様、今なんて……？

            「お、お姉様、それはどういうことですの……？」

            「やー、ごめんね、クレア。ボクの目的は最初っからレイだったんだよ。レイの反応が楽しくて、ついクレアをつついていじめちゃった」

            　てへ、とお姉様は舌を出して笑いました。お姉様の目的が……平民……？　じゃあ、つまり、お姉様が仰っていた目的の半分というのは、彼女のことだったのでしょうか。

            　それはダメ。

            　ダメです。

            　何がダメなのか分かりませんが、とにかくダメです。

            「ちょっと、マナリア様。離して下さい」

            「やだ。このままスースに連れて帰る」

            　お姉様と平民が仲良くじゃれています。わたくしは段々腹が立って来ました。

            「お断りです！」

            「うんうん、嫌がるところがまた一段と可愛らしいね。そんなキミが好きだよ」

            　そう言うと、なんとお姉様は平民に――レイに口づけをしようとしました。

            　わたくしは、もう我慢の限界でした。

            「ちょ、やめ――」

            「ダメーーー!!」

            　わたくしは二人の間に入って両手で二人を押しのけると、あらん限りの声で叫びました。

            「レイはわたくしのものよ！　わたくしのものを取らないで！」

            　自分が何を言ったのか、その意味は遅れてわたくしの頭に浸透してきました。あばばば!?　わたくしってば何を口走りましたの!?

            「ク、クレア様……？」

            　レイがおずおず、といった様子で声を掛けてきます。わたくしは顔が真っ赤になるのを感じました。

            「ち、違いますわ！　今のはそういう意味じゃなくて――！」

            「クレア様ー!!」

            　レイがわたくしに抱きついてきました。暑苦しいし、うざったい――でも、ちょっぴり嬉しいとわたくしは思いました。もちろん、そんなことはおくびにも出さず、悪態をつくのがわたくしです。

            「ちょっと、お離しなさい！」

            「嫌です！　愛してます、クレア様！」

            「私は嫌いですわよ！　はーなーしーなーさい！」

            「わたくしのものって言ったじゃないですか！」

            「うるさいですわ！　忘れなさい！」

            　レイと一緒にじゃれ合います。こういうことも、何日ぶりかと思いました。

            「マナリア様、失礼ですけれど、勝負あったと思いますよ？」

            「うーん、そうみたいだねー」

            　お姉様とミシャが、わたくしたちのじゃれ合いを見て何事か話しています。でも、わたくしは嬉しさと照れくささでそれどころではありませんでした。

            「はーなーしーなーさい！」

            「いーやーでーす！」

            　以前と同じようなやりとり。でも、わたくしの胸の内側は以前とは比べものにならないほど、温かく満たされていました。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「行ったか」

            「風みたいな人だったね、マナリアは」

            「……王の器とはあれほどまでに大きいものか」

            　お姉様を見送って、三王子様方がそれぞれ感慨深そうにそう仰いました。わたくしも名残惜しく思います。

            　レイとどんなことを話しているのだろう、と色々想像していると、

            「それはそうとして、おめでとうございます、クレア様」

            「？　何がめでたいんですの、ミシャ？」

            　ミシャがよく分からないことを言い出したので、わたくしは聞き返しました。思えば、この時点でその場から逃げ出すべきでした。

            　わたくしが話が見えないでいると、いつの間にかロッド様、ユー様、ミシャ、ピピ、ロレッタに囲まれていました。えっ、えっ、えっ……？

            「何がめでたいって、そりゃなあ？」

            「うんうん、隠すことはないよ、クレア。僕らは応援するよ？」

            「……恋の形はそれぞれだ」

            　少し離れたところにいるセイン様までそんなことを仰います。わたくしは嫌な予感がしてきました。

            「クレア様～、あの者と一緒になっても、私たちと遊んで下さいね！」

            「たまにはお茶会に誘って下さい！」

            「だからあなたたちまで何を言っているんですの!?」

            　何故か泣き出したロレッタとピピを見て、わたくしは嫌な予感がどんどん強まるのを感じました。

            「何ってそりゃあ――」

            　ロッド様の言葉に続いて、

            「レイと付き合うことになったんだろ？（でしょう？）（でしょ？）（ですよね？）」

            「どこから出て来ましたのよ、その与太話は!?」

            　全員で声を揃えたあまりの妄言に、わたくしは全身の力を振り絞って否定しました。

            「いえ、でも……」

            「なあ？」

            「だよね」

            「……うむ」

            　ミシャ、ロッド様、ユー様、そしてセイン様までもが、どこかネズミをいたぶる猫のような雰囲気を醸し出していました。わたくし、クレア＝フランソワは、生まれて初めて弱者の立場がどのようなものかを理解したように思います。

            「レイはわたくしのものよ！　わたくしのものを取らないで――だもんなあ？」

            「ロッド様!!」

            　先日のセリフをそっくりそのまま真似されて、わたくしは顔が耳まで赤くなるのを自覚しました。

            「どうしてですか？　凄く素敵なセリフだったと思いますけれど」

            「み、ミシャ、あなたまでそんな……！」

            「クレア様～、私たちのことも忘れないで下さいね～！」

            「結婚式には呼んで下さいね～！」

            「ロレッタとピピも泣くんじゃありませんわよ！　あなた方、また洋酒入りのチョコレートでも食べたんじゃありませんわよね!?」

            　場がどんどん混沌としていきます。

            「あれは、あの場の雰囲気で思わず言ってしまっただけで、レイのことなんてなんとも――」

            「それです、クレア様」

            　ミシャが見逃しませんよ、と言わんばかりに鋭い眼光でわたくしの話を遮りました。

            「何ですのよ、ミシャ？」

            「今、レイのことを何て呼びました？」

            「は？　レイのことはレイと呼ぶに決まってるじゃありませんのよ」

            「クレア。お前、今までアイツのこと平民としか呼んでなかったぞ」

            「そうだね。僕もそれしか聞いたことない」

            「俺もだ」

            「――!?」

            　言われて初めて気がつきました。わたくし、確かにレイのことを、いつの間にかレイと呼んでいます。特別意識していなかったのですが、改めて指摘されると何か意味深な……いえ、深い意味などないのですが！

            「ち、違いますわ！　今までも……そう、皆さんのいないところでは名前で呼んでいましたのよ！」

            「ほーう？　じゃあ、いよいよ隠す必要もなくなったってわけか」

            「クレア、大胆だね」

            「……だが、悪くない」

            「やっぱり、おめでとうございます、でいいのでは？」

            　あー、もう、埒が明きませんわ!?

            「とにかく！　レイとわたくしは別になんでもありませんわ！」

            「それです、クレア様」

            「今度は何ですの、ミシャ!?」

            　またわたくし、何かやらかしましたの!?

            「名前の語順です。今まで、レイとご自分を並べて仰るときは、ご自分、平民という言い方でしたのに、今はレイ、ご自分という語順に――」

            「あー、もう、細かいことにうるさいですわね!?」

            　わたくしがまくし立てるように言うと、ミシャはくすくす笑いました。

            「……ミシャ、あなた楽しんでいますでしょ？」

            「ふふ、申し訳ございません。クレア様があまりにもお可愛らしくてつい」

            「それもからかっていますわよねぇ!?」

            　わたくしはぷいっとそっぽを向きました。

            「拗ねるな拗ねるな。いいじゃねぇか、ようやくレイの想いが報われたんだろ？　めでたいじゃないか」

            「そんなこと仰って……。ロッド様こそいいんですの？」

            「何がだ？」

            「もしもレイがわたくしと交際することになったら、レイ狙いのロッド様としてはご都合がお悪いのではなくて？」

            　わたくしは反撃のつもりで少し意地悪な言い方をしました。ところが、ロッド様は余裕タップリで、

            「レイが誰を愛そうが誰と付き合おうが別にどうでもいい。最終的にオレの側にいりゃあな」

            「……そうでしたわ。ロッド様はそういう方でしたわね」

            「相手が悪かったね、クレア」

            「……兄貴がすまんな」

            　なぜかユー様とセイン様に慰められてますわね、わたくし？

            「それで？　レイとはどこまで行ったんだ？」

            「？　どこまで、とは？」

            「俺たちにまでとぼけなくてもいいだろ。ほら、キスとか触るとかそれ以上とかあんだろ？」

            「ばっ……！」

            　バカじゃないですの!?

            　――と言おうとして、相手が王族なことを思い出し、必死に自制したわたくしを誰か褒めて下さらない？

            「そんなことしてるわけありませんでしょ！　まだちゃんと手も繋いでいませんわよ！」

            「なーんだ、まだそのレベルかよ。そんなんじゃいつ横からかっさらわれるか、分かったもんじゃねぇぞ？」

            「その筆頭が言う台詞じゃないよね」

            「……兄貴が最右翼だものな」

            　変な所で息がぴったりですわね、王子様方？　普段からそれくらい仲良くなさればいいとわたくし思いますの。

            「じゃあ……まずはデートからだな！」

            「で、デートですの？」

            「そうだ。交際の基本だろ？」

            「で、でも、レイは平民ですし、話も価値観も合うかどうか……」

            「心配すんなって。そんなのはレイがなんとかするさ。クレアはどーんと構えてればいいんだよ、どーんと」

            「ど、どーんと？　そうですの？」

            「ああ」

            　そうなのでしょうか。ロッド様に言い切られると、何だかそんな気がしてくるから不思議です。

            「ロッド兄さん、あんまり無責任に断言するのは良くないよ？」

            「……俺もそう思う。俺たち男とは違って、婦人というのは繊細なものだ」

            「そうかあ？　レイならそういう部分も力業で何とかしそうだけどなあ」

            「ロッド様はレイのことを少し買いかぶりかと存じます。レイは意外と普通ですよ？」

            　ロッド様に対して、ユー様、セイン様、ミシャが苦言を呈する。

            「まあ、行って見りゃ分かんだろ。誘うだけ誘ってみろよ」

            「わたくしからですの!?」

            「お前とレイしかいないんだから、どっちかって言ったらクレアじゃないのか？」

            「そ、そんな破廉恥な……！」

            「じゃあ、その破廉恥なことをレイにさせるのか？　名門フランソワ家の令嬢として、そいつはいただけないんじゃねぇか？」

            「ぐっ……！」

            　この時点でわたくしは、そろそろ自分がからかわれていることに気がつくべきだったのですが、家名を出されたことで頭に血が上っていました。

            　だからつい、こう言ってしまったのです。

            「分かりましたわ！　このクレア＝フランソワ、逃げも隠れも致しません！　見事レイをデ……遊びに誘って見せようじゃありませんの！　オーッホッホッホ！」

            　ええ。

            　夜、カトリーヌに泣き言を言うハメになったのは、言うまでもありません。

            


        



            第五章　気の利かないレイとわたくし

            　

            　

            　バカンスのためにユークレッドへと発つ数日前、わたくしはレイとともに城下町へとやって来ました。何でも出立前にやるべき事があるとかで、わたくしは寮の部屋で待っていろと言われたのですが、無理を言って着いてきたのです。どうして、ですって？　ふ、ふん、ちょっとした気まぐれですわよ。決して、ロッド様たちにけしかけられた「あの話」がちらついているとか、そんな浮ついた話じゃないんですからね！

            「どこへ行きますの？」

            　甲斐甲斐しく日傘を差してくれるレイに向かって、わたくしは素っ気なく問いかけました。恋の天秤の一件以降、何となくレイとの距離感を計りかねているわたくしは、ついつい言い方がきつくなってしまうのでした。

            「バカンスの前に、ちょっと野暮用を済ませておかないといけないのです」

            「野暮用？」

            「本当にささいなことですよ。なんというか……厄介ごとを未然に防いでおくというか」

            「よく分かりませんね」

            　わたくしが首を傾げていると、レイはくすりと笑いました。なんですのよ。どうしてただの笑顔にこんなにドキドキしなければなりませんのよ、もう。

            「それにしても、どういう風の吹き回しですか？　私の私用についてくるなんて」

            　レイに問われ、わたくしはぎくりとしました。

            「……別に。特に意味はありませんわ。なんとなく外の風に当たりたかったんですのよ」

            　わたくしはわざと愛想なくそう言うと、ぷいっとそっぽを向いて見せました。ううう……違うんですのよ、そうじゃなくて、そうじゃなくて！

            「でも、クレア様、普段は暑いのは嫌だって、日の当たる場所嫌がるじゃないですか」

            　レイの言うことはもっともです。これまでのわたくしであれば暑さや日差しを嫌って、「一人で行ってきなさいな」とでも言いそうなものです。客観的に見ると、こうしてレイにくっついてくることには違和感しかないのでした。

            「い・い・か・ら！　あなたはさっさと用向きを済ませなさいな！」

            「はあ……」

            　わたくしが誤魔化すように先を急がせると、レイは最初こそ怪訝な顔をしていましたが、やがて思い直したように笑顔になりました。

            　……ふう。

            　誤魔化せたのかしら？

            「それで、どこに行きますの？」

            「もうつきますよ。……ここです」

            　そう言ってわたくしたちが足を止めたのは、一軒の建物の前でした。見たところ商家のようですが、規模はそれほどではありません。貴族が使うような上級商家ではなく、どちらかというと平民向けという感じの佇まいでした。

            「トゥル商会……？　何か買い物ですの？」

            「いえ、そういう訳ではないのです。ここの主人に少し話がありまして」

            「ふうん……？　まあ、いいですわ。入るなら早く入りますわよ。ここは暑くて敵いませんわ」

            「だから学院でお待ち頂ければ――」

            「は・や・く！」

            「はい」

            　また話を蒸し返されそうになったので、わたくしはさっさと建物の中に入ってしまうことにしました。

            「いらっしゃいま……せ!?　こ、これはこれは、クレア様。このような場所にどのような御用向きで……？」

            　人の良さそうな老店主はわたくしのことを知っていたようで、わたくしの姿を見ると慌てたように店の奥から迎えに出て来ました。

            「用があるのはわたくしではありませんわ。ほら、レイ。さっさと用事を済ませなさいな」

            　二人にそう言うと、わたくしは店の隅にあったソファに腰を沈めました。何とはなしに、部屋の中を観察します。外から見たとおり、やはりここは平民向けの商家のようです。今わたくしが腰掛けているような応接用のソファこそあるものの、内密の商談に対応するような個室があるわけでもないようです。これではフランソワ家のような大貴族でなくても、貴族なら落ち着いて商談が出来ません。

            「……こんなところに何の用があるのかしら」

            　店主と話をするレイの様子からして、どうも二人は顔なじみのようです。ただの使用人であり一学生でしかないレイが商人とどのような付き合いがあるのかは知りませんが、商談をしているレイは真剣そのものでした。

            「ふふ、なんですのよ、そんな顔も出来るんじゃないですのよ」

            　わたくしといる時は緩みきっているレイの表情は、今はキリリとしていてなかなかカッコイイと思えました。元々、見目は悪くないのです、彼女は。ただ、その言動が残念極まりないだけで。

            「それにしても……ずいぶんと打ち解けている様子ですわね」

            　時おり談笑を交えて話すその親しげな様子に、わたくしは何となく苛立ちを覚えます。

            「異性にそう容易く気を許すものではなくてよ、レイ」

            　年齢差こそあれ、そこは男と女。何かの拍子に間違いが起きないとも限りません。嫉妬などという低俗な感情ではありません。レイに変な虫が付いたらいけませんから。そう、これは雇い主としての義務感から来る感情です。

            「それにしても、レイってば気が利きませんわね」

            　このわたくしが暑さを押して出かけようと言っているのですから、もう少しこう……こう……ねえ？　べ、べべべ、別にデートがどうとかそういうのでなくても、もうちょっとエスコートしてくれるとか。

            「そもそも、デートってよく分からないんですのよね」

            　もちろん、社交の経験は沢山あるので、貴族同士の交際についてならそれなりに知識はあるつもりです。博物館での芸術鑑賞や音楽会での音楽鑑賞、サロンでの食事を兼ねた談笑などはその代表格でしょう。

            　ですがそれは貴族同士のお付き合いの話です。レイとわたくしは平民と貴族。平民と貴族のお付き合いのノウハウなど、聞いたこともありません。

            「そう言えば、カトリーヌから借りた本がありましたわね」

            　わたくしはそれをポーチから取り出しつつ、昨晩の出来事を思い出していました。

            　

            　

            「平民とどう付き合ったらいいか分からない友だちがいるー？」

            「そ、そうなんですのよ」

            　わたくしは飽くまで友人の話として、平民との付き合い方が分からない者がいる、とカトリーヌに相談しました。

            「……へー、ふーん、ほーう？」

            「な、なんですのよ……」

            　ベッドの二階ではなく、わたくしのベッドで寝っ転がりながら本を読んでいるカトリーヌは、何故かニヤニヤしています。

            「それはクレアちゃんの友だちの話なんだよねー？」

            「そ、そうですわ」

            「参考までにそのお友だちと相手の特徴を聞いてもいーい？」

            「そうですわねぇ」

            　わたくしは少し考えて、

            「わたくしの友人はそこそこ位の高い貴族ですわ。気が強くて素直になれない、不器用なへそ曲がりですの」

            「ふむふむー？」

            「相手の子は変わり者ですわね。友人が貴族なことに少しも気後れせず、ぐいぐいくるタイプですわ。友人はその相手に対して最近複雑な気持ちになっているのです」

            「クレアちゃんが自分をちゃんと客観視出来てることに驚きだよー」

            「友人の話だと言っているでしょう!?」

            「……まあ、いいけどさー」

            　こほん、とカトリーヌは一つ咳払いして、

            「クレアちゃんはあんまり小説とか読まない方？」

            「いいえ、そこそこ読みますわよ？」

            「でも、読むジャンルに偏りがありそー。恋愛小説はあんまり読まないでしょー？」

            「どうして分かったんですの？」

            「貴族と平民の身分差のある恋なんて、恋愛小説の王道だもん」

            「そうなんですの？」

            　この世にはまだまだわたくしの知らないことがありますわね。

            「そう言うカトリーヌは何を読んでいますの？」

            「これ？　これは……ジャンルはなんだろー……。小説には違いないんだけどー」

            「ちょっとお貸しなさいな。なになに？　双子エスケープ？」

            「あ、ちょっと、クレアちゃん」

            　カトリーヌが読んでいた小説は平民姉妹の日常を綴った物語でした。ドラマチックな起伏こそ少ないですが、ゆるい姉妹二人のやり取りが妙に味わいのある不思議な小説です。

            「返してよ、クレアちゃん。まだ読んでる途中なんだからー」

            「この姉妹、なんだか親近感がわきますわ」

            「気のせいだと思うから返してよー」

            「いえ、しばらくお借りしますわ」

            「まだ半分しか読んでないんだよー。横暴だよー」

            「野外課題、一緒に行ったことにしてレポート書いて上げますわよ」

            「それ二巻だよー。一巻はこれだからこっち持って行きなよー」

            　

            　

            　というわけでここにあるのがその第一巻なのです。

            「なるほど、お家デート……そういうのもあるんですのね」

            　確かにこれならうるさい外野に邪魔されませんし、レイも妙に気を使わなくて済みますわね。良いアイディアかもしれません。

            　と、そこでレイと店主の商談が終わったようでした。わたくしは本を畳んで立ち上がります。

            「用事は終わりまして？」

            「ええ、ひとまず。ハンスさん、これで失礼しますね」

            「ああ、また来ておくれ」

            「クレア様、帰りましょう」

            「ごきげんよう」

            　わたくしたちは外に出ました。レイがすかさず日傘を差してくれます。悪くないですわ。

            「門限までまだだいぶありますわね。わたくしお腹がすきましたわ」

            「寮に帰れば、私が何か作りますよ？」

            　それとなく外食していこうと誘ったのに、レイはそのことに全く気付く様子がありません。

            「……鈍感」

            「はい？」

            「何でもありませんわ。はいはい、帰りましょう。帰ればいいんですのよね！」

            　何となく面白くなくて、わたくしはレイを置いてつかつかと歩き始めました。

　　　　　　


        






        





            「クレア様、お肌が焼けてしまいます」

            「いいんですのよ、そんなこと！」

            「よくありません。クレア様の珠のお肌にシミでも出来たらどうするんですか」

            　慌てたように言いながら追いついてくるレイを振り返ると、わたくしはこう問いました。

            「……そうしたら、わたくしのことを嫌いになるんですの？」

            「ありえません」

            　即答でした。恐らくレイにとってはよく分からない唐突な問いだったに違いありませんのに、その答えに微塵も迷いはありませんでした。

            「そう……ふーん……」

            　思わず緩みそうになる口元を必死でこらえながら、わたくしは湧き上がる喜びを噛みしめました。

            　なのに、

            「クレア様、今日はなんか変じゃないですか？」

            　レイったら、そんなことを言うのです。

            「誰のせいだと思ってますの！」

            「えええ……」

            　わたくしが思わず言い返すと、レイは何か理不尽なことを言われたような顔をしました。全く、顔をしかめたいのはこっちですのに。

            「さっさと帰りますわよ！　帰ったらクレームブリュレを作りなさい！」

            「はぁ……」

            　ひとまず、それで許してあげますわ。

            「……でも、せっかくのお出かけでしたのに」

            「何か仰いました？」

            「レイのバカって言いましたのよ！」

            　

            　

            「それで、クレア様。なんで私の部屋で読書しているんですか？」

            「うるさいですわね。こういうのが最近の流行りなのですわ」

            「そうなの？　ミシャ？」

            「……私に聞かないでよ」

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「あら？」

            「おや？」

            　バカンスへの出立を数日後に控えたある日。わたくしが行きつけの菓子屋へ足を運ぶと、そこでレイとばったり出くわしました。わざわざ別行動をして来たのに、ここで会ってしまうなんて。

            「珍しいですね。クレア様がこんな平民が利用するようなお店に来るなんて」

            「ここでしか買えない菓子があるんですのよ。それに、それを言い出したらブルーメだって店自体は平民が経営する店ですわ」

            「なるほど。美味しければ問題ないわけですね」

            「そういうことですわ」

            「つまりクレア様は食いしん坊、と」

            「何でですのよ!?」

            　あながち間違いでもないのかもしれませんが、レイにそう言われると腹が立ちますわ。

            「それで？　あなたはここへ何をしにいらしたの？」

            「私は市場調査……じゃなかった、最近はどんなお菓子が流行なのかなあと思いまして」

            「つまり冷やかしですのね」

            「そうとも言います」

            　まあ、平民の懐事情ではそう頻繁に菓子などの嗜好品を買うわけにもいかないのでしょう。しれっと言うレイの肩にはレレアがいて、店の中を興味深そうにキョロキョロしています。

            「仕方ありませんわね。何か買ってあげますわ。好きなものを選びなさいな」

            「え、いいんですか？」

            「これくらいは貴族の甲斐性でしてよ」

            　わたくしはそう言うと、レイを連れて店に入りました。高級料理店であるブルーメに比べると流石に格が落ちますが、それでも平民向けの店としてはそれなりに小綺麗な店内です。不特定多数を相手にする店というよりは、知る人ぞ知る名店という趣もわたくし好みなのでした。

            「……なんか妙に精霊教徒が多くないですか？」

            「今頃気がつきましたの？　ここはシスターたちの憩いの場でもあるんですのよ」

            　この店は精霊教会の総本山であるバウアー大聖堂から比較的近い場所にあります。シスターたちは社会的身分こそ低くないものの、懐事情に関しては平民とあまり変わりがありません。

            　そんな彼女たちを気の毒に思った店主は精霊教徒割引なるサービスを始めたのです。精霊教徒の証しであるロザリオを見せると、何割か値引きして貰えるのだとか。併設されているカフェスペースでは、修道服を身に纏ったシスターたちがお茶とお菓子を楽しんでいます。

            「へー。そうだったんですか」

            「それで？　何を買うか決まったんですの？」

            「あ、ちょっと待って下さい。意外に品揃えがよくて。もうちょっと迷わせて下さい」

            「じゃあ、わたくしは先に会計を済ませておきますから、あなたは決まったら声を掛けてちょうだい」

            「はーい」

            　ショーケースから視線を動かさないレイに少しくすりとしながら、わたくしは自分の買い物を済ませてしまおうと思いました。レレアのおやつも一緒に買いましょう。

            「ごきげんよう」

            「これはこれはクレア様。毎度ご贔屓に」

            　柔和な笑顔でわたくしを迎えてくれたのはこの店の女将でした。菓子屋の主らしく恰かつ幅ぷくがよく、エプロンがよく似合う女性です。

            「今日もこれとこれをお願いしますわ」

            「リコリスの飴はいいんですか？」

            「それは今日はいいですわ」

            　カトリーヌの大好物であるリコリスのキャンディもここで買ったものです。この店は王道からは少し外れた、ちょっと変わった菓子を扱っているのです。カトリーヌも何回か誘っているのですが、彼女は何故か馬車に乗ることを頑なに拒むので、なかなか連れて来られないのでした。

            「いちご大福とハーブビスケットですね。七百ゴールドになります」

            「支払いはこれで。お釣りは結構で――」

            「はぁ!?」

            　ショーケースからぴくりとも動かなかったレイが、突然奇声を上げてこちらを見ました。肩のレレアが驚いて転げ落ちます。

            「ど、どうしましたのよ？」

            「今、ありえない単語を聞いた気がして」

            「ありえない単語？」

            「いちご大福とかなんとか」

            「それのどこがありえないんですのよ」

            　おかしな事を言うレイですわね。わたくしはレレアを拾い上げながら聞き返しました。

            「え、あるんですか、いちご大福」

            「あるに決まってるじゃありませんの。シスターの間でも人気商品ですのよ？」

            「えええ……この世界のお菓子事情おかしくない……？」

            　レイは何やら衝撃を受けたようで、いちご大福を見ながら何やらぶつぶつ言っています。

            「クレア様、いちご大福は実は割と最近王国に入ってきた菓子なんですよ」

            　レイとわたくしのやり取りを見ていた女将が説明してくれました。

            「あら、そうなんですの？」

            「ええ。元々は東方の島国生まれの菓子らしいです。辛子と同郷ですね」

            　そう言えば、東方の国にはレイと同じような黒目黒髪の人種が大勢いるとか。レイにもそちらの血が流れているのかしら。

            「わたくしが物心ついた頃にはありましたから、てっきりずっと昔からあるものだと思い込んでいましたわ」

            「ミリア様はクレア様のことを本当に大切になさっていましたから。面白いいちご菓子があると聞きつけて、すぐに買い付けにいらしたんですよ」

            「……そう……お母様が……」

            　思わぬところでお母様の話を聞いて、わたくしは胸がいっぱいになりました。

            「ところでクレア様、それは……」

            「え？」

            　女将が指を指しているのは――レレア。

            「ああ、この子は大丈夫ですのよ。レイの従魔ですの」

            「従魔……。飼い慣らした魔物とかいう……実在したんですね」

            　物珍しさと彼女の愛らしさからか、レレアはあっという間に女性たちに囲まれました。次々にお菓子のお裾分けを貰っています。

            　微笑ましい光景に思わず頬が緩みかけましたが、わたくしは誤魔化すように話を変えます。

            「ところで女将、最近、変わったことはなくて？」

            　本来であれば平民とこのような会話をするのは時間の無駄以外の何ものでもないのですが、ここの店主は古くからの馴染みです。こうやって一言二言世間話をすることもあるのでした。

            「そうですねぇ……特には。常連客の子が何人か来なくなって寂しいくらいですかねぇ」

            「その子たちは？」

            「何でも別の支部に移ったらしくて。挨拶もなしにいなくなる子たちじゃないんですけれどね」

            「……まあ、そういうこともあるでしょう」

            「そういうものでしょうかね。みんな本当に可愛い子たちばかりで……しかも今月に入ってもう三人目なんですよ」

            「それは少し寂しいですわね」

            　この時、わたくしは気がつかなかったのですが、これはある事件の前触れだったのです。それをわたくしが悟るのは、もう少し後のことになります。

            「クレア様、私もいちご大福にします」

            「はいはい。女将、これも一緒にお会計してちょうだい」

            「かしこまりました。お包み致しますね」

            「お願いしますわ」

            　待っている間、レイと一緒に店内を眺めます。カフェスペースで友人たちと語らうシスターたちは、普段の楚々とした様子ではなく、どこか羽を伸ばしているような明るさがあります。中にはわたくしたちくらいの年齢の子もいました。きっと、少ない手持ちを工面して作った貴重な時間なのでしょう。

            「お待たせしました、クレア様。こちらをどうぞ」

            「ありがとう。レレア、行きますわよ！」

            　すっかり修道女たちの心を掴んだレレアは、お菓子を沢山貰ってご満悦のようです。名残惜しそうに彼女たちの手を離れると、わたくしの手にぴょんと飛び乗りました。

            「女将、また来ますわ」

            「お待ちしております」

            　わたくしは店を後にしました。

            「まさかいちご大福で先を越されるなんて……」

            「やっぱりあなたの実家も東方のご出身ですの？」

            「え？　あ、いえ、その……そうであるとかないとかなのですが」

            「またよく分からない言い方をして」

            　まあ、レイがよく分からないのはいつものことですが。やれやれと思いつつ、わたくしはレレアをレイの肩に戻しました。

            「あなたはこの後どうしますの？」

            「特に用事はありませんので、このままクレア様の荷物持ちをしようかと」

            「結構。といっても、いちご大福は傷みやすいですから、寄り道はせずに帰るのが一番でしょうね」

            「残念です。クレア様とデート出来るかと思いましたのに」

            「で、ででで、デート!?」

            　その単語はわたくしの動揺を誘うのに十分な威力を持っていました。つい先日、失敗に終わったデートのリベンジの機会がいまここに……？

            「そ、そういうことでしたら、付き合ってあげてもよくって――」

            「でも、いちご大福のためですもんね。ほら、早く帰りましょう」

            「……」

            「クレア様？」

            「ほんっっっっと、そういうところですわよ、あなた!?」

            「えええ、何か理不尽に怒られた気がします!?」

            　結局、この日はそのまま寮に帰りました。デートのリベンジはまたの機会になりそうです。

            　ぐすん。

            


        



            幕間・ロレッタの家出（仮）（ピピ＝バルリエ）

            　

            　

            「ピピ、ピピ！」

            「何ですか、お父様、騒々しい」

            　バカンスが始まり、実家に戻って来た私が部屋でヴァイオリンのレッスンをしていると、お父様が私を呼ぶ声が聞こえてきた。手を止めて返事をすると、すぐに扉が開いた。

            　パトリス＝バルリエ男爵――それが私のお父様だ。お父様はクレア様のご実家であるフランソワ家の一派に属する財務官をしている。有能だが要領が悪く、頭はいいが度胸がない小心者――お父様にはそんなあまりいいとは言えない評判がつきまとう。だけど、

            『言いたいヤツには言わせておけばいいのさ』

            　そう言って笑い飛ばせるお父様のことを、私は心から尊敬している。

            「ピピ、ピピ、大変なんだよ！」

            「どうしたんですか、お父様。ひとまず落ち着いて下さい」

            「そうは言ってもだね!?」

            「はい、お水をどうぞ」

            　とは言え、お父様が小心者というのは間違いのない話で、こういう情けない姿はあまり見たくないのが娘心というものである。

            「ふう……。ありがとう、ピピ」

            「どういたしまして。それで、どうなさったんですか？」

            「そうだった。ロレッタちゃんが家出しちゃったんだよ」

            「……は？」

            　思わず間の抜けた声が出てしまった。ロレッタが……家出……？

            「詳しく聞かせて下さい」

            「うん。バカンスに入ってもロレッタちゃんがなかなか帰省してこないんで、クグレット伯爵が学院に問い合わせたらしいんだ」

            「それで？」

            「そうしたら寮の彼女の机に……」

            　――探さないで下さい。

            　そんな書き置きがあったとか。

            「……まあ」

            「まあ、じゃないよ、ピピ！　ロレッタちゃんの身にもしものことがあったらどうするんだい!?」

            「落ち着いて下さい、お父様」

            「これが落ち着いていられるかって言うんだ！」

            　お父様は大変な取り乱しようである。ロレッタのクグレット家と我がバルリエ家は家族ぐるみの付き合いがある。お父様にとってロレッタはもう一人の娘も同然なのだ。その娘が家出したとなれば、それは心中穏やかではいられないだろう。

            「ロレッタは貴族です。平民と違ってそれほど自由に動ける立場にありません。自ずと選択肢は限られてきます」

            「というと？」

            「身につけているものをお金に換えたとしても、せいぜいが数日の活動資金にしかならないでしょう。ましてや貴族は召し使いがいることを前提にした生活を送っています」

            「ふむふむ？」

            「そもそもロレッタはあまりこういうことに器用な方ではありません。恐らく彼女が次に現れるのは――」

            　その時、部屋をノックする音が聞こえた。

            「旦那様、お嬢様、失礼致します」

            「セバスチャン、今取り込み中なんだ。後にしてくれ」

            「いえ、それが――」

            「いいのよ、セバスチャン。彼女が来たのね？」

            「はい、左様にございます」

            　私が促すと、家令のセバスチャンは困ったように頷いた。

            「彼女？　……まさか」

            「言ったでしょう、選択肢は限られているって」

            　そう、訪ねて来たのはロレッタだったのだ。

            　

            　

            「クレア様のバカンスを尾行しようと思うの」

            　年の近い者同士の方が話を聞き出しやすいだろう、ということで、ひとまずロレッタは私の部屋に通されることになった。お父様は一刻も早くクグレット家へ連絡を入れたがっていたが、それは待って貰うことにした。どうしてロレッタが家出なんていうことをしようと思ったのか。それを聞き出してからでも、連絡は遅くないと思ったのだ。

            「クレア様に？　どうして？」

            「あのレイって子、絶対怪しいじゃない！」

            　ロレッタの険しい顔を見て、ああ、これはダメだ、と私は思った。

            「レイが怪しいのは今に始まったことじゃないでしょ。前から変人じゃないの、あの子は」

            「ええ、そうね。でも私が言いたいのはそういう事じゃないの。クレア様の反応、分かるでしょ？」

            「ああ……」

            　ロレッタの言わんとしていることは分かる。レイという平民がクレア様に言い寄るのは随分前から続いていたことだ。クレア様はそれを鬱陶しそうにしていた。でも、ここ最近のクレア様がレイに向ける視線には、別の色が混ざっている。

            　丁度、目の前の子がクレア様に向けるそれと同じような色が。

            「クレア様、絶対あの子に誑たぶらかされてる。変な間違いが起きないように、私が守って差し上げなきゃ」

            「……そ、そう」

            　悲愴な顔をして覚悟を決めているロレッタに対して、私はこっそり溜め息をついた。ロレッタがクレア様を慕っているのは、彼女と仲の良い娘なら誰もが知っていることだった。気がついていないのはクレア様だけ。恐らく、レイですら気がついているだろう。これだけあからさまなのに、クレア様も罪作りな人だ。

            「具体的にはどうするの？　お金は？」

            「とっておきのアクセサリーをいくつか換金したから、お金については心配ない。でも、土地勘がないからユークレッドに着いてからのことは……」

            「当たって砕けろなわけね」

            「そんな言い方しないでよ」

            　ロレッタが泣きそうな顔をした。そんな顔しないの。

            「でも、それだけじゃないでしょ、ロレッタ？」

            「え？」

            「実家に帰りたくないっていうのも、本音の一部なんじゃない？」

            「……ピピに隠し事は出来ないか」

            「お互い付き合いも長いからね」

            　苦笑するロレッタに、私も苦笑して見せた。

            「うん、認める。正直、今は実家に帰りたくない。今の私はクレア様のことと音楽のことで手一杯だから」

            「実家に帰ったら、それどころじゃなくなるもんね」

            　ロレッタはバウアー初の女性軍人になるという期待が掛けられている。実家に帰れば、バカンスの間も訓練の毎日になるだろう。

            「ワガママだってことは分かってる。でも、クレア様のことも音楽のことも、私にとっては凄く大切なことなんだよ」

            「分かってる。ワガママだなんて思わないよ、私は。ロレッタはよくやってるよ」

            「……ありがとう」

            　ロレッタがはにかむように笑った。

            「しょうが無いから、クグレットのおじ様には私が話をつけておいてあげる」

            「――！　ありがとう、ピピ！」

            「その代わり！」

            「？」

            「その代わり、私も一緒に連れて行くこと」

            「ピピも来てくれるの？」

            　ロレッタが母親を見つけた迷子のような顔をした。私は彼女のこの顔に弱い。

            「ロレッタ一人じゃ危なっかしくて。私も私で調べたいことがあるし」

            「ありがとう。正直、一人じゃ不安だったんだ」

            「いいよ、友だちでしょ」

            　そう言いながら、何故か胸が少し痛んだ。どうして……？

            「そうと決まったら、クグレット伯爵に連絡だね！」

            「うわぁ!?」

            　扉を開けて飛び込んで来たのはお父様だった。全く、心配性なんだから。

            「お父様、立ち聞きは趣味が悪いですよ？」

            「そこはそれ、これはこれ！　ピピが着いていくなら心配はないと思うけど、伯爵にはちゃんと連絡しておきなさい。心配していたよ」

            「……ごめんなさい」

            「伯爵には私がちゃんと説明しておきますから、お父様も部屋にお戻り下さいな」

            「分かった。でも、ユークレッドに行くなら、きちんと準備をして行くんだよ？」

            「もちろんです」

            「よろしい」

            　満足げに頷くと、今度こそお父様も部屋から出て行った。

            「パトリス様、相変わらずだね」

            「困ったお父様ですわ」

            「でも私、パトリス様、好きだな。うちの頑固親父とは大違いだよ」

            「そんな風に言うものじゃないって。クグレットのおじ様だっていい人だよ」

            「……ごめん」

            　ロレッタはばつが悪そうに黒髪をかいた。

            　その後、私はクグレット伯爵に連絡を入れ、ロレッタを一時バルリエ家で面倒を見ること、私は着いているから安心して欲しいことなどを伝えた。クグレット伯爵は一人娘の家出が相当堪えたと見えて、万事よろしくお願いしますとの返事だった。

            「じゃあ、ピピ」

            「ええ、ロレッタ」

            　――行きましょう、ユークレッドへ。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　あっという間に出立の時は来ました。フランソワ家の別荘までの旅路。お父様、わたくし、ミシャ、レイの四人は三頭仕立ての馬車に揺られています。渋るお父様を説得し、どうせ行き先は同じなのだからとレイとミシャを同乗させました。席順は御者側にレイとわたくし、後ろ側にお父様とミシャという配置です。親心と貴族としてのけじめから、わたくしを隣に座らせようとするお父様とわたくしとで一悶着ありましたが、最終的にはわたくしが我を通させて貰いました。

            「そこで私はこう言ってやったのだよ。貴殿の言うことは絵空事だ。貴族なしに王国の政治は立ちゆかない、とね」

            　気持ちよさそうに喋っているのはお父様でした。政治家らしい雄弁な語り口は聞き応えがありますが、いい加減同じ話を繰り返すのはやめて頂きたいですわ。

            「お父様。その話はもううかがいましたわ。何度目だと思っていらっしゃいますの」

            「うん？　そうだったかい？　じゃあ、別の話をしよう。これはクレアが生まれたばかりの頃の話なんだが――」

            　お父様はそう言うと別の話をし始めましたが、これもまたつい数分前に聞いた話です。レイとミシャもそれには気がついているようで苦笑していますが、彼女たちにお父様を止めることは出来ません。

            　身分が違いすぎます。

            　娘であるわたくしであれば止めることも出来るのですが、わたくしとて貴族の令嬢です。慎み深い淑女として、父親の話をそう何度も遮ったり出来るものではありません。

            　お父様が話すのは、ほとんどが過去にお父様が上げてきた功績の話でした。お父様は財務大臣、つまりは国の金庫番です。他の省庁の地位が低いという訳では決してありませんが、それでもお金の流れを抑えている役職というのは大きな影響力を持ちます。数いる他の政治家や官僚たちが作る法案や政策も、お父様の協力なしには成立しません。結果として、お父様はあらゆる法案や政策の成立に関わることになり、それを自分の功績と見なしている節がありました。実際、そうなのですから、そこについては特別異論もありません。

            　ですが――。

            「クレア。まだ若い……そして女であるお前には分からないだろうが、政治というものは理想では動かないものなのだよ」

            「はあ……」

            　お父様の話の矛先がわたくしに向きました。女には分からないと言われたことに、少し苛立ちを覚えます。確かに政治の場の主役は男性貴族たちでしょうけれど、女性には女性の問題意識があるものです。仮に女性に参政権が認められていたら、きっと有能な女性政治家だっていることでしょう。

            　とは言え、そんなことを口にすることが出来るはずもなく。わたくしは助けを求めてレイの方を見ました。

            「ドル様。小さい頃のクレア様はどんなでいらしたんですか？」

            「それはもう、天使だったとも！　この世にクレアほど愛らしい存在などなかったさ！」

            　すると、レイはお父様が食いつきそうな話題を自ら振って、会話の行き先を上手く逸らしてくれました。財務大臣であり海千山千の政治家でもあるお父様ですら手玉に取るなんて、わたくしのレイはなんて有能なんですの。

            　わたくしが少し感動していると、ミシャがレイに言いました。

            「あなた、よくドル様相手に直接会話出来るわね……」

            「なんで？　未来のお義父さんだよ？」

            「あなた、よくドル様相手にそんな冗談が言えるわね……」

            　レイの大胆な発言にあきれ顔のミシャは、どうやら疲労の色が濃いようでした。私と違って元々は貴族だったミシャにとって、お父様という存在はやはりプレッシャーなのでしょう。自らが平民となった今、隣に座っていること自体が恐れ多く、まして言葉を交わすなどもっての外、というのが彼女の本音ではないでしょうか。

            「まあ、この私が平民に会話を許すのも、クレアが許せばこそだ。そうでなければ、そもそも馬車を同席するなどありえんよ」

            「閣下とクレア様の寛大なお心に感謝いたします」

            「うむ」

            　レイがへり下った言い方をすると、お父様は満足そうに頷いた。それは平民の姿としてこの上なく正しいですが、わたくしは何故か少し面白くありませんでした。

            「しかし、クレア。この平民とずいぶん打ち解けたようではないか。最初はあんなに嫌がっていたのにどういう風の吹き回しだね？」

            「……別に今でも打ち解けたつもりはありませんわ」

            　これは本当です。もう少し距離感を近づけたいと思ってはいますが、それに成功しているとは思っていません。恋の天秤の一件からこちら、わたくしたちの間に目立った進展は何もないのです。

            「そうかね？　クレア、お前は貴族にしては心根が優しすぎる。憐れみをかける相手はよくよく選ぶことだ」

            　お父様は困った娘を諭すような声色で言いました。恐らくお父様は親心から言っているのでしょう。そう思うからこそ、多少煩わしくてもわたくしは異論を唱えずに頷きました。

            「さもないと、また同じ過ちを繰り返すことになるからね……あの、裏切り者のオルソーのように」

            　お父様が、その名前を口にするまでは。

            「お父様！」

            「長年、取り立ててやったのに、とんでもない売女だったな、あれは。帝国と通じ王国に弓を引くなど、死罪でも生ぬるい」

            　まったく陛下は甘い、と毒づくお父様の顔に迷いやためらいは一切ありません。本気で――心の底からそう思っているように聞こえました。わたくしは喉まで出かかったあらゆる言葉を全て飲み込むのに必死でした。

            　理性では分かっているのです。本来であればお父様の言うことが正しく、レーネが犯した罪は死罪でも生ぬるい大罪でしょう。いかなる事情があれ、レーネたちは許されないことをしました。

            　でも、わたくしにとってレーネという存在は、そんな綺麗事などどうでもよくなるほど、掛け替えのない大切な存在なのです。だから、わたくしは耐えました。お父様がいかに二人を悪し様に言おうと、沈黙を守り続けるつもりでした。

            　ですが――。

            「しかもあの女、実の兄と関係を持っていたとか。そんな者がクレアの側にいたというだけで、クレアを汚されるよう――」

            「いいかげんになさって！」

            　レーネを蔑む言葉の数々に、とうとうわたくしは声を荒らげるお父様の言葉を遮りました。お父様は驚いたような顔をしてこちらを見ています。わたくしの隣では、レイが頭を抱えていました。

            「クレア……。お前が優しいのは分かるが、あんな者の弁護をするのは――」

            「お黙りになって、お父様。それ以上、レーネのことを貶めたら、いかにお父様といえども許しませんわよ？」

            　なおもレーネを攻撃しようとするお父様に、わたくしは怒りを抑えられずそう詰め寄りました。お父様が気圧されたように一瞬口をつぐみます。

            　わたくしは続けました。

            「確かにレーネがしたことは許されることではありません。それについてはお父様の言う通りですわ。でも、彼女には彼女なりの苦悩と痛みがありましたのよ……」

            　実の兄を愛してしまったことで、レーネが抱えた苦しみは彼女にしか分かりません。わたくしだって想像しか出来ないのです。他人がそれをとやかく言うのはあまりにも身勝手ではありませんか。

            「レーネは罰を受けています。もうそれ以上はよして下さい。わたくしは、今でも彼女のことを大切に思っていますの」

            　レーネはわたくしを裏切りました。彼女はわたくしよりもランバートを選んだのです。

            　それでも。

            　それでも、わたくしにとってレーネは未だに大切な従者――いいえ、姉のような存在なのです。

            　しかし――。

            「クレア、それは貴族の考え方ではない。改めなさい」

            　お父様は冷たい声でそう言いました。

            「貴族とは人を支配するものだ。思いやりとは、人を支配するための方便であって、感傷に浸るためにあるものではない」

            「わたくしは感傷に浸ってなど――！」

            「なら、裏切った使用人を思いやって得られるものは何だ？　今お前が口にしたことを、他の貴族が聞いたらどうなる？」

            「そ、それは――！」

            　わたくしは言葉に詰まりました。これでは話になりません。わたくしは感情にまかせて発言しましたが、お父様の言うことの根底には貴族の論理が働いています。その二つは多くの場合、相容れません。そして、わたくしが従うべきはどちらなのかは明らかです。

            「クレア。お前が私を失望させないことを祈っている」

            「……」

            「返事はどうした」

            「……」

            「クレア」

            「……はい」

            　わたくしはかろうじてお父様に返事をしました。悔しさに身を引き裂かれるようでしたが、何も言い返すことは出来ません。だって、わたくしは貴族なのですから。これまでわたくしがわたくしとして生きてこられたのは、わたくしが貴族だったからです。なのに、自分が望むときだけ都合良くそれを放り出すというのは、あまりにも無責任と言う他ありません。

            　正しいのは、お父様です。わたくしは間違っているのでしょう。わたくしは力なく俯きました。

            　その時――。

            「……！」

            　わたくしはちらりとレイに視線を向けました。レイがお父様からは見えない位置で、わたくしの手を握って来たのです。その手の柔らかさと温もりに、思わず涙がこぼれそうになりました。レイが軽く握りこんできたその手を、わたくしは強く握り返しました。

            　言葉にすることは出来ません。でも、今のわたくしたちには、言葉がなくても伝わるものが確かにあるのです。

            


        



            幕間・レイ＝テイラー身辺調査（ピピ＝バルリエ）

            　

            　

            「ここがユークレッドね。小さな町だけど、いいところね」

            　ユークレッドに到着した私たちは、馬車の旅で縮こまった身体を伸ばしながら辺りを見渡した。

            「そりゃあね。フランソワ家が別荘を置くくらいだもの。過ごしやすくていい町よ。お魚も美味しいし」

            「ロレッタは何度か来たことがあるんだっけ？」

            「うん。クレア様と一緒にバカンスをご一緒したよ」

            「……そうなんだ」

            　理由の分からない胸の痛みを無視しつつ、私はロレッタに笑いかけた。

            「で、到着したはいいけれど、これからどうするの？」

            「え、それを私に聞く？」

            「……ロレッタ、あなた何にも考えてなかったでしょ」

            「だって、ピピが一緒に来てくれるって言うから、もう後は任せておけばいいかなって……」

            　言いながら小さくなるロレッタが可愛くて、私は思わず笑ってしまった。頼りにされるのは嫌いじゃない。むしろ好きだしやる気が出る。

            「確認だけど、この旅はあのレイ＝テイラーのことを調べるためなんだよね？」

            「そうだよ。あの娘の魔手から、クレア様をお守りするの」

            「なら、聞き込み調査してみようか」

            「聞き込み調査？」

            　ここユークレッドはフランソワ家の別荘地であると同時に、レイの地元でもあるという。それなら、町の人に聞き込みをすれば、彼女の人となりがもう少し明らかになるかも知れない。

            「なるほど……面白いかも」

            「面白がってどうするの。真面目にやるのよ」

            「ああ、ごめん。面白いっていうのは言葉のあやだよ。調査自体は真面目にやるから」

            「そう？　ならいいんだけど。じゃあ、まずは宿を取って着替えましょう」

            「え？　着替えが先？」

            　ロレッタはすぐにでも聞き込みをしたそうだった。

            「私たちの格好、旅の貴族そのものよ？　こんな格好で聞き込みして、ちゃんとした答えが返ってくると思う？」

            「あ、そっか」

            　ロレッタも合点がいったようだ。

            「じゃあ、着いてきて。貴族専用とは行かないけど、そこそこの宿を手配してあるから」

            「さっすがピピ。頼りになるぅ」

            　

            　

            　宿で平民の格好に着替えた私たちは、早速町に出て聞き込みを開始した。

            「レイちゃん？　ああ、テイラーさんちの娘さんだね。よーく知ってるよ」

            　最初につかまえた中年の男性は快く質問に答えてくれた。

            「どんな子ですか？」

            「そうだねぇ。つかみ所のない不思議な子だね」

            「つかみ所がない？」

            「ああ。いつも心ここにあらずというか、ぼーっとしていることが多くてね。ご両親も最初はそりゃあ心配してたもんさ」

            「心ここにあらず？」

            「ぼーっとしている？」

            　私たちが知っているレイとは随分印象が違う。人によってはそういう印象を抱くこともあるだろうと思い、男性にお礼を言うと次の人に聞き込みをすることにした。次は野菜を売る店の女性だった。

            「レイちゃん？　ああ、よくうちに買い物に来てたねぇ。凄く賢い子だよ」

            「凄く？」

            「賢い？」

            　また私たちの知るレイとは印象の異なる話だ。

            「勉強自体はそうでもないんだけど、利発っていうのかな。とにかく頭の回転が速い子でね。神童なんて呼ばれてたこともあったね。うちの馬鹿息子とは大違いだ」

            「神童って呼ばれてたんですか？」

            「そうさね。雰囲気も浮き世離れした子だったねぇ。学校では先生にそろばん代わりにされてたよ」

            「……そろばん代わり」

            　その後も何人かに聞き込みをしたが、どれもこれも私やロレッタの知るレイ＝テイラーとは一致しない情報ばかりが耳に入ってくる。

            「ピピ……」

            「ええ」

            「やっぱりあの娘、ただ者じゃないわ」

            「そうね。故郷の人間すら欺いていたってことね」

            　レイがなぜ自分を偽っていたのかは分からない。でも、そこには何らかの理由があるはずだ。浮き世離れした物静かな神童から、クレア様一筋の変態へと変貌した、何らかの理由が。

            「!?　ピピ、隠れて！」

            「えっ!?　ちょ、ちょっとロレッタ！」

            　急に物陰に引っ張り込まれて、私は転びそうになった。ロレッタの胸に飛び込む形になり、私は心臓が動悸するのを感じた。

            　あれ？　あれれ？

            「見て、クレア様たちだよ」

            「……」

            「ピピ？」

            「え？　ああ、うん。そうだね」

            　原因の分からない胸の鼓動に戸惑ったが、私は無理矢理意識を外に持っていった。見れば、レイがクレア様を連れて一軒の家に入っていくところだった。

            「あいつ！　クレア様を引っ張り込んで何するつもりだ！」

            「落ち着いてロレッタ！　まずあそこが何の店なのか確かめましょう？」

            「あ、ああ。……いかがわしい店だったら、ただじゃおかないぞ」

            　今にも殴り込んでいきそうなロレッタを宥めつつ、外から店を観察した。

            「平民の洋服屋さんみたいね」

            「……ってことは、あの娘の実家ってこと？」

            「そうみたい」

            　テイラーというのは洋服屋に多い名字だ。

            「踏み込んでみる？」

            「今入ったらクレア様たちと鉢合わせになるわよ？　何て説明するつもり？」

            「う……それは……」

            「もうちょっと様子を見ましょう」

            　ロレッタと私はしばらく外からテイラー家の様子を観察していた。しかし、いつまで経っても二人が出てくる様子がない。

            「何かおかしくない？」

            「そうね……」

            「もしかして、二人してここに泊まるつもりなんじゃ……」

            「まさか。クレア様がこんな小汚いところを宿にするわけないでしょう」

            「それもそうか……」

            　平民にしては上等な造りをしているようにも見えるが、最上級の貴族であるクレア様にはあまりにも不釣り合いだ。

            「もう待ちきれない。入るよ」

            「あ、ちょっと、ロレッタ！」

            　私の制止を振り切って、ロレッタはテイラー邸に入ってしまった。

            「いらっしゃいませ。……あらあらまあまあ、可愛らしいお嬢様たちですこと」

            　私たちを出迎えたのは、エプロン姿の若い女性だった。ボリュームのあるロングヘアで同じ黒髪ではあるものの、レイにはあまり似ていない。でも、ここがレイの自宅であることを考えれば、年齢からして恐らく彼女の姉だろう。両親のどちらかがレイとは違うのかも知れない。

            「服をお探しですか？」

            「あ、いえ、ちょっと人を探していて……」

            「あら、そうでしたか。どんな方なの？」

            「えーと……」

            　そのまま口ごもってしまうロレッタ。さてはまた何も考えずに突進したな。

            「失礼しました。実は妹さんのことをおうかがしたくて」

            「妹……？　ああ、もしかして、レイのことかしら？」

            「はい、そうです」

            「もしかして、レイのお友だち？　初めまして、レイの母です」

            「「えええー!?」」

            　驚いた。レイくらいの娘がいるなら三十代半ばは過ぎているはずだが、目の前の女性はどう見積もっても十代にしか見えない。

            「お、お若いですね……」

            「ふふ、よく言われます。あ、レイを呼んできますね」

            「あ、いえ！　会いに来たわけじゃないんです。実は、私たちは王立学院の職員でして」

            「ピピ？」

            　怪訝な顔をするロレッタの手の甲をつねって黙らせてから、私は続けた。

            「ちょっとお嬢さんのことでうかがいたいことがあるんです。少し、お話をよろしいでしょうか？」

            「あらあらまあまあ、そうでしたの。かしこまりました。どうぞこちらへ」

            　そう言うと、レイの母メル＝テイラーは店の奥に案内してくれた。応接用……というにはいささかボロな椅子と机に腰掛ける。

            「それで、私は何をお話しすればいいのかしら？」

            「お嬢さんは子どもの頃、どんな子どもでしたか？」

            「うーん、そうねぇ……」

            　メルさんは少し記憶を辿るような素振りを見せてから、やがて口を開いた。

            「とても賢い子だったわ。教えてもいないのに字が読めたり、計算が出来たり。学校の勉強にはあまり興味はなかったようだけれど……」

            「へぇ……」

            「手紙の代筆なんかをよく頼まれてたわ。どこかの家が本を買ったって聞くと、訪ねて行って読ませて貰ってたりもしたわね」

            「読書がお好きだったんですね。料理もその時に？」

            　レイといえば、貴族をも虜にする料理のことは欠かせない。

            「料理は普通に覚えたんじゃないかしら。平民はみんな料理が出来るから」

            「そ、そうですか」

            　でも、レイが作る料理は平民が食べるそれとは一線を画する水準だと思う。

            「なかなかつかみ所のない子だけど、良い子よ。町の皆のために、王都で買った高価な薬を送ってくれるの」

            「そ、そうなんですか」

            「あのレイが……」

            　ロレッタと私が顔を見合わせて考え込んでいると、メルさんは小さく笑ってこう続けた。

            「……レイはね。心の半分が別の世界で生きているような子だったの」

            「別世界？」

            「ええ。この世界に飽きたらふらりとどこかに行ってしまいそうで、いつも主人と一緒に不安だったわ」

            　母親の印象ですら、私たちが知るそれとは異なる。レイという子は一体何者なのだろう。

            「でも、あの子は心を全部こっちに置いてくれたのね。この世界で生きていきたいって思わせてくれる相手に巡り会えたみたい」

            　そう言って破顔するメルさんは、娘の身を案じる母親以外の何ものでもなかった。メルさんはきっと、レイがクレア様に出会ったことを指しているのだろう。

            「あなたたちのような友達もいてくれて、私はとても嬉しいわ」

            「……バレてたんですか？」

            「そりゃあね。王立学院の職員さんにしては、ちょっと若すぎるもの。それに、ついさっき似たような立ち居振る舞いの人を見たばかりだったから」

            　恐らく、これもクレア様のことだろう。

            「それで、レイは学園ではどうなのかしら？　大人しい子だからいじめられていないか心配で……」

            「あ……えーっと、その、色々な意味で有名人ですけど、パワフルに頑張ってますよ」

            　まさか私たちがいじめていた張本人だとは言えない。それにしても……大人しい？　レイが？

            「色々と手のかかる子だと思うけれど、仲良くしてくれたら嬉しいわ。あの子のこと、よろしくお願いします」

            　そう言うと、メルさんは深々と頭を下げた。

            「……もう行こう、ピピ」

            「……うん。お世話になりました、メルさん」

            「大したお構いも出来ませんで」

            　メルさんに見送られて、ロレッタと私はテイラー家を後にした。

            「宿に戻ろうか」

            「うん。……あれ？　ロレッタ、スカーフは？」

            「ピピこそ」

            「どこかで落としたのかな？」

            「……まあ、いいじゃない。戻ろう」

            「うん」

            　

            　

            　夜の宿。ロレッタと私は今日の成果を話し合った。

            「結局、あの子のことはよく分からなかったね」

            「そうね」

            　故郷の町の者はおろか、自分の母親まで騙しているとなると、いよいよこれはただ事ではない。

            「でも、なんだろ……メルさんや町の人たちの話を聞くと、悪意のある子とは思えなかった」

            「……うん」

            　故郷の町に薬を買って送るような子が、クレア様に害意を持って近づくだろうか。町の人たちも彼女のことを不思議だとかつかみ所がないとは言ったが、悪い噂は一つもなかった。

            「でも魔物を連れ歩いてるのはやっぱりおかしいよ」

            「あ、レレアって魔物だったね。そう言えば」

            　ロレッタに言われて思いだしたが、確かに彼女は元魔物だ。

            「確かに可愛いマスコットになってるね」

            「この前、クッキー持ってたら肩に飛び乗ってきた」

            　良いなあ。ロレッタって昔から動物とかに好かれやすいんだよね。

            「一枚あげたらぴょんぴょん飛び跳ねて喜んでた」

            「私もクッキー持ち歩こうかな……。じゃなくて」

            　まあ、レレアに害がないことはクレア様も保証して下さっている。彼女は大丈夫だろう。

            「ピピ、私分からなくなっちゃった。レイのこと悪者扱い出来なくなったら……良い子だって分かっちゃったら、私、あの子のこと憎めなくなっちゃう」

            「ロレッタ……」

            　ロレッタとしては、恋敵であるレイには悪者でいてくれる方が都合がいいのだろう。でも、今度のことでそれが難しくなってしまった。自分の鬱屈した気持ちの持って行き場がなくなって、きっと苦しいのだろう。

            「憎む必要なんてないじゃない。正々堂々、恋敵として勝負すればいいんだよ」

            「でも……私、あの子に勝てそうなことが何にもないよ……」

            　眠たくなって来たのだろう。ロレッタは少しぽやぽやした声になってきた。ついでに弱気になっている。

            「何言ってるの。ロレッタは良い子だよ。どこに出しても恥ずかしくない、私の自慢の――ロレッタ？」

            「すぅ……すぅ……」

            「……寝ちゃったか」

            　私は一旦起き上がると、ロレッタの布団を直してからまた布団に入った。

            「考えてみたら、二人だけでお泊まりなんて初めてのことだなあ」

            　使用人もおらず、こんな小さなベッドで二人きり。横を向けばロレッタの寝顔が見える。ちょっと脳筋で猪突猛進な所もあるけれど、寝顔はあどけない感じで可愛い。本人が気にしてるそばかすも、私はチャームポイントだと思う。

            　そう思った瞬間、また心臓が大きく跳ね始めた。

            「……あれ？　あれ……？」

            　どうして？　どうしてこんなに胸がドキドキするの？　ただ一緒のベッドにいるだけなのに。

            「……え？　ひょっとして……ひょっとして、そういうこと……？」

            　私ってば、ひょっとしてロレッタのこと……？

            「いやいやいや！　それはないでしょ、いくらなんでも！」

            　ロレッタは親友、それ以上でもそれ以下でもない。でも、そんな言い訳をわざわざしなければならないこと自体、彼女が私にとって特別であることの証左だ。

            「えええ……どうしよう……」

            　唐突に突きつけられた難問に、私はその夜一晩中悩まされ続けることになるのだった。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了

            


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「それじゃあ、クレア様のご来訪を祝して……乾杯！」

            「乾杯！」

            「……乾杯」

            「ありがとうございますわ」

            　メルさんの音頭で果実水の入ったコップで乾杯し、夕飯が始まりました。彼女が腕によりを掛けたという料理の数々がテーブルに並んでいます。焼きたてのパン、鶏肉の香草焼き、肉団子と野菜のスープ、川の水で冷やした果物がいくつか。わたくしの基準だと少々物足りない献立ですが、恐らく平民にとってはご馳走なのでしょう。

            「クレア様、どんどん食べて下さいね」

            「え、ええ……」

            　喜色満面のメルさんにそう進められましたが、料理に手を伸ばすのには少し勇気がいりました。

            「……これ、無理強いするんじゃない。クレア様、お口に合わないものは、無理して召し上がらなくても結構ですから」

            　レイの父――バンさんがわたくしの内心を見透かしたように取りなしてくれました。バンさんは大柄な男性で、あまり笑わず愛想は良くないタイプのようですが、実直で誠実そうな印象です。内心の心配に気付かれたかと思い、わたくしは慌てました。

            「いえ、頂きますわ」

            　お肉ならばそれほどハズレはないだろうと思い、わたくしは香草焼きにフォークを伸ばしました。大皿にどんと置かれたそれを切り分けて自分の取り皿に載せます。一見、香ばしく焼き上げられているように見えました。フォークで一口食べてみます。

            （……う……）

            　不味いと言うほど不味くはありません。ですが、決して美味しいとは言えませんでした。香草の強い香りの下には肉の生臭さが残ってしまっています。恐らく、締めてから時間の経った肉なのでしょう。普段食べている鶏肉はその日の朝に締めた新鮮なものばかりなので、この違いはかなり堪えました。塩加減もかなり薄いです。砂糖が高価なことは当たり前ですが、平民にとっては塩も貴重なものなのかもしれません。

            　ですが、まさかそうと言うわけにはいきません。

            「……美味しいですわ」

            　わたくしはそう言って笑って見せました。メルさんが嬉しそうに笑い返してきます。

            「こっちのスープもぜひ召し上がって下さいね。今日は贅沢にコンソメにしましたから」

            「ありがとうございます」

            　次に進められた肉団子のスープも、申し訳ないとは思いながら、わたくしの口には合いませんでした。コンソメスープだと言われましたが、恐らく使っている材料があまりよくないのでしょう。スープを澄み渡らせる作業も丁寧さが足りません。ブルーメでこれをコンソメスープだと名乗ったりしたら、その料理人はその日の内にクビに違いありません。

            　ですが、わたくしは笑顔で美味しいと感想を送りつつ、全ての料理を口にしました。正直、苦行でした。料理一つでこんなに差があるなんて。

            　私が困っているのを察したのか、レレアがわたくしの手にすり寄ってきておねだりをしてくれました。

            「あら、レレア。欲しいんですの？」

            「あらあらあら。レレアちゃん、私のはいかが？」

            　メルさんの差し出した肉切れにはぷいっと顔をそむけるレレア。

            「あー。レレアはクレア様の食べているものを欲しがるんだよ、母さん。クレア様、申し訳ありませんが」

            「よくってよ。この子もわたくしの大切な友人ですから」

            　などと言いつつ、わたくしは食べられないものはレレアに食べてもらいました。ナイスですわレレア！

            「あらあらあらあら……？　あまりフォークが進んでいらっしゃらないですね？」

            　口では美味しいと言いつつも、わたくしはあまり量を食べることが出来ませんでした。やはり、口に合わない料理を食べるのは辛かったのです。でも、メルさんをがっかりさせたくはありませんでした。きっと、心を込めて作ってくれたのに違いないのですから。

            「やっぱり、お口に合わなかったかしら……？」

            「違うよ、お母さん。クレア様は元々食が細いの。クレア様、そろそろ果物はいかがですか？　取れたてで美味しいですよ」

            　レイが果物を勧めてくれました。確かに果物ならば、普段わたくしが口にしているものと、それほど大きく味は違わないかもしれません。

            「そうさせて頂きますわ。ありがとう、レイ」

            　わたくしは救われた気持ちでオレンジに手を伸ばし、一切れ食べてみました。少し甘味は控えめでしたが、これなら十分に食べられます。わたくしは果物で空腹を満たし、どうにか夕食を乗り切りました。

            　食後のお茶（これも出がらしのような薄さでした）を飲みながら、メルさんとバンさんに学院のことを話しました。レイは本当に些細なことですらよく覚えていて、それを二人に面白おかしく言って聞かせました。

            「それで、その時クレア様の怯えた顔と言ったら――！」

            「お、怯えていませんわよ！」

            「あらあらあらあら。クレア様はお化けが苦手なのですね」

            　学院祭の時にお化け屋敷に入った時のことをレイが話すと、メルさんはわたくしに生暖かい視線を向けてきました。バンさんは黙って話に耳を傾けています。

            「でも、そうすると、海には近づかない方がいいかもしれませんね」

            「？　どうしてですの？」

            　海が近いと聞いていたので泳ぐ機会もあるかもしれない、と新作の水着を用意していたのですが。

            「……最近、海岸沿いでアンデッドが目撃されているらしい」

            「お陰で漁師さんたちが困っているの」

            　バンさんとメルさんの話によるとこういうことです。一週間ほど前から、海岸沿いにアンデッドが出没するようになったそうなのです。数こそ多くないものの、それでも魔物は戦闘力のない一般人にとっては十分過ぎる脅威です。今のところ町の自警団が数にものを言わせて駆除しているそうですが、それでもだんだんと対処しきれなくなっているとか。

            「それなら、わたくしたちが退治して差し上げますわ」

            　話を聞いたわたくしは貴族としての義務感から、二人にそう宣言しました。

            「まあまあまあまあ。でも、危険ですし、クレア様はお化けが苦手なんじゃありませんか？」

            「アンデッドは魔物ですわ。お化けではありませんもの」

            　お化けは正体不明の怪異、アンデッドは魔物。この二つは明確に違います。

            「わたくしが来たからには、泥船に乗った気でいるといいですわ！」

            「あらあらあらあら。聞きました、あなた？　とても助かりますね」

            　食事では良いところのなかったわたくしなので、ここらでレイのご両親にカッコイイ所を見せなくては。いえ、別に深い意味はありませんけれどね。

            「さっそく明日、海岸に出てみますわ。いいですわよね、レイ？」

            「私は構いませんよ。水着も着ていきましょう。ついでにクレア様の泳ぎの練習も――」

            「しーっ！　しーっ！」

            　言いかけたレイの言葉を、わたくしは慌てて遮りました。

            「あらあらあらあら？　クレア様、泳ぐのが苦手なんですか？」

            「そ、そんなことありませんわよ？　泳げますけれど、もっと上手になりたい、というだけですの」

            「それは素晴らしいですね。レイはこの町で育ちましたからお役に立てると思います。レイ、しっかり教えて差し上げるのよ？」

            「うん」

            　慌てて誤魔化したわたくしの言葉を、メルさんは全く疑っていません。本当にこの方、このレイの母親ですの？　純朴すぎると思うのですけれど。

            「……もうこんな時間か。クレア様。もうお休みになって下さい」

            「あらあらあらあら。楽しい時間はあっという間ね」

            　柱時計を見たバンさんが宴の終わりを促してきました。

            「そうですわね。お風呂に入って休むことにしますわ」

            「……む」

            「ごめんなさいね、クレア様。うちにはお風呂はないのですよ」

            　わたくしは唖然としました。まさか、お風呂に入れないなんて！　この家に来て何度も痛感しましたが、貴族と平民の生活というのは何から何まで違いすぎますわ。

            「あ……。そ、そうですのね。分かりましたわ」

            「石けんを持ってきていますから、部屋に戻ったらお拭きします」

            「そう……。お願いね、レイ」

            　何やら微妙な空気のまま、夕飯はお開きとなってしまいました。

            　

            　

            「……。わたくし、とても恵まれていますのね」

            　レイに身体を拭いて貰いながら、わたくしは泣き言のようにそうこぼしました。

            「やはり、料理は口に合いませんでしたか」

            「……レイのお母様には申し訳なかったですけれど……。こんなに違うとは思っていませんでしたわ」

            　平民にとってはあれが普通――いえ、ご馳走ですらあるのです。貴族にとっては食べるのが辛いほどのそれが。

            「食べ物だけじゃありませんわ。お風呂にも入れないなんて……」

            　今は夏なので避暑地であるこのユークレッドにいても、それなりに汗はかきます。それをお風呂で落とせないというのは、かなりの心労でした。

            「まあ、貴族と平民は違いますよ」

            　レイの苦笑したような声が耳に痛いです。

            「……そうですわね。それはわたくしも知っていました。でも、理解は出来ていなかったですわ」

            　こうして実際に平民の生活に触れたことで、ただの知識が初めて理解に変わりました。

            「平民運動、というものが以前ありましたわね？」

            「はい」

            「あの時わたくしは、彼らの主張を馬鹿なこととしか思えませんでしたわ。でも――」

            「でも？」

            「こんなにも生活水準に違いがあるのなら、貴族を悪く思う者がいても不思議はありませんわね」

            　王立学院に通う者は貴族と接してその違いを強く感じたでしょう。平民運動に参加していた彼らの気持ちが、わたくしは少しだけ分かるような気がしました。

            　しばらく黙ってわたくしの身体を拭き続けていたレイは、濡れタオルを桶に置くとわたくしにパジャマを着せながらこう言いました。

            「クレア様は力のある貴族ですよね？」

            「そうですわね」

            「なら、クレア様が世界を変えていけばいいのではありませんか？」

            「世界を……変える……？」

            　わたくしは最初、レイが何を言っているのか分かりませんでした。

            「平民の暮らしが、今より少しでも楽になるような、そんな世界に変えていく……。クレア様なら、それは不可能ではないはずです」

            「それは……でも……」

            　世界を変える――口にするのは簡単ですが、実現するのは容易いことではありません。確かにわたくしは権力者の娘です。平民や普通の貴族よりも、出来ることの範囲は広いでしょう。ですが、今日目の当たりにしたこの格差を埋めるというのは、並大抵のことではありません。

            　立ちはだかる壁の高さにわたくしがおののいていると、レイはパジャマのボタンを留めながらこう言いました。

            「もちろん、簡単なことではありませんし、クレア様がしなければならないことでもありません。でも、それがクレア様がしたいことなら――」

            「……したいこと……？」

            「はい。クレア様がそう望まれるなら、私は全力でクレア様をお手伝いします」

            　そう口にするレイが浮かべた微笑みには一点の曇りもなく、そしてわたくしなら出来ると心の底から信じているように見えました。彼女がそう言ってくれると、何だか本当に出来る気がしてくるから不思議です。落ち込んでいた気持ちが上向いていくのを感じます。

            　でも、わたくしは照れくさくて、

            「生意気を言いますわね」

            「クレア様のメイドですから」

            「ふん……」

            　そんな悪態しかつけないのでした。

            「さて、もう寝ましょう。明日は海ですよ」

            「……そうですわね」

            　そう言って明かりを消すと、レイは床で寝ようとしました。わたくしはそれが気に入りませんでした。

            「どうなさいました？」

            「このベッド、大きいですわね」

            　嘘です。わたくしが普段使っている寮の二段ベッドと比べても狭いくらいです。

            「そうでしょうか？」

            「そうですの！　だから……」

            「だから？」

            「だから……。もう！」

            　なんで分からないんですのよ！

            「あなたもこっちで寝なさいな」

            「狭いですよ？」

            「いいから！」

            　レイの腕を引いてベッドに寝かせると、すぐにわたくしも横に入りました。

            「おやすみなさいまし！」

            「……おやすみなさいませ、クレア様」

            　全くもう。鈍感なんですから、全く。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「じゃあ、クレア様。まずは水面に顔をつけてみましょう」

            「絶対に手を離すんじゃありませんわよ!?　絶対ですわよ!?」

            　肩まで水に浸かりながら、わたくしは悲愴な顔でレイに念を押しました。レイは「はいはい」とぞんざいに頷きながら、わたくしにさっさと顔をつけるように促します。

            　レイとわたくしは、レイの自宅からすぐの場所にある海岸に来ていました。真っ白な砂浜とエメラルドグリーンの海が綺麗ですが、今のわたくしにはその美しさを愛でる余裕はありません。

            　わたくしたちが何をしているかと言えば、金槌のわたくしが泳げるように水泳のレッスンです。自慢ではありませんが、わたくしは水に顔もつけられません。水に怯えるわたくしに生暖かい視線を向けつつ、レイはまずわたくしに水に顔をつけるように言いました。

            　わたくしは二、三回深呼吸をした後、思い切って顔を水につけました。もちろん、目をつぶって。うぅぅぅ……塩辛いし肌がべとつきます。湖の方がよっぽどましですわ！

            「ぷはっ！」

            　呼吸が出来ないということほど不安なものはありません。わたくしはすぐに顔を上げましたが、言われた通り顔をつけることは出来ました。

            「どうですの!?　今、ちゃんとつけられましたわよ！」

            「そうですね。十秒くらいはつけましょうか」

            「なっ!?　そんな高度なことを初めから要求しますの!?」

            「いえ、全然高度じゃないです」

            　苦笑するレイは何やら失礼なことを考えていそうでした。ぐぬぬぬ。

            　ところで、浅瀬とはいえ海に入っている以上、レイもわたくしも水着を着ています。わたくしは真っ赤なビキニタイプの上下に、パレオという白い布状の水着を身につけています。貴族の間でこの夏最新の装いと聞いたので、早速手に入れたものでした。

            　レイの方はといえば、サイドに二本白いラインの入った黒のワンピースタイプの水着です。平民のものらしいシンプルな水着ですが、彼女が着るととても愛らしいから不思議です。まとめた髪から覗くうなじや、真っ白な太ももが眩しく、わたくしは胸が拍を打つのを感じました。

            　そんなわたくしの内心などつゆ知らず、レイはさっさと次に移ります。

            「次は十秒を目標にしてみましょう」

            「くっ……。いいですわ。ミスパーフェクトたるこのわたくしに、不可能などありませんわ」

            　わたくしはそう宣言すると、水に顔をつけました。息が続きませんし、真っ暗なのは怖いです。それでもわたくしはできる限り長く顔をつけ続けました。

            「ぷはっ！　何秒でした!?」

            「五秒ですね」

            「くっ……。何という難易度……。一体、この世界で何人のものがそんな芸当を出来るというのかしら……」

            「いや、ほとんどの人は出来ますからね!?」

            　なんてこと。他の人間たちは魚が祖先だとでもいうんですの？

            「ちょっと休憩したいですわ」

            「なんのですか!?　まだ二回顔を水につけただけですよね!?」

            「十分じゃないですの。五秒も顔をつけられれば、そのうち泳げるようになりますわ」

            「なりませんよ!?」

            　レイは抗議して来ましたが、水泳の練習は休憩にして貰いました。ふと思い出してレレアを探すと、彼女は少し沖の方にいました。

            「レレア、なんだか少し大きくなってませんこと？」

            「ウォータースライムですし、海水を取り込んでるみたいですね」

            　そういうものなのかしら、と思っていると、レレアは口から水を吐き出しました。

            「レ、レレアが海面を高速で移動してますわ!?」

            「ウォータージェットみたい」

            「なんですのそれは？」

            「あー、いえ、なんでもないです。それよりクレア様、レレアに負けてていいんですか？」

            「良くはありませんけれど、あれは無理ですわよ！」

            　などと言っていると、

            「レイちゃーん、クレア様ー。お弁当をお持ちしましたー」

            　声が掛けられた方を見ると、メルさんがバスケットを片手にこちらに手を振っていました。彼女もまた水着を着ています。別におかしな所は何もないはずですが、レイが何故か遠い目になっていました。

            「ちょうどいいタイミングでしたわ。今、一休みしようと思っていた所でしたの」

            　わたくしはメルさんから渡されたタオルで身体を拭きながらそう言いました。海水と戯れていたレレアも、浜辺に上がってぶるぶると水を切っています。

            「そうでしたか。何メートルくらい泳げるようになりましたか？　クレア様のことですから、もう百メートルくらいは楽勝ですか？」

            　メルさんは嫌みで言っているのではないことは分かります。その笑顔に邪気は一切無いからです。

            「そ、そうですわね……。それくらいですわ」

            　とっさにそう誤魔化すと、レイが白い目で見てきました。ちょっと、ばらしたら承知しませんわよ!?

            「ふふ、流石ですね。あ、これお弁当です。サンドイッチにしてみました」

            　メルさんがバスケットに掛けられた布を取り去ると、そこには水筒とサンドイッチが並んでいました。

            　えーと……。

            「……ありがとうございますわ」

            　お礼は言ったものの、わたくしの表情は少し硬かったかもしれません。折角作って下さっても、口に合わずにあまり食べられないかも知れないと思ったからです。嫌なのではなく、申し訳ないのでした。

            「大丈夫です、クレア様」

            「？」

            　レイがわたくしに小声で耳打ちして来ました。

            「今日のサンドイッチはマヨネーズや辛子など、私が入れ知恵していますから」

            「！　でかしましたわ！」

            　平民の家でマヨネーズが食べられるなんて。わたくしのレイは本当に気が利きます。

            「どうぞ、一口」

            　そう言ってメルさんはサンドイッチを一つわたくしに差し出して来ました。わたくしは少し警戒しつつ一切れ口に運びました。

            「！　美味しいですわ！」

            「まあまあまあまあ。よかったです」

            　マヨネーズの芳醇な味わいに、ピリリと聞いた辛子のアクセント。これならば十分にわたくしでも食べられます。

            「このまよねぇずっていう調味料、本当に美味しいですね。レイちゃん、これは都で流行っているの？」

            「うん。ブルーメっていうお店が始めた調味料。貴族様の間でも好んで食べられてるみたいだよ」

            「そうなの。そんな高級料理に使われている調味料を知ってるなんて、レイちゃんもクレア様にいいところに連れて行って貰っているのね」

            「うん」

            「……？　そうでしたかしら？」

            　わたくしがどうこうする前から、レイはマヨネーズのことを知っていた気がしますわ。不思議に思いながら、わたくしはレレアにもサンドイッチを分けて上げます。この子も口が肥えているのではないかしら。

            「それにしても、クレア様はとっても可愛らしいですね。その水着も都の流行かしら」

            「オーダーメイドで作らせましたの。この腰に巻く布はパレオと言うのですけれど、これが今年の流行ですわね」

            「はぁ……。素敵」

            「お母さん、落ち着いて。今、悪癖が発動したら、クレア様が大変なことになるから」

            「！」

            　わたくしは慌てて自分を抱きしめるようにしながら後ずさりました。メルさんには相手の着ているものを無意識のうちに脱がすという悪癖があるのです。今のわたくしは水着だけ。これを脱がされたらとんでもないことになります。

            「分かってるわよぉ……。意地悪ね、レイちゃんは。それにしても、レイちゃんの水着は……はぁ……」

            「ちょっと、ため息付かないでくれる？」

            　メルさんの溜め息に、レイが抗議の声を上げました。

            「水着もそうですけれど、お母様はあんなにお胸が豊かですのに、レイは……」

            「言わないで下さい。後生ですから」

            　などと言いつつ、わたくしはレイの水着姿をまともに見られないくらいドキドキしているのでした。憎まれ口は照れ隠しです。

            「私は成長期なので、これから大きくなるんですよ」

            「まあ、頑張りなさいな」

            「憐れみの目を向けるのやめてくれません!?」

            　などとじゃれていたその時――。

            「おや？」

            　急に太陽が雲に隠れ、冷気のようなものが漂ってきました。気づけば、辺りは霧に覆われています。どうもこの霧、魔力を帯びているようです。レレアも何かに怯えるようにぶるぶる震えています。

            「!?　レイ、見なさい！」

            　わたくしはレイに警戒を促しました。霧の向こう、沖合からボロボロの帆船がこちらにやってくるのが見えました。

            「あれは……幽霊……船……？」

            　メルさんの呆然とした声が、そのままわたくしたちの認識そのものでした。

            


        



            幕間・初陣（ロレッタ＝クグレット）

            　

            　

            「やあぁぁぁっっっ……！」

            　ガイコツ型のアンデッドを切り伏せると、私は次の獲物を探し目を走らせた。ユークレッドの海岸には、幽霊船から溢れたアンデッドたちが次から次へとやってくる。

            「ロレッタ、後ろ！」

            「!?」

            　鋭い声に弾かれたように振り向くと、いつの間にか間合いを詰めて来ていたゾンビを一刀の下に両断した。

            「油断は禁物よ、ロレッタ」

            「そうだね、ありがとう、ピピ」

            　そう言うと、ピピは風属性魔法で私の身体能力を向上させてくれた。これでまだまだ戦える。

            　幽霊船が現れ、魔力の霧によって閉じ込められたユークレッドは窮地にあった。ピピと私はせっかくだから海を見ておこうと思い、二人で浜辺を散策していたところでアンデッドに遭遇したのだ。

            　最初はただのはぐれアンデッドかと思っていたのだが、なぜか次から次へと湧いてくる。おかしいと思っていた所で、武装した冒険者と町の男性たちが加勢してくれた。

            　彼らの話によると、ユークレッドは今、幽霊船の脅威にさらされているらしい。ドル様が陣頭指揮を執っているらしく、お陰でパニックこそ起こっていないが、このまま幽霊船からアンデッドが生まれ続ければ時間の問題だ。

            　クレア様たちが騒ぎの元凶たる幽霊船を攻略しに行く間、浜辺に押し寄せるアンデッドを水際で食い留めるのが私たちの役目だ。ピピと私は何人かの冒険者と一緒に、ガイコツやゾンビ、コウモリ型のモンスターたちを撃退しているのだった。

            「ひゅー、やるじゃねぇか、お嬢ちゃんたち」

            「大したもんだ。冒険者になったらＢ級上位くらいの実力はあるんじゃねぇか？」

            「……どうも」

            「ありがとうございますわ」

            　冒険者なんて平民の中でもとりわけヤクザな商売だ。それに武装しているとは言え、平民たちに至っては本来私が庇護するべき相手。そんな者たちと協力して戦わなければならないというのは、貴族としてのプライドに関わる。

            　だが、アンデッドたちは何しろ数が多い。一対一なら後れを取るつもりはないが、この数を相手にするには人手がいる。

            　それに――。

            「Ａ班とＢ班、東に回れ！　西の班と挟み撃ちにする」

            「広範囲魔法行くぞ！　伏せろ！」

            「今だ、畳みかけろ！」

            　認めるのは悔しいが、平民たちはともかく冒険者たちは戦い慣れていた。普段私が戦場を共にするクグレット家の一門や軍とは違う、泥臭いが実利に適った戦い方だ。

            「何かあっちの方、アンデッドたちが蹴散らされてんな」

            「幽霊船に突入した貴族様んとこの従魔だとよ」

            「水ん中で岩みたいな大きさになってたぜ」

            「従魔なんて初めて見たが、結構頼りになるもんだな、おい」

            　などと無駄口を叩く余裕すらある。

            （こいつらが強いわけじゃない。私の仲間たちが弱いわけでもない。弱いのは私だ――！）

            　アンデッドハントはこれまでにも何度も経験してきた。クグレット家の娘として、王国初の女性軍人を嘱望される者として、それなりの場数を踏んできたつもりだった。でも、いざこうして家や軍と関係のない戦場に出てみると分かる。

            　――私は、守られていた。

            （何が武門の名家の一人娘だ……何が女性初の軍人だ！）

            　一門や軍の軍人たちと戦っていた時は組織戦だった。私は陣頭指揮を執り、彼らの力を借りて戦っていた。だが、いざ自分が前線に出てみると、そこで見える景色は全く違う。私は今まで戦を数でしか見ていなかった。前線で戦い、傷ついていく一人一人に命があり、家族があり、守るべきもの、帰る場所があるということに思いが至っていなかった。

            　目を背けることの許されないその事実が私の心に重くのしかかり、剣を鈍らせ足を重くする。

            「危ねぇ、嬢ちゃん！」

            「!?」

            　気がつくと、私は一人戦列から離れて突出してしまっていた。周りをあっという間にアンデッドたちの群れに囲まれる。

            「くっ……！」

            「風刃よエアカツター！」

            　とっさに応戦して剣を振るおうとする前に、風の刃が道を切り開いてくれた。足場の悪い砂浜を駆けて、戦列に復帰する。

            「助かった、ピピ」

            「ぼやぼやしてると怪我じゃ済まないわよ！」

            　険しい声でそう叱責してくるのはピピだった。普段から訓練を積んでいる私と違って、彼女の戦闘能力はそう高くない。でも、そんな彼女の方がよっぽどこの戦いには馴染んでいた。

            　私だけが、浮いている。

            「そばかすの嬢ちゃん、あんた、貴族様だろ」

            「そうだけど、それがどうしたっていうの？」

            「あんた、後方に下がれ」

            「!?　私を愚弄するつもり!?」

            　年配のひげ面の冒険者に言われ、私は思わずカッとなった。

            「違う違う。適材適所ってやつだ。見たところ、あんたは指揮が執れるタイプだろ？　オレら冒険者は個々で動くのは得意だが、こういう集団戦にゃあ慣れてねぇ。誰かが指揮を執る必要がある」

            「……それを私に任せると？」

            「これだけの人数の集団戦を経験したヤツはオレたちの中にゃあいねぇんだ。アンタもかい？」

            「……いや」

            　昨年のアンデッドハントでは、五百人規模の隊を指揮した経験がある。この場にいる冒険者や平民たちは、せいぜいが百人という所だ。内訳は冒険者が二十人程度、残りが武装した平民である。

            「なら、任せるぜ。せいぜいこき使ってくれや」

            「……分かった」

            「決まりだな。おい、そっちの嬢ちゃん。アンタはそばかすの嬢ちゃんの護衛について行け」

            「分かりました」

            「野郎ども、町には一歩たりとも入れさせんなよ！」

            「「「おう！」」」

            　冒険者たちが力強く声を上げる中、ピピと私は冒険者たちの一人に連れられて後方に下がった。小高い岩場に案内されると、そこからは浜辺が広く見渡せた。

            「念話のチャンネルを用意してある。やれるか？」

            「ええ」

            「よし、頼んだぞ」

            　案内役の冒険者に乱暴に背中を叩かれ、少しむせる。私は混沌とした状況の浜辺を冷静に観察した。

            「ロレッタ……」

            「大丈夫。任せて」

            　先ほどまでのような迷いや葛藤はもうない。今の私は将としての私。数字で戦場を捉える、血も涙もない一人の軍人だ。

            　割り切れ。

            　冷徹になれ。

            　情では戦には勝てない。

            　私は大きく息を吸い込むと、戦場に響き渡るように命令を発した。

            「左陣は十メートル前進、中央は二十メートル後退！　凹陣形でアンデッドたちを取り囲め！」

            　

            　

            　やがて幽霊船が消滅し、アンデッドの群れも徐々に掃討されていった。大勢は決した。私たちは勝った。

            「やったわ、ロレッタ！　あなたが勝ったのよ！　……ロレッタ？」

            　戸惑うような顔のピピを押しのけて、私は後方の岩場の隙間にある海へと走った。そして、胃の中のものを全部吐き戻してしまった。

            「はあっ……はあっ……はあっ……」

            「ロレッタ……」

            　追いついてきたピピが優しく背中をさすってくれた。彼女は何も言わない。察してくれているのだろう。

            （軍人でない者たちを死なせた……私の指揮で……）

            　軍人とは自ら志願して戦うことを選んだ者たちだ。彼らには覚悟がある。最悪、自分が命を落とすことになろうとも、命令に従うという覚悟が。

            　でも、彼らは違う。冒険者たちはひょっとしたら望んでその道を選んだかもしれないが、命をかけてまで戦うかどうかは人によるだろう。平民に至っては完全なる被害者だ。そんな者たちを私は死なせてしまった。

            　その事実が、私には耐え難かった。

            「……よう、そばかすの嬢ちゃん。その様子だと、だいぶ堪えたみたいだな」

            　そう声を掛けてきたのは、私に後方で指揮を執れと言ったひげ面の冒険者だった。

            「……んだ？」

            「……うん？」

            「……何人、死んだ？」

            「……そいつを聞いてどうする」

            　私の問いに、冒険者は問いで応えた。

            「自己満足よ。自分が執った指揮の結果を知っておきたいの」

            「……ロレッタ……」

            「それで永遠に後悔することになってもかい？」

            「それが指揮を執った者が背負うべき咎でしょう」

            　亡くなった者たちは帰ってこない。責任なんて取れないのだ。だから私は言った。自己満足、と。

            「十一人だ。あれだけの数のアンデッドを食い止めたにしちゃあ、出来すぎの戦果だよ」

            「……十一人も」

            　その一人一人に家族があり、帰るべき場所があり、人生があった。私はその未来を摘み取ってしまった。

            「あんたみたいな貴族もいるんだな」

            「……？」

            「お貴族様っていやぁ、オレたちみたいな平民のことなんて、チェスのポーンくらいにしか考えてねぇと思ってたぜ」

            「……そういう者もいるかもしれない」

            　でも、私にはとても無理だ。

            「死んだ奴らも、あんたみたいなヤツのために死んだんなら、少しは浮かばれるだろうよ」

            「そんなこと……」

            「そんなことあるさ。痛みを共有出来る指揮官ってのは貴重だ。指揮するときにきっぱり切り離せるヤツはもっとな」

            　冒険者はそう言うと懐から何かの小瓶を取り出した。

            「酒だよ。死んでいった奴らへの手向けだ」

            　冒険者は蓋を外すと、瓶を逆さまにして海へ酒を注いだ。

            「……ちょっと、待っててくれる？」

            「ピピ？」

            　そう言うと、ピピはどこかへ行って、数分後に戻って来た。その手にヴァイオリンを持って。

            「ピピ、潮風で楽器が傷むよ」

            「少しくらい、いいでしょ」

            　そう言うと、ピピは弓をつがえて弾き始めた。

            


        






        





            「レクイエムか。アイツらにゃあ、上等すぎるぜ」

            　冒険者はそう言ったが、その表情は嬉しそうだった。

            「そばかすの嬢ちゃん、アンタ、名前は？」

            「ロレッタ。ロレッタ＝クグレット」

            「こいつは驚いた。クグレット家のご令嬢かよ。どうりで指揮が上手いはずだ」

            「よしてよ」

            「本音さ。覚えておくぜ、あんたの本当の初陣をさ」

            　私にとって指揮を執るのはこれが初めてではなかった。でも、彼が言いたいことは分かった。

            （……そう、これが私の初陣）

            　戦とはどういうものか。軍勢を指揮するとはどういうことか。

            　――そして、人を死なせるとはどういうことか。

            （忘れない。絶対に）

            　アンデッドたちの骸は消え、無数の魔法石だけが散らばる海岸に、ピピが奏でる鎮魂歌だけがいつまでもいつまでも響いていた。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　幽霊船内部に突入したわたくしたちの前に立ち塞がったのは、レイの幼馴染みのルイでした。帝国に唆されたのでしょう。生きながらアンデットと化した彼を、レイの策によって無数の銀の剣が貫きます。

            　何者に誑かたぶらされたか知りませんが、大切な人を裏切るなんて愚かなことを――などと思ったわたくしでしたが、

            「……ありがとう。あぁ……。あいつら、金返さなかったこと、恨むかなあ……」

            　彼の最期の言葉に、私の頭はしんと冷えたのでした。

            　

            　

            「本当に行くんですか、クレア様？」

            「当たり前でしょう。わたくしたちが伝えないで、他の誰が伝えますのよ」

            　気乗りしない様子のレイを引き連れてわたくしが向かっているのは、幽霊船騒動の黒幕だったルイの実家でした。ルイがつけ込まれた弱みとなった、病床の母親がいるはずです。彼の最期を、私は彼女に伝える義務があると思いました。

            　確かにルイがしたことは間違っていました。帝国に踊らされていたとはいえ、彼のしたことで犠牲者が出ています。でも、わたくしはだからと言って、ルイに情状酌量の余地がないとは思えません。

            　母親の命を救いたい――その思いは私には痛いほど分かります。お母様が事故に遭った時、もしもわたくしに選択の余地があったなら――帝国に魂を売り渡すことで、お母様の命が助かると言われたなら、わたくしは確実にその誘いに乗ったことでしょう。

            「彼の死は、いずれ誰かが伝えますよ。聞けばルイのお母さんはまだ病状が完治してないとか。時間をおいた方がいいと思いません？」

            「誰か、ではダメですのよ。母を思い、最後は仲間に謝罪を口にして逝ったあの男性のことを、看取ったわたくしたちが伝えないでどうするんですの」

            　そう言うと、レイは何故か苦い顔をして、

            「……クレア様は貴族ですね」

            「？　どういうことですの？」

            「いえ、分からなければいいんです」

            　この時、レイが何を言わんとしていたのか、わたくしが悟るのはもう少し先のことです。

            　ルイの自宅はユークレッドの町のはずれにひっそりと建っていました。平民基準でもあまり裕福とは言えそうもない小さな家で、建物のあちこちに傷みが見られました。手入れする人がいないのか、庭も荒れ放題です。

            　そんな様子を横目で見ながら、わたくしはドアをノックしました。入るように促されたので、わたくしとレイはドアをくぐりました。

            「まあまあ、レイちゃん。お久しぶりね」

            　レイの姿を認めると、ルイの母親――オフリアさんは柔和な笑顔を浮かべました。まだ病が完治していないらしいというレイの話は本当のようで、血色が少し悪く手足も枯れ木のように痩せ細っていました。

            　ちなみにオフリアさんを驚かせないよう、レレアは連れてきていません。ギルドにいる友人の手伝いらしいメルさんにお世話をお願いしています。先日の防衛戦で活躍した彼女は冒険者の中でも人気者になっているらしく、彼らの酒盛りに参加しているのだとか。

            「横になったままでごめんなさいね。少し体調が優れないの。たいしたことないんだけど……」

            「いいえ、おばさま。そのままで結構ですわ」

            　咳き込むオフリアさんにわたくしは駆け寄ってそう言いました。少しでも楽になるよう、背中をさすります。無理をさせてはいけない、と思いました。

            「あら、お嬢さんはどなた？　レイちゃんのお友だちかしら？」

            「いえ、違いま――」

            「ええ、そうですわ、おばさま。クレアと申しますの。ルイさんともお友だちでしてよ？」

            　わたくしは嘘をつきました。貴族であると身分を明かせば、オフリアさんはきっと気を遣うと思ったのです。わたくしは彼女ができる限りリラックス出来るよう、努めて柔らかく笑顔を浮かべました。

            「まあ、ルイとも？　私に薬を渡してくれたのを最後に、ずいぶん顔を見ていないの。あの子は元気？」

            　ぱっと表情を輝かせたオフリアさんの言葉に、わたくしは一瞬凍り付いてしまいました。それだけで分かったからです。彼女がどれだけルイのことを愛しているかが。病床の身でありながら、自分のことよりも彼のことを案じているということが。

            　でも、わたくしは伝えなければなりません。自分なりの信念に殉じて散った、あの優しくも強い男性のことを。

            「ルイさんは……お亡くなりになりましたわ」

            　わたくしは告げるべき事を、はっきりと告げました。

            「そんな……。そんな、嘘でしょう……？」

            　オフリアさんは最初冗談だと思ったのか、苦笑してわたくしの言葉を拒絶しました。でもわたくしの表情から、それが厳然たる事実だということをやがて認識したようでした。

            　しばらく、沈黙が流れました。それは長いようにも短いようにも感じられましたが、母親が息子の死を受け入れるにはあまりにも短い時間だったでしょう。

            「……あの子は……どうして死んでしまったの……？」

            　オフリアさんは今にも消え入りそうな声で、それでもなんとかそれだけ問いかけてきました。

            「ルイさんは――」

            　わたくしは一瞬、せめて母親には真実を伝えるべきか、とも思ったのですが、オフリアさんの様子を見て即座に考え直しました。

            「ルイさんは、町を襲った幽霊船を退治するために、仲間を守って亡くなりました」

            　わたくしが口にしたのは、今回の件の真相を隠蔽するカバーストーリーです。レイは大反対しましたが、わたくしはこの筋書きで行くことを押し通しました。真相を知る者は、レイとミシャとわたくしのみ。お父様は何かしら気付いている様子でしたが、報告した時には「そうか」と言われただけで、深く聞かれはしませんでした。

            「ルイさんはとても勇敢でした。彼がいなければ、この町に甚大な被害が出たでしょう」

            　そう言って、わたくしはオフリアさんの手を握りました。細くて弱々しい手は震えていました。わたくしは彼女が息子の死に誇りを持てることを祈って続けます。

            「ルイさんは、この町を救った英雄です」

            　わたくしがそう言うと、オフリアさんはしばらく、表情の読めない呆然としたような、何かを考えているような顔をしました。

            「そう……、そう……。泣き虫だったあの子が、そんな立派なことをしたの……」

            　オフリアさんはやがて微笑みを浮かべました。わたくしはこれでルイも浮かばれる、と思いました。

            　でも、それは大いなる間違いだったのです。

            「でも……それでも、泣き虫のままでもいいから……私の元に帰ってきて欲しかったわ」

            　オフリアさんはそう吐と露ろすると、嗚お咽えつをかみ殺して泣き続けました。

            　

            　

            「平民の死は貴族の死とは違うのですわね」

            　数日後。ルイの葬儀の帰り道、わたくしは弱音を吐くようにそうこぼしました。

            「どんなところが違うとお感じになりましたか？」

            　わたくしが落ち込んでいることを察してくれているのでしょうか。レイは穏やかな口調でそう聞いてきました。

            「貴族は戦で討ち死にしたら盛大に弔われますが、ルイは実家の小さな庭に埋められて、粗末な墓標と小さな花束だけ。あまりにも悲しすぎますわ」

            　貴族と平民では死の意味すら違うのか、と葬儀の間中、わたくしは愕然とした気持ちでいました。

            「ルイはまだ恵まれている方です。お墓があるだけましなんですよ。もっと貧しい平民や行き倒れは、共同埋葬場所に埋められて終わりです」

            「……」

            　レイは厳しい現実を語りました。それは葬儀ではない、とわたくしは思いました。それはもう、ただの「処理」ではありませんか。

            「死ぬことに誉れを見いだすのは貴族の特権だと私は思います。平民の中にもいないことはないですが、多くの場合、死は悲しくて惨めなものです」

            「……？」

            　わたくしはそこで初めて、レイがわたくしにではなく、自分自身に言い聞かせているようであることに気がつきました。

            「レイ、あなたどうかしましたの？　何やら落ち込んでいるように見えますわよ？」

            「……いえ、全然。帰ったらクレア様でどう遊ぼうか、妄想が捗っていただけで――」

            「誤魔化すのはおやめなさい。そろそろあなたとも短くないつきあいですわ。本気かそうでないかの区別くらいつきますのよ」

            「……すみません」

            　レイはふうっと一つ大きく息を吐くと、ゆっくり話し始めた。

            「私、ルイのこと何とも思っていませんでした。言い寄られていたときも、戦った時も、彼を殺した時でさえも」

            「それが？」

            「……初めて、人を殺しました」

            「……！」

            「ルイがしたことが許されるとは思いません。でも、その命を断ち切って、オフリアさんをあんなに泣かせたのは、紛れもない私なんです」

            　わたくしはレイが弱音を吐く所を久しぶりに見ました。お姉様とのいざこざ以来のことではないでしょうか。

            「レイ……」

            「ルイ、最期笑ってました。心残りだって沢山あったはずなんです。お母さんのこと、仲間のこと、これからのこと――でも、私が終わらせてしまいました……！」

            「レイ」

            　わたくしは堪らなくなって、彼女を抱き寄せました。抱きしめると、彼女は震えていました。

            「レイ、よくお聞きなさい」

            「……はい」

            「まず、ルイを殺めたのはあなた一人じゃあありません。わたくしとミシャもですわ。だから、あなた一人で何でも背負い込もうとするのはおよしなさい」

            「でも――！」

            「わたくしたちがしたことは、スティレットですわ」

            「……スティレット？」

            　スティレット――「慈悲の一撃」との異名を持つその剣は、瀕死の相手を楽にするのに使われたと言います。

            「カンタレラを服用した彼は、遅かれ早かれ人の身ではなくなっていました。それでも、ルイは最期に母と友人のことを気に掛けながら死ねた。人である内に死ねたのです」

            　人を殺めたことを美化するつもりはありませんが、あれは介錯であったとわたくしは思います。

            「……そうでしょうか」

            「ええ。そう考えても自分のことが許せないのであれば、彼のことを忘れないことです」

            「忘れない？」

            「そうですわ。ルイという人がいたこと。あなたを慕い、母親を愛し、仲間を気遣う優しい男性がいたことを、ずっと覚えていましょう」

            「……」

            「そして、彼の命を摘み取ってしまったことも。あなたの罪、わたくしが半分引き受けてあげますわ。償いましょう。わたくしたちが死ぬまで」

            「……クレア様」

            　レイは泣いてはいませんでした。でも、涙を見せずとも、彼女が深く後悔しルイの死を悼んでいることは分かりました。わたくしはレイを抱きしめながら、彼女にもこんな弱い部分があるのだということを感じていました。

            　この日、わたくしたちは一つの罪を二人で分かち合うことになったのでした。


        



            幕間・手段と信念（ピピ＝バルリエ）

            　

            　

            「～～～～～～っ！」

            「はい、そこまで。十分間休憩です、ピピ様」

            「はあっ！　……はあっ、はあっ、はあっ……」

            　空気の振動を制御する魔法を広範囲に拡大し続けること十数分。ミシャの合図で制御を打ち切ると、途端に疲労感が襲ってきた。身体を激しく動かしたわけでもないのに、滝のように汗が流れ落ちる。

            「ピピ様、これを」

            「……はぁ、はぁ……。ありがとう、ミシャ」

            　ミシャが渡してくれたタオルで汗を拭いながら、私はスカートが汚れるのも構わずに地面に腰を下ろした。

            　ここはユール家の庭である。ユール家は没落貴族なので庭は広いけれど、花壇などは置かれていない。整える職人を雇うお金がないのだろう。

            　そんなユール家のだだっ広い庭で、私は魔法の稽古をミシャにつけて貰っていた。

            「だいぶ広く風魔法を広げられるようになって来ましたね」

            「ええ、ミシャのアドバイスのお陰よ。本当にありがとう」

            「いえ、ユール家も助かっていますから。私などが家庭教師なんて」

            　そう。私はミシャに魔法の家庭教師を頼んだのだ。私の魔法適性は風の中適性。今まではオーソドックスな風の刃を中心にした戦闘スタイルだったのだが、これだけではダメだと思った。

            （ロレッタにあんな顔、もう二度とさせたくない）

            　浜辺での戦いはロレッタにとってだけでなく、私にとっても衝撃的な出来事だった。私はロレッタの護衛として動いていたけれど、本当はロレッタの方がずっと強い。私にはロレッタのように大規模な兵を指揮する能力も無いので、せめてロレッタの足手まといにならないように、自分の魔法を磨いておこうと思ったのだ。

            （だって……ロレッタ、泣いてた）

            　自分の力が及ばず、兵たちを死なせてしまったことを心から悔やんでいた。もしも私にもっと力があったなら、ロレッタにあんな顔をさせることはなかったかもしれない。仮にあの場にいたのが私ではなくミシャだったら、実際、戦闘はもっと楽になっていただろう。

            　それほどまでに、ミシャのセイレーンは凄い。教えを請う際に改めて見せて貰ったが、とにかく圧倒的だった。特筆すべきはその効果範囲だ。セイレーンは空気の伝播を利用して発動するため、空気さえあれば魔力の及ぶ限り範囲を広げることが出来る。彼女があの浜辺にいたならば、恐らくアンデッドを二桁単位で殲滅出来ていたことだろう。

            （ミシャと同じ事が出来るとは思わないけれど……せめてもっと強くなりたい）

            　そう思って、私はミシャに教えを請うことを決めたのだ。

            「よし、休憩終わり。次は何をすればいい？」

            「そうですね……。範囲はだいぶ広がったのでこれは今後も続けて頂くとして、次は制御の精密さでしょうか」

            「ふむふむ」

            「的を用意するので、私が指した的だけに風の刃を当てて下さい」

            「分かった」

            　ミシャは学院でも魔法の授業で使っているような的を庭の反対側に並べた。距離はおよそ五十メートルほど。今の私にとって、遠くもないが近くもない距離だ。

            「一番」

            「えいっ！」

            「四番」

            「はあっ！」

            「九番」

            「せいっ！」

            「二番」

            「たあっ！」

            　ミシャの指示に従い、次々と的に風で作った刃を当てていく。

            「次です。二番と八番」

            「やあっ！」

            「四番と十番」

            「とりゃあっ！」

            「三番と五番」

            「うりゃあっ！」

            　段々と要求が難しくなっていくので、私は必死でそれについていく。だが、指示される的の数が三枚になると、私は要求通りに的に当てることがほとんど出来なくなってしまった。

            「課題は制御力のようですね」

            「はあっ……はあっ……。うん……そうみたい……」

            　魔力の効果範囲を広げるのは比較的スムーズにステップアップ出来た。でも、制御力の方はかなり難しく感じる。試しにミシャにお手本を見せて貰ったが、彼女は三個どころか一個から十個までのランダムな指定であっても、適確に的を射貫いていた。

            「凄い……」

            「これでも特待生枠での入学ですから」

            　ミシャの魔法が凄いことは知っていたつもりだけれど、ここまで露骨に自分と差を見せつけられるとやっぱり凹む。

            「制御力をつけるいい練習方法はない？」

            「そうですね……。ないことはないのですが……」

            「なに？　教えて！」

            　私の催促にミシャは少し躊躇いを見せた。

            「何か問題があるの？」

            「ええと、問題というか、信念や価値観の問題と申しますか」

            「とりあえず、言ってみてよ。採用するかどうかは私が判断するから」

            「……そうですね。楽器を使うというのはどうでしょう？」

            　楽器？

            「ピピ様のヴァイオリンの腕前は存じています。バカンス直前のコンサートで、音楽会への招待状を獲得されましたよね？」

            「ええ」

            　学院の創立記念祭でロレッタが獲得したように、私もまた秋の音楽祭へ招待されることが決まった。決まった日はロレッタと一緒に飛び上がって喜んだものである。

            「つまり、ピピ様にとってヴァイオリンはもう、身体の一部と言っても過言でないほどに精密に動かすことが出来る楽器なわけです」

            「それと魔法がどう結びつくの？」

            「魔道具の一部には、楽器型のものもあるのです」

            「！」

            　それはつまり――。

            「楽器を武器として使う……そういうことね？」

            「はい」

            　合点がいった。魔法の制御が難しいのは、イメージを反映させる作業が曖昧で抽象的だからだ。もしそこを具体化出来るのであれば、かなりの改善が期待出来るだろう。まして私にとってヴァイオリンは手足よりも繊細に操れる対象だ。その効果は計り知れない。

            「問題は、それをピピ様ご自身が許容できるか、ということなのです」

            「……そうね」

            　私にとってヴァイオリンが持つ意味は特別だ。音を魔法に利用するくらいは許容範囲だと思えるが、ヴァイオリンの演奏を戦いに用いるとなるとかなり抵抗感がある。その辺りを割り切れる人もたくさんいるだろうが、私にとってヴァイオリンはなんというか、荒事の対極にある存在なのだ。

            　これは決して綺麗事ではない。感性というのは演奏に如実に表れる。ヴァイオリンで戦うことを許容したときに、演奏の方にどんな影響が現れるか分からない。念話を発明したといわれる有名な風の魔法使いは元々著名な歌手でもあったのだが、音声を魔法に使ったことで歌えなくなってしまったという逸話が残っている。

            「個人的にはオススメしません。芸術と争い事は分けておくのが無難です」

            「……そうね、私もそう思う」

            「なら別の方法を――」

            「思うけど、一応、その方法も教えてくれる？　もしもの時に備えておきたいの」

            「……分かりました」

            　実際に使うかどうかは別として、知識として知っておくことは悪いことではないはずだ。私はミシャから楽器魔道具の工房と、楽器で魔法を制御する際のコツを教わった。

            「ありがとう、ミシャ」

            「いえ、お役に立てているかどうか」

            「凄く助かってるわ。少なくとも、前より強くなっている実感があるもの」

            　少しでも前進があれば、達成感を抱ける。無力感に苛まれていたあの日から比べれば、格段の進歩だ。

            「ピピ様は本当にロレッタ様のことがお好きなんですね」

            「……何よ、悪い？」

            　苦笑するミシャに向かって、私は悪態をついた。彼女には教えを請うに当たって、きっかけとなった出来事や動機について打ち明けている。そうでなければ、私の切実さが伝わらないと思ったからだ。

            「いえ、全く。むしろ、羨ましく思います」

            「あなたはどうなの、ミシャ？　ユー様のために強くなろうとは思わないの？」

            「……」

            　ミシャは何も答えずに苦笑するだけだった。私が打ち明けたからと言って、彼女も心の内を明かさなければならないという道理はない。でも、何となく面白くなかった。

            「まあ、いいわ。練習を続けましょう」

            「はい」

            　私はまた魔法の効果範囲を広げる練習を始めた。目を閉じて集中する。

            「……ピピ様もレイも、羨ましいです」

            　そんな呟きが聞こえた気がしたが、それは私の気のせいだったのだろうか。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「クレアちゃん、飴ちょうだーい」

            「はいはい」

            　寮の自室。カトリーヌがいつものようにわたくしのベッドで寝っ転がりながら、好物の飴を要求しています。わたくしは考え事をしていたので気もそぞろでしたが、それは隠してもう随分と中身の少なくなったキャンディポットからリコリスの飴を渡しました。

            　ありがと、と言いつつカトリーヌは小説を読みふけっています。わたくしは机に戻り、また物思いに沈もうとしました。

            「クレアちゃん、双子エスケープの三巻取ってー」

            「もう、仕方ありませんわね」

            「……クレアちゃん、肩揉んでー」

            「これっきりですわよ」

            「……」

            　ベッドに移ってカトリーヌの華きや奢しやな肩を揉みながら、思い返すのはユークレッドの町の出来事でした。

            「クレアちゃん、正座」

            「え？」

            「何があったの？　言って」

            「ど、どうしましたのよ、急に」

            　いつの間にかカトリーヌは身体を起こしていました。真面目な顔でわたくしの目をじっと見つめています。その時になってわたくしは自分が何をしているか、今更ながらに気がつきました。

            「クレアちゃんがこんなにほいほいウチの言うこと聞いてくれるわけがないもん。絶対、何かあったに決まってるー」

            「そ、そんなこと……」

            「なーい？」

            「……」

            　どうやら、彼女に隠し通すのは無理のようです。わたくしは大人しく白状することにしました。

            「……わたくし、貧困というものを知りましたのよ」

            「……続けて」

            　わたくしの言葉にカトリーヌは一瞬驚いたような顔をしましたが、すぐに先を促してきました。

            「これまでも、その言葉自体は知っていましたし、理解したつもりでいました」

            「うん」

            「でも実際は、わたくしはそれを我がこととしてはちゃんと理解出来ていなかったことに気がついたのです」

            　わたくしはユークレッドの町で起こった出来事について、カトリーヌに打ち明けました。

            　別荘への帰省。

            　レイの家でのショック。

            　アンデッド騒ぎ。

            　幽霊船での決戦。

            　事の真相は闇に葬ったこと。

            　それを口外しないことも言い含めて。

            「事件後もユークレッドの町をレイと歩きました。そうしたら、これまで見えていなかったことが見えるようになったのです」

            　親がいない子どもたちが寄り集まって生きている孤児院。

            　高齢の体に鞭打ちながら必死に働いている農夫。

            　腕の先を失って無気力に座り込んでいる、廃業した元冒険者。

            　救いの手が伸ばされることもなく、それでも彼らは懸命に生きようとしていました。

            「平民運動の際、わたくしは路上で物乞いをしている子どもを見かけました。その時わたくしは……子どもたちを汚らわしいと思ってしまいました」

            「後悔してるの？」

            「ええ。なんと傲ごう慢まんだったのだろう、と。何て世間知らずだったのだろう、と今なら思います」

            　わたくしは彼らがああなったのは自己責任だろうと思っていたのです。彼らはなるべくしてああなった、怠けているから貧しいのだと。

            　でも、そうではない、そうではないのです。

            「レイが色々説明してくれました。望んで貧しくなる者などいない、貧困は誰もが『陥る』ものなのだと」

            　孤児院の子どもたちが親を失ったことに、何の責任があるでしょう。

            　農夫のように歳を重ねるのは人間なら避けられないことです。

            　怪我をして仕事を続けられなくなったあの冒険者に、何の咎があるでしょうか。

            　わたくしはそんな罪なき弱者たちを……切り捨てることしかしていませんでした。

            「わたくしは……自分が恥ずかしいですわ」

            「クレアちゃん……」

            　カトリーヌが手を握ってくれました。温かいその手の温もりで、わたくしは少しだけ気持ちを落ち着かせることが出来ました。

            「落ち込んでばかりはいられません。わたくしは間違っていました。だから、正さなければなりません」

            「どうするのー？」

            「王国から貧困をなくしたいと思います」

            「……それは……とても難しいと思うよー？」

            「それでもやらなければならないのです。フランソワ家の……ドル＝フランソワとミリア＝フランソワの娘として」

            　レーネが思い出させてくれたお母様の言葉があります。

            『いいですか、クレア？　貴族たる者、理想を諦め現実に甘んじるようではいけませんよ？　フランソワ家の者であるならば、常に理想を掲げて自らそれを実践して行きなさい』

            　貧困の深刻さを知った今、問題の解決が簡単であるとは思いません。でも、だからと言ってそこから目を背けていては、フランソワ家の息女の名が廃ります。わたくしは貴族です。貴族であるならば、平民たちの生活には責任があります。彼ら彼女らがよりよい人生を送ることが出来るようにするのが、わたくしに課せられた使命であるはずです。

            　そこを忘れてしまえば、わたくしはあのクレマン様となんら変わらない存在になってしまうでしょう。平民を――弱者をただ虐げ、搾さく取しゆするだけの存在に。それだけは絶対に嫌だとわたくしは思います。

            「クレアちゃん……成長したねー」

            「……え？」

            　ふと気付くと、カトリーヌがとても穏やかな表情でわたくしのことを見つめていました。まるで新しいことが出来るようになった娘を見る母親のような顔でした。

            「ちょっとカトリーヌ、その生暖かい視線はなんですのよ」

            「いやーだって、あのクレアちゃんがさー」

            　わたくしが何だって言うんですのよ。

            「レイちゃんのお陰もあるんだろうけど、貴族の身でそれだけのことを考えられる人は、今すごく少ないと思うよー？」

            「そ、そうかしら……」

            「そうだよー。でもそれは、クレアちゃんの仲間が少ないっていうことでもあるよー？」

            　貴族は腐敗している、と平民運動家たちが言っていた意味が、今では少しだけ分かります。

            「なるほど……いよいよ難しい問題ということですわね」

            「たじろいじゃうー？」

            「むしろ燃えますわ」

            「それでこそクレアちゃんだよー」

            　そう言うと、カトリーヌは急に抱きついてきました。

            「ちょっとカトリーヌ、暑苦しいですわ」

            「えへへ、だって嬉しいんだもーん。クレアちゃんがまた一つ賢くなってー」

            「わたくしは前から賢いですわよ！」

            「知ってるー。でも、今はもっと聡明だよー」

            「お、おだてたって何も出ませんわよ！」

            「ううん、本心」

            　そこまで言うと、カトリーヌは身体を離しました。そして、

            「クレアちゃんなら出来るよ、きっと。応援してる」

            　そう言って破顔するのでした。

            「ふん、当たり前ですわ。このわたくしを誰だと思っていますの」

            「そういうとこは変わらないで欲しいなー」

            「どういう所ですのよ!?」

            「そういうとこー」

            「むきー！」

            　などとじゃれながら、わたくしはカトリーヌのことについて考えていました。

            （きっと……今まで歯がゆい思いをさせていましたのね、わたくしは）

            　カトリーヌは元平民です。彼女からすれば、わたくしがようやく気がついたようなことはずっと前から自明だったに違いないのです。わたくしの未熟さ、傲慢さを、彼女が気がつかないはずがないのでした。

            （それでも、カトリーヌはわたくしを見限らなかった）

            　わたくしはそれに応えなければならない、と思いました。

            「カトリーヌ」

            「うん？」

            「見ていてちょうだいね」

            「もちろんだよー」

            　やるべきことはたくさんある。まずは現状を知ることから始めよう、とわたくしは明日からの算段をしながら、カトリーヌに笑い返すのでした。

            


        



            第六章　ずるいレイとわたくし

            　

            　

            　翌日。自室でわたくしはバウアー王国の政治体制についての本や新聞記事を読み漁っていました。やると決めたからには、出来ることから手をつけていくしかありません。レイとの会話で教会の施し策さくが貧富の格差を解決する参考になるかも知れないと聞いて、わたくしはレイに教会へ行く先触れを頼みました。

            　レイが退出した後、わたくしはある新聞記事に目を通していました。

            「人身売買……」

            　記事はさる貴族が密かに人身売買を行っていると伝えています。わたくしがバカンスでユークレッドへ行っていた間に出た記事で、一時、貴族界を騒がせたもののすぐに立ち消えになったとお父様にうかがいました。何でも、記事を書いた記者は行方不明になっており、新聞社もそれ以降、続報を一切出す様子がないとか。

            「……もみ消したんですのね」

            　人身売買は重罪です。王国も遙か昔には奴隷制度なるものがあったそうですが、今は厳重に禁止されています。もしもこの記事に書かれていることが本当であれば、露見した貴族はまず間違いなくお家断絶でしょう。それほどのスキャンダルです。恐らく、後ろめたいことのあるその貴族が人を使って新聞社に圧力を掛けたのでしょう。行方不明の記者は……どうなったか言うまでもありません。

            　記事をよく読めば、その「さる貴族」が誰なのか、大体見当がつきます。一般の貴族では難しいでしょうけれど、わたくしはお金の流れを掌握している財務大臣の息女です。お金の流れは人の流れ、そして情報と権力の流れです。わたくしが持っている知識と記事の内容、そしてフランソワ家の者を使って行った調査を加えれば、事件の概要は何となく分かりました。

            「クレマン＝アシャール侯爵……本当にあなたですの……？」

            　そう。全ての情報が確かならば、事件の首謀者は恐らくクレマン様ということになります。アシャール邸での対面を苦々しく思い出しました。あの貴族至上主義の権化とも言うべき怪物は、こんなおぞましいことに手を出してしまったのでしょうか。

            「家格があれば何をしても許されるとでも……？　名門アシャール家の名が泣きますわよ……？」

            　アシャール家は元々、フランソワ家と並ぶ公爵家でした。ですが、今のクレマン様の代になって侯爵家に格下げになったのです。理由は簡単です。ロセイユ陛下がクレマン様を権力から遠ざけようとなさったからです。

            　ロセイユ陛下の意図は、今ならわたくしにも分かります。貴族政治の腐敗――それを解決したいのです。フランソワ家と違いアシャール家は後ろ暗いことが沢山あったようで、それを追求されないよう蜥蜴の尻尾切りを繰り返した結果、権勢は衰え今や爵位は公爵から侯爵になってしまいました。アシャール家の一派が力を大幅に減じたその一件は、ロセイユ陛下が賢王と称される一因ともなりました。

            「権勢を取り戻そうとしているクレマン様には、色々と悪い噂がついて回りますが……でも、流石にこれは誤解だと思いたいですわ」

            　個人的にクレマン様のことは好きになれません。クレマン様は貴族であるということをはき違えていると思います。でも、同じ貴族として、踏まえるべき最低限の矜恃は共有しているとわたくしは信じたいのでした。

            「それにしても……貴族の腐敗のなんて末期的なこと」

            　話はアシャール侯爵家だけにとどまりません。学院の講義だけでは分かりませんでしたが、多くの識者や論客が今のバウアーにおける貴族政治の問題点を指摘していました。わたくしがそれを知ったのは、学院の外部から取り寄せた様々な書物や新聞記事からでした。いくらロセイユ陛下が現状を打破しようとあがいていらっしゃっても、王立学院はまだまだ貴族のためのもの。そこで行われている教育の内容が保守的に偏るのは必然でした。

            「まさかこれほどまでに酷いなんて」

            　わたくしはお父様という理想の貴族を見て育ったので、貴族は皆、高潔な精神と使命感を持って職責を果たしていると信じ込んでいました。ですが、実際の貴族たちにそのような者たちはもうそれほど残っていないようです。いつだったか、平民運動に関わった学生が言っていた台詞を思い出します。

            　――王侯貴族なんて、平民から税を吸い上げるだけの寄生虫だ、って。

            　今思い出してもはらわたが煮えくり返るような暴言です。でも、現実を直視すれば、彼の言ったことはあながち間違いでもないことが分かってきてしまいます。

            「どうしてこんなことに……」

            　ある学者はこう指摘しています――貴族政治は長く続きすぎた、と。緊張感のない体制は必ず腐敗します。貴族たちは貴族同士で権力争いに明け暮れていたものの、貴族制自体に対立勢力が長らく不在だったために、その理念を忘れてしまったのではないか、というのがその学者の考察でした。ちなみにこの学説を発表した後、その学者は学会から追放されています。今よりももっと貴族の力が強かった前国王の時代の話です。

            「……わたくしの身内は……大丈夫ですわよね……？」

            　ピピのバルリエ家、ロレッタのクグレット家は今のところ悪い噂を聞きません。ですが、バルリエ家は最近、アシャール家との結びつきを強めているようですし、クグレット家に至ってはロレッタ自身がクリストフ様の婚約者です。

            　バルリエ男爵やクグレット伯爵に限って万が一はないと思いますが、力関係でいくらでも在り方を歪められてしまうのが貴族というもの。今のうちにピピやロレッタにひとこと言っておいた方がいいのでは、と思わなくもありません。

            「まさか……お父様も、なんてことはありませんわよね？」

            　尊敬するお父様にこのような疑念を持つこと自体、不敬極まりないことだと分かっています。ですが、平民の貧困について調べれば調べるほど、貴族たちの腐敗について知れば知るほど、わたくし自身の「当たり前」を疑う必要性を感じるのでした。

            　わたくしが暗い気持ちでいると、

            「だ～れだ？」

            「きゃっ!?」

            　脳天気な声と供に、視界が塞がれました。

            「ちょっと、レイ！　何をふざけてますの！」

            「いやぁ、だって。戻りましたよとお声がけしたのに、クレア様ってばくらーい顔してばかりで反応ないんですもん。寂しくて」

            「え……？　あ、そうでしたのね……。それは失礼しましたわ」

            　レイを無視していたのであれば、非礼はわたくしにあります。わたくしは素直に頭を下げました。

            「……ホントにどうしたんですか、クレア様。素直に謝るなんてクレア様らしくもない」

            「ちょっと、それはどういうことですのよ」

            「だって、いつものクレア様だったら――あら、いましたの？　くらいは言いそうじゃないですか」

            「……あなたの中のわたくしはどれだけ傍若無人なんですのよ」

            　とはいえ、否定しきれないのが悔しいところです。

            「ちょっと考え事をしていただけですわ」

            「どんなことですか？」

            「別に何だっていいでしょう」

            「つーれーなーいー！　クレア様、悩みは共有していきましょう。分かち合えば喜びは二倍、悩みは半分になるんですよ？」

            　その言葉は不思議とすとんと胸に納まりました。

            「……上手いこと言いますわね」

            「昔、友人に教わった言葉です」

            「そのご友人にお礼を言わなければなりませんわね。実は――」

            　わたくしは胸につかえていたことをレイに話しました。クレマン様の疑惑からお父様への疑念に至るまで、洗いざらいです。

            「ドル様が腐敗貴族である可能性、ですか」

            「お父様に限ってそんなことはあり得ないと思うのですけれど、それを言ったら他の腐敗貴族たちについてだって、思いもしなかったことでしたわ」

            　わたくしの言葉に、レイはうーんと少し考え込んで、

            「これどう答えるのがいいのかなー。腐敗……腐敗かー。そうと言えばそうかもしれないけど、あれはポーズだしなあ……」

            　と、何やら小さい声でぶつぶつ言い始めました。

            「なに一人でぶつぶつ言っているんですのよ」

            「ああ、すみません。こちらの話です。まあ、ドル様は大丈夫だと思いますよ？」

            「何を根拠に？」

            「そうですねぇ。根拠はクレア様でしょうか」

            「わたくし？」

            　わたくしはレイの言いたいことがよく分からず、先を促しました。

            「クレア様みたいに性根が真っ直ぐな方をお育てになったドル様が、そんな不正を働くような方とは思えません」

            「……」

            「よしんば何かしら人様に言えないようなことをしていたとしても、ドル様の場合は必ず何かしらの理由があってのことだと考えた方がいいと思います」

            「……随分、お父様を高く買っているんですのね？」

            「そりゃあ、共犯……げふんげふん、クレア様のお父様ですから」

            　レイは何か言いかけましたが、結局、そう言ってくれました。

            「……そうですわよね。お父様が私利私欲で何か不正を働くことなんてありえませんわよね」

            「ちなみに私は私利私欲百パーセントでクレア様にお仕えしています」

            「知ってますわよ。お黙り」

            「つれなーい、そこも好きー！」

            　レイはそれからもふざけ倒していましたが、彼女とのやり取りのお陰で迷いが吹っ切れたことも確かです。悔しいですが、レイは非常にいい話し相手なのでした。

            「それにしても、この新聞記事ちょっと妙ですよね」

            「妙？　どこがですの？」

            「だって、ここまで調べ上げているなら、記者や新聞社は下手人がクレマン様だと分かっているのでしょう？　名指しですっぱ抜かないはずがないんです」

            「あ……」

            　言われて見れば、確かに妙です。

            「確たる証拠がなくて、ぼかさざるをえなかったのではなくて？」

            「それなら確たる証拠が出るまで記事自体を出しませんよ。貴族が幅を利かせている王国において、こういう記事は一撃で相手を仕留めないと自分たちがやられます」

            「……なるほど」

            　実際、記者が行方不明になっていることからも、レイの推論は裏付けられていました。

            「ならあなたは、この記事のことをどう思って？」

            「うーん、今の段階ではなんとも。でも何となく、この記事自体が作られたものっていう感じがしますね」

            「作られたもの……」

            　意図は分からないですけれどね、とレイは付け足しました。

            「まあ、分からないことをいくら考えても仕方ないです。まずは着実に出来ることから始めましょうよ」

            「そうですわね。教会へは？」

            「ええ、先触れを出しておきました。明日辺り、訪ねてみましょう」

            「よくってよ」

            　わたくしはわたくしに出来ることをするしかありません。無闇に思い悩むよりも、まずは行動です。

            「……わたくし、あなたに似てきたかも知れませんわね」

            「へ？」

            「何でもありませんわよ」

            　レイは呆けたような顔をしていましたが、その間抜け面があんまりにも安心する――なんてことは、悔しいので本人には絶対に言えないのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　古バウアー王朝形式の荘厳な彫刻がなされた石造りの門をくぐり、レイとわたくしはそこに足を踏み入れました。建物の中をランプと燭台の明かりが煌々と照らし出しています。白い壁はバウアーのあちこちにある治療院とも似ていますが、ここの壁の風合いから積み重なった歴史を感じます。

            　わたくしたちがやって来たのはバウアー大聖堂です。精霊教会は世界各地に支部がありますが、本部はここバウアーの王都にあります。精霊教以外の宗教も一応存在しますが、その多くも精霊教から枝分かれしたものなので、純粋な異教というのはごくわずかです。

            　多くの人から信仰を集める宗教の総本山ということで、建物はとても立派です。バウアーの王宮には流石に及びませんが、わたくしの実家よりも大きいでしょう。清貧を旨とする精霊教の中においてすらこの規模なのですから、精霊教会の権勢がどれほどなのかが窺い知れるというものです。

            　さて、いつまでも観光気分ではいられません。わたくしたちは目的があって来たのですから。

            「来てみたはいいものの、どこで話を聞けばいいのかしら」

            「あ、それなら受付に言えば係の方が応対して下さるそうですよ？」

            　先触れを出した時に教えて貰いました、とレイが言います。全くもう、分かっていませんわね。

            「正規の手順では教会の聞かせたい話を聞かされるだけですわよ。わたくしが知りたいのは、生の教会の姿ですの」

            　そう言うと、わたくしは受付を通り過ぎて奥へと進みました。レイが慌てて追いかけてきます。

            「そうは仰いますが、それならどうなさるんですか？　教会内にも書物の類いはあるでしょうが、勝手に閲覧できるとも思えませんよ？」

            「別に書物に頼る必要はありませんわ。その辺にいる人に話を聞けばよいのです。あ、ちょっと、そこのあなた――」

            　入り口を過ぎて礼拝堂に出ると、わたくしはそこで祈りを捧げている修道女に声を掛けました。その小さな肩がびくりと震えます。

            「!?　な、なんでしょうか……？」

            　修道女は急に声を掛けられて驚いたのか、どこか齧歯類を思わせるような怯えた表情で答えました。黒いウィンプルに銀髪に赤い瞳を隠した、なかなかの美少女です。

            「ちょっとこの教会のことについて伺いたいんですの。お時間はありまして？」

            「あ……え、えっと……今は礼拝の時間ですので……」

            「それなら、終わるまで待ちますわ」

            　わたくしは修道女の隣に座ると、礼拝堂の中を観察しながら時間を潰すことにしました。その過程で、レイがやれやれという顔をしながら隣に腰を下ろすのが見えました。なんですのよ。

            「え、えっと……その……」

            「なんですの」

            「ひぅ！　ご、ごめんなさい……」

            　修道女が何かを言いかけたのでわたくしが先を促すと、彼女は首をすくめてそう言いました。

            「別にあなた何も悪いことしてないじゃありませんの」

            「……す、すみません」

            「ほらまた。とにかく、お祈りを済ませてちょうだいな。わたくしたちはここで待たせて頂きますわ」

            「……は……はい……」

            　修道女は、一瞬ちらりとレイ方を見ました。レイは無言で首を振ります。だから何なんですのよ。

            「……」

            　お祈りを再開した修道女は最初こそわたくしたちのことを気にしていましたが、次第に祈ることに集中し始めたようでした。先ほどまでの小動物めいたおびえは影を潜め、ひたむきに祈るその姿はなかなかに神秘的と言えます。

            


        






        





            　それはいいのですけれど、レイ、あなたねぇ。

            「何を見とれていますの」

            　確かにこの修道女は可憐で愛らしいですが、よりによってわたくしが隣にいる時にそんな視線を送るなんて。

            「いえ、別に見とれては……はっ!?　ジェラシーですか!?　クレア様、ジェラりました!?」

            「何を言っていますのよ!?　別にジェラってませんわよ！　っていうか、ジェラるってなんですのよ!?」

            　またレイが世迷い言を言い始めたので、わたくしがそれを咎めていると、

            「礼拝堂では静かにしろ、タコ」

            　と、少女に暴言で注意されました。わたくしは耳を疑いましたが、今のセリフは確実に隣の少女から聞こえてきました。

            「えっと……？」

            「あっ！　そ、その……ごめんなさい……！　リリィ、時々変な口調が混ざってしまうことがあって……」

            　リリィと名乗ったその修道女は、レイの戸惑いに慌てて弁解しました。変な口調というか、完全に罵倒だった気がしますけれど……。

            　それにしても、リリィ……？

            「リリィ……？　どこかで聞いたことがあるような……。まあいいですわ。それで、お祈りは終わりましたの？」

            「は、はい。お待たせしました」

            　リリィは居住まいを正しました。

            「わたくし、教会の制度について伺いたいんですの。最初は概略で結構ですので、お話しして頂ける？」

            「きょ、教会の……制度、ですか？　それでしたら、受付から広報担当に言って頂ければ……」

            「わたくしが知りたいのは教会が見せたい教会の姿ではなく、現状の問題点も含めた生の教会の姿ですのよ」

            「は、はあ……？」

            　リリィは戸惑うような表情をしています。わたくしの意図が分からないようでした。

            「私からもお願いします。クレア様は平民の貧困をどうにかしたいと考えておいでなのです」

            「ひ、貧困を……？」

            「はい。そのためには、教会の仕組みが手がかりになるのでは、と」

            「……な、なるほど、それは確かに一理ありそうですね。リリィでよろしければお力になりたいと思います。ところで――」

            　レイのかみ砕いた説明にようやく納得の色を見せたリリィは、今度はレイをまじまじと見つめました。

            「リ、リリィはどこかであなたにお目に掛かったことがありますか……？」

            「実は私も、リリィさんとはどこかでお会いしたことがある気がするんですよね」

            　などと言い合う二人を、わたくしはイライラしながら見守っていましたが、とうとうこらえきれずに、

            「……使い古された口説き文句ですわね」

            　と言ってしまいました。

            「!?　ち、違います！　リリィはそんなつもりでは決して……！」

            「そうですよ。私にはクレア様しか見えていませんよ？　あ、ジェラりました？　今度こそジェラりましたよね？」

            「ジェラってませんわよ!?　だからいい加減、そのどこの言葉だか分からない言葉を言うのはやめて下さらない!?」

            　再びの軽口にまた抗弁していると、

            「だから礼拝堂では静かにって言ってんだろ、ボケナス」

            「……」

            「……」

            「あわわわ……す、すみません……」

            　再びの罵倒。どう考えてもうっかりのレベルを超えていますが、本人に悪気はないようです。

            「リリィ様、どうされました？」

            　通りかかった身なりのいい年配の男性が、わたくしたちの様子を見て声を掛けてきました。

            　リリィ……様？

            「あ、ローナ司教。こちらの方が教会について知りたいと仰るので、お話しさせて頂こうと思っていました」

            「そのような雑事は、リリィ様のなさることではありません」

            「で、でも、貴族の方……それも財務大臣のご息女に興味を持って頂けることなんて、滅多にありませんし」

            　そこまで聞いて、わたくしはようやく気がつきました。サーラス宰相と同じ髪、同じ瞳の色。一般の修道女とは違う刺繍を施された修道服。そしてリリィという名前。

            　彼女は――。

            「も、申し遅れました。リリィの名前はリリィ＝リリウム。バウアー王国宰相サーラス＝リリウムの娘にして、精霊教会の枢機卿をさせて頂いております」

            


        



            幕間・孤独な戦いの終わり（リリィ＝リリウム）

            　

            　

            　教会の貧困対策や経済体としての特徴を一通り話したところで、レイさんが席を立ちました。

            　リリィはしばらくクレア様と雑談をしていたのですが、クレア様のお茶が切れてしまったのになかなかおかわりが出てこないので、給仕担当者の様子を見に行こうとリリィも席を立ちました。

            「リリィ様、今度は財務大臣のご息女ですって」

            「いやね……汚らわしい」

            　そして給仕担当の修道女たちを見つけたのですが、耳に入ってきた会話の切れ端から内容を察して、とっさに物陰に隠れてしまいました。

            「やっぱり、リリィ様が同性愛者というのは本当なんですね」

            「ユー様という婚約者がありながら、不潔なことだわ」

            　やっぱり、と思いました。こうして陰口を叩かれるのはいつものことです。リリィの歳で枢機卿などという高い位についているのは異例中の異例ですから、やっかみを込めて色々なことを言われます。その中でも多いのが、リリィの好きになる相手の性別についてでした。

            　リリィは何故か同性にばかり惹かれます。自分でも異常だと分かっているのですが……。まだ一介の修道女だった時、我慢しきれずに年上の司祭に告白したことがありました。結果は――思い出したくもありません。その日以来、リリィは異端として針のむしろのような生活を送っています。

            「変態的な性癖を持っていても、宰相様の息女というだけで枢機卿になれるんだから、いいわよね」

            「それだけじゃないらしいですよ。なんでも次期教皇を期待する声もあるとか」

            「教会の権威が汚れるわ」

            　彼女たちの言うことは全て正しいとは思いませんが、その何割かは正せい鵠こくを射ています。お父様という存在がなければ、リリィの歳で枢機卿になることは不可能だったでしょう。リリィの恋愛観が教会の価値観にそぐわないのも確かです。彼女たちが眉をひそめるのも、仕方ないことなのだと思いました。

            　――そう、思っていたのに。

            「それはあんまりにも一方的過ぎやしませんか」

            　彼女たちの話を遮ったのは、レイさんでした。

            「えっと、あなたは……？」

            「クレア様のお側仕えの方ですよね？　何か？」

            　修道女たちは訝いぶかるような表情を浮かべて、レイさんを見ました。その顔に悪びれる様子はありません。

            「同性愛はそんなにいけないことですか？」

            「えっと……」

            「少なくとも、自然なことではないと思いますけど」

            　誤魔化すのは無理と悟ったのか、レイの真正面な問いに対して一人は言葉を濁し、もう一人は一般論で応じました。言葉を濁した一人はもう一人に対して「やめなよ」などと言っていますが、もう一人の方は飽くまで持論を覆すつもりがないようです。

            　それも仕方のないことかも知れません。修道女の社会的地位は決して低くないからです。少なくとも貴族の側仕えをする平民よりはずっと高いと言えます。修道女の中には、政争に敗れた貴族の息女だったものさえいます。彼女たちが一介のメイドに遠慮する理由はないのでした。

            「自然、とは？」

            「だって、同性愛のカップルからは子どもが生まれないじゃありませんか。非生産的ですよ」

            　リリィはこれを言われると反論を思いつきません。異性同士であれば子を残し、子孫繁栄や種の拡大に資しすることが出来ますが、同性愛者はそうは行きません。お互いのことしか考えていない、身勝手な恋愛の形と言われても仕方がないと思っていました。

            　ところが――。

            「子どもを産むことが正当な愛の条件であるなら、子どもを産めない異性愛のカップルもダメということになりますね？」

            「それは……」

            「そもそも、自然であることが正しい、ということであるならば、あなたは病気になったとき医学のお世話にならないのですか？　医学だって厳密な意味では自然な状態から外れていますが」

            　レイさんの発言は、リリィにとって思いもよらないことでした。愛の条件とは何か、そんな視点で自分の恋愛観を考えたことはなかったからです。そして、生産性という観点では異性愛のカップルをも否定しかねないというレイさんの指摘は、確かにと納得出来るものでした。

            　また、自然であるということの定義についても目から鱗が落ちる思いでした。異論はもちろんあるでしょうけれど、確かに誰もが病にかかる以上、病苦は人間にとって自然なことだと言えます。それを人為的な行為によって「治す」ことは自然と言えるのか、とレイさんは言うのです。それは治療院という事業を行っている教会を否定するも同然のことでした。

            　あんな形で反論されるとは思わなかったのでしょう。レイさんに反論した修道女は顔を赤くして言葉につまってしまいました。

            「詭弁を……！」

            「どこが詭弁なのか具体的に仰って下さい。そうでなければ、あなたの主張は感情論に過ぎないと判断します」

            「どんなにもっともらしいことを言っても、同性愛は普通ではありませんしごく少数の異端です！　自分たちが普通でないことを弁えるべきです」

            　これもリリィには反論出来ないことでした。どれだけ綺麗事を並べても、同性愛者はごく少数の異端です。そんなリリィたちに、大多数である異性愛者たちに対して何か言う大義名分があるのでしょうか。

            「同性愛者が異性愛者に比べて数が少ないことは認めます。ですが、だからなんです？　数が少ないことはいけないことですか？」

            「それが普通でない証拠でしょう」

            「数が多ければそれは確かに『普通』でしょうが、では数的な意味で『普通』でないことのどこがいけないのかとうかがっているのです」

            「それは……だって……」

            「ご自分の性的指向がたまたま多数派であったからといって、それがそのまま少数派を攻撃していいことにはなりません。それは単なる数の暴力であって正義ではありません」

            「くっ……」

            　レイさんはこれについても明確に反論して見せました。数で勝るというだけで、数で劣る者たちを攻撃していい理由はない、と。リリィはいっそ清々しい気持ちでレイさんの論理展開を聞いていました。

            「理屈はどうでもいいわ！　気持ち悪いのよ！」

            「結局、そこですよね。生理的な嫌悪感なんです。自分たちには理解出来ない。理解したくない。だから攻撃する」

            「それのどこがいけないのよ!?」

            「いいですか、それこそを差別というんです。教会の教えは、精霊神の下の平等を謳っているのではなかったのですか？　あなたの価値観は、教義に反してはいませんか？」

            「！」

            　今度の反論は、明確にその修道女をたじろがせました。信仰に篤あつい修道女ほど、その教義から外れることを恐れます。精霊神の下の平等は教会の根本理念の一つです。敬虔な精霊教徒である彼女にとって、そこを否定されることは耐え難いはずでした。

            　恐らく、レイさんはそのまま彼女を言い負かすことも出来たのでしょう。ですが、彼女は別の選択肢を採りました。

            「私はあなたを論破したり貶めたりしたい訳ではありません。同性愛者に対する偏見から自由になって頂きたいだけです」

            「……」

            「理解しろとはいいません。でも、せめて否定せずに尊重して頂けませんか？」

            「……あなた自身も同性愛者なの……？」

            「はい」

            　レイさんは譲歩する姿勢を見せました。相手を否定するのではなく、尊重を求めました。もしもあのまま物別れに終わっていたら、あの修道女の中には不満が残っただけだったでしょう。レイさんはそうはしなかったのです。

            　レイさんと議論していた修道女は、やがて攻撃的な色を収めて歩み寄る姿勢を見せました。彼女は決して悪人ではないのです。彼女のような考え方はこの世界の多くの人が共有している一般論なのですから。

            「すぐには……無理。でも、あなたが言いたいことは一応、理解出来た。考えてみるわ。反論を思いついたら、またぶつけるかもしれないけど」

            「ありがとうございます。十分です」

            　修道女はまるで苦いものを飲み込むような表情でそう言うと、もう一人の修道女を連れて去って行きました。一連の出来事を、リリィは呆然と眺めていることしか出来ませんでした。

            　レイさんがこちらに気がついたようで、視線をこちらに向けると、直後にぎょっとしたような表情をしました。

            「ど、どうなさいました、リリィ様!?」

            　リリィは知らない間に泣いていました。初めて……初めて、リリィの抱えていた苦悩を理解し、肯定してくれる人と出会いました。

            　リリィは信仰に生きる者です。リリィにとって信仰は絶対でした。そしてその絶対的なものから、リリィは毎日否定され続けてきたのです。

            　その孤独な戦いを肯定してくれる人と、リリィは出会いました。

            「……ます」

            「はい？」

            「ありがとう……ございます……」

            　気がつくと、リリィはレイさんの胸に飛び込んでいました。レイさんが慌てて抱き留めてくれます。リリィより背の高いレイさんの体は、包み込むような安心感がありました。

            「……今まで自分の恋愛感情を罪だと思っていました……それをあんな風に……」

            　途切れ途切れにしか、声になりません。レイさんが言ってくれた言葉の数々を、リリィがどれだけ渇望していたか。今のやりとりに、リリィがどれほど救われたか。それを言いたいのに、涙で震える喉は言葉をなかなか紡げません。

            「リ、リリィの気持ちを肯定して下さったのは……レイさんが初めてです。自分の考えを堂々と発言なさるレイさんは、とってもかっこよかったです……」

            　やっとのことでそれだけ言うと、リリィは涙に濡れる目でレイさんを見上げました。レイさんは驚いたような顔をしていました。でも、そんな顔もとても魅力的です。

            　リリィはこれは運命だと思いました。

            「リリィはレイさんに恋をしてしまったかもしれません」

            　リリィがそれを口にすると同時に、すぐ側で何かが落ちる音がしました。でも、リリィにはどうでもいいことです。

            　この人を離してはいけない。

            　それだけが、リリィの頭の中を占めていました。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



            幕間・謀議（ピピ＝バルリエ）

            　

            　

            　バカンスもそろそろ終わりという頃のある日。部屋にアシャール侯爵夫人――キャロル様を招いてヴァイオリンの練習をしていると、誰かが屋敷のベルを鳴らした。

            「誰かしら」

            「あら、きっとクリストフだわ。パトリス様に何かお話があると言っていたもの」

            「お父様に、ですか？」

            　ベルの音で中断させられたので、少し休憩にしましょうとキャロル様が言った。私は汗を拭いて香水を身に纏ってから部屋を出て階段を下りた。

            「……正解」

            　キャロル様が言うとおり、そこにいたのはクリストフ様だった。アシャール侯爵家のご嫡男で、ロレッタの婚約者でもある。私にとっては恋敵に当たるわけだが、それ以外に接点はない。

            　バルリエ家が所属するフランソワ家の派閥とアシャール家の派閥は仲が悪い。キャロル様だって昔のよしみがなければ、こうして教えを請うことは出来なかったはずだ。そんなクリストフ様がどうしてこのバルリエ家に？

            「お父様……いくら相手が格上の貴族だからって、あんなにペコペコしなくてもいいのに」

            　クリストフ様を迎えるお父様はひたすら平身低頭していて、見ていてあまり気分の良いものではない。もちろん、お父様だって好きでそうしている訳ではなく、この厳しい貴族社会で生き抜いていくための処世術だということは私にも分かっている。分かっていても、嫌なものは嫌なのだ。

            「……部屋に戻ろう」

            　ヴァイオリンに集中していれば、こんな嫌な気持ちはすぐに晴れると思い、私は踵きびすを返そうとした。

            　しかし――。

            「この件は、ドル様にはくれぐれも内密にお願いします」

            　お父様のその一言は、私の興味を引くのに十分なものだった。既に述べた通り、我がバルリエ家はクレア様のご実家であるフランソワ家の派閥に属している。派閥である以上その中に上下関係が生じるのは仕方のないことだが、バルリエ家がフランソワ家から受けている恩はそれを補ってあまりある。

            　そんなフランソワ家の頭領であるドル様に、お父様が隠し事を……？

            　お父様はクリストフ様を連れて奥の応接室へと入っていった。応接室は貴族同士の密談に使われるため、聞き耳を立てることも出来ない。

            　――そう、普通であれば、だ。

            「お父様、ごめんなさい。でも私、心配なの」

            　私は応接室の隣にある書庫に入ると鍵を閉め、応接室のある方の壁に向かって手を突いた。神経を集中し、魔力を壁に走らせる。

            「聞かせてテルミー」

            　壁を満たした魔力はそのまま向こう側へと浸蝕し、応接室の空気をも満たす。しばらくすると、私の耳に話し声が聞こえてきた。

            『これ以上は無理です。ドル様に気付かれます』

            　まず聞こえてきたのはお父様の声だった。私が今使ったのはミシャとの特訓で使えるようになった風属性魔法だ。空気の伝播を利用して、広範囲の音を拾うことが出来る。魔法的な防御がなされている場合は無理だが、今回のように部屋自体が物理的に遮音されているような場合には効果的な魔法だった。

            　聞こえて来る切羽詰まったような震え混じりの声色は、普段の朗らかなお父様からは考えられなかった。

            『ふむ……では、どうします？　今さら降りられるとでも？』

            　対するクリストフ様の声は落ち着き払ったものだった。落ち着きすぎていて、冷たく聞こえるほど。二人は一体何の話をしているのだろう。

            『私だって救えるものは救いたい！　でも、人身売買が行われているのは私の領地です！　このままではバルリエ家は破滅です！』

            　私は耳を疑った。人身売買ですって!?　しかもバルリエ家の領地内で!?

            『パトリス様、落ち着いて下さい。まだ事は明らかになっていない。もう暫くは大丈夫です』

            『大丈夫なものですか！　クリストフ様だってご存知でしょう？　近々、ロセイユ陛下自ら、貴族たちに監査を入れるとのもっぱらの噂です！』

            『噂は噂ですよ』

            『でも、それがもし事実だったらどうします!?　バルリエ家はもちろん、アシャール家だってただじゃすみませんよ!?』

            　会話を盗み聞きしながら、私は壁に当てた手が震えるのを感じた。私は一体、何を聞いているのだろう。ひょっとしたら、知らないうちにバルリエ家は大変なことになっているのではないだろうか。

            『監査が入っても、私たちの元にたどり着くのはずっと先でしょう。実際に事を行っているのは精霊教会なのですから』

            　精霊教会までが……!?　私は親の世代ほど精霊教会に対して敬愛の念がなく信仰心もそれほどない方だが、それでも教会が何かの悪事に荷担しているというのは衝撃的だった。もしかして、私はとんでもない悪事の一旦を覗き見てしまったのではないだろうか。

            『クレマン様は何と仰っているのですか？』

            『何も。父はいつもそうです。何も言わず、ただそこにいるだけ。父の顔色を窺って忖度した者たちが動き、いざとなれば切り捨てられる』

            『……私もそうだということですか』

            『私もね』

            　どうしよう。どうしよう。これは私一人にどうにか出来そうな問題じゃない。誰かに相談しなきゃ。

            　でも、誰に？

            　真っ先に思い浮かぶのはクレア様だ。クレア様なら信頼出来る。派閥の道義的にも、クレア様に相談するのは道理に適っている。でも、クレア様に相談すれば、ドル様に知られるのも時間の問題だろう。

            　そうなったとき、果たしてドル様は我が家を――お父様を守ってくれるだろうか。何しろ、先に裏切ったのは恐らくお父様の方だ。ドル様は寛大な方だが、自らの敵には容赦がない。そして、ドル様を敵に回して生き残った貴族はこれまでにほとんど存在しないのだ。

            『他に……相談出来る人は……』

            　脳裏にロレッタの顔が浮かんだ。ロレッタは親友だ。彼女ならきっと私の相談を無下にはしないだろう。

            　本来であれば。

            　でも、ロレッタはクリストフ様の婚約者だということを忘れてはいけない。彼女の思い人はクリストフ様でないことは明らかだが、この際個人の思いはあまり関係がない。

            　婚約は家と家との約束事だ。いくらロレッタが私の力になってくれようとしても、クグレット家がそれを許すかどうかは別問題だ。最悪、今は何も知らないロレッタを巻き込むだけ、なんていう可能性すらある。

            『いいですか、パトリス様。我々に出来ることは時期を待つことです。それは今ではありませんが、私の見立ててではそう遠くないはずです』

            『……その言葉、信じていいのでしょうか』

            『信じて頂くしかありません。私にとっても、これは命がけの仕事です』

            　クリストフ様の声は先ほどから八分の一音ほども揺らぎがない。いつも穏やかに微笑んでいたあの顔が、今は恐ろしくて仕方がなかった。

            　隣の部屋の扉が開く音が聞こえた。どうやら話は終わりのようだった。私は息を殺して二人が書庫の前を通り過ぎるのを待った。手はまだ震えが止まらない。

            「どうしよう……どうしよう……」

            　思考がまとまらず、呼吸が乱れる。とてもレッスンどころではない。私はお父様たちに気付かれないようにそっと部屋に戻ると、キャロル様はヴァイオリンの手入れをしていた。

            「そろそろ再開しましょうか……どうしたの？　お顔が真っ青よ？」

            「キャロル様、申し訳ないのですが、レッスンを中断して頂けないでしょうか」

            「体調が悪そうね。もちろんよ。すぐに人を呼ぶわね」

            「申し訳ございません」

            　キャロル様の目にも私の顔色が悪いことは明らかだったようで、快く中断を受け入れてくれたばかりか、私のことを大層心配してくれた。その表情に嘘はないように思えた。

            　いや、思いたいだけかもしれない。キャロル様もアシャール家の一族だ。もしもアシャール家がバルリエ家と一緒に何か後ろ暗いことをしているならば、アシャール夫人であるキャロル様だって何か知っているのかも知れない。

            　唐突に知ることになった謀議のせいで、私はほとんど疑心暗鬼になっていた。

            （誰か……誰か助けて……！）

            　誰にも届かないその声は、ただ私の胸の内で虚しくこだまするだけだった。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　

            　レイの初恋の話はなかなかに衝撃的でした。

            　コサキという子に恋をしたこと。

            　同性に恋をしてしまった自分を認められなかったこと。

            　シイコという子に出会って、そんな自分を認められるようになったこと。

            　コサキに告白するも、ミサキにバレて迫害されたこと。

            　仲間だと思っていたシイコも、実は自らの思いのためにレイを陥れようとしていたこと。

            　学校を休むようになったこと。

            　両親はレイを理解しようと努めてくれたこと。

            　最終的にはレイは立ち直ったこと。

            　そんな内容を、レイはかいつまんで話してくれました。

            　いつもあっけらかんとしていて、怖い物など何もないというような顔をしているレイに、そんな辛い過去があったなんて。初恋は実らないものとはいいますが、いくらなんでもこれは酷いと思いました。

            「ずいぶんと酷い方たちですわね。ムカムカしてきましたわ。焼きましょう。レイ、その者たちのところに案内なさい」

            「お、お供しますクレア様」

            　ミサキとかいう女は言わずもがな、告げ口したコサキもレイを陥れたシイコも、わたくしには同罪に思えました。リリィ枢機卿も気持ちは同じだったのか、わたくしの言葉に同調してくれました。

            「まあまあ。あの頃は美咲も家庭が荒れていたみたいでしょうがなかったんです。それに卒業した後に再会しまして、今では一緒にツチノコを探しに行く仲になりました」

            「ツチノコ？」

            「ああ、すみません。ＵＭＡです」

            「ゆ、ゆーま？」

            「ああ、すみません。忘れて下さい」

            　またレイが何やらよく分からないことを言い出しましたわ。

            「ともかく、あの時はホント、色々と複雑な事情がごっちゃごちゃだったんです」

            「何も複雑じゃないじゃないですの。そのミサキとかいう女が全ての元凶ですわ」

            　コサキやシイコにも問題を深くした責任があるとは思いますが、元凶は間違いなくミサキのはずです。

            「それが、そうでもなくて」

            「ど、どういうことですか？」

            　ところが、レイは意外なことを言い出しました。

            「さっき言った家庭の事情に加えて、美咲は詩子のことが好きだったんです。でも、そのことを自分で認められなくて」

            「そ、そうなんですの？」

            「はい。私をハブったのは、詩子を取られると思ったからですね」

            「う、うわー……三角関係ってやつですか」

            　恋愛小説や戯曲の中だけじゃありませんのね、そういうのって。などと思っていたら、

            「いえ、四角関係です」

            「どういうことですの？」

            「小咲は美咲のことが好きだったんですよ」

            「こ、こんがらがってきました……」

            　レイによると、つまりこういうことのようです。

            　

            　美咲→詩子

            　↑　　↓

            　小咲←零

            　

            　レイが紙とペンを借りて図式化してくれました。

            「ドロッドロですわね」

            「そ、そうですね」

            「まあ、みんな若かったんですよね……」

            「あなたまだ十代半ばですわよね？」

            「そんな時もありましたねぇ」

            「現在進行形でしょう!?」

            　なに遠い目をしてますのよ。

            「とにかく、その三人とはその後全員仲直りしました。一番笑ったのは小咲の本性を知った時ですね」

            「コ、コサキさんにも何かあるんですか……？」

            「はい。当時は小動物とか天使とか思ってた小咲なんですが、実は一番の性悪だったんではないかという話になりまして」

            　あれは面白かったなあなどと述じゆつ懐かいするレイ。

            「わたくしには何となく分かりますわ。コサキは自分が一番可愛いタイプでしょう？」

            「クレア様、大正解です」

            　コサキのようなタイプはよくいます。厳密にはコサキのような見かけのタイプは、ですが。

            　小動物めいた雰囲気？　はにかむような笑顔？　控えめな性格？　争い事が嫌いな平和主義？　実際にはほんっっっとうに少ないですわよ、そんな女性。そういう擬態をする女は大抵、自分の思うとおりに相手から見くびられていたいだけですわ。そうして手のひらで相手を転がして自分の都合のいいように話を運んでいくんですの。地方から出て来たばかりの若い男性貴族が、中央に来て最初に浴びる洗礼でもありますわ。

            「結局、小咲は美咲とくっつきました。あ、美×小じゃなくて小×美です」

            「あなたは何を訳の分からないことを言っていますの」

            「訳が分からないとは何ですか！　カップリングの左右は重要でしょう！」

            「り、理不尽に怒られましたわ……」

            　理由は分かりませんが、レイにとってその順番はとても大切なことのようです。本当に意味が分かりませんけれど、彼女が真剣なのでわたくしはそれ以上何も言いませんでした。

            「まあ、これが私の初恋の話です。つまらなかったでしょう？」

            「そうでもないですわ」

            「え、ええ。とっても参考になりました」

            「そうですか？」

            　そんな過去の一つもあれば、誰だって性格が歪むでしょう。レイのひねくれた性格も、そんな悲しい過去がなせる業なのだと思うと少しは許せる気がしました。

            「ずいぶん、苦労したんですのね」

            「そうでも。今となっては笑い話です。どうですか、リリィ様。幻滅しました？」

            「い、いえ。むしろ一層好きになりました」

            「あるぇー？」

            　むしろ今の話は口説き文句に使えるくらいじゃないですの、とわたくしは思いました。

            「とにかく、初恋は実らないものですし、同性愛者の恋愛は失恋がデフォなので、打たれ強さが大切です」

            「う、打たれ強さ、ですか」

            「はい。お陰で私はクレア様のつれない態度でもご飯三杯はいけるほどになりました」

            「レイはちょっと図太すぎると思うんですのよ!?」

            　さっき許せる気がすると言ったのは取り消しますわ。やっぱりレイはもう少し素直になって、奇妙奇天烈な言動を何とかするべきです。

            「クレア様の初恋は、マナリア様だったんですよね？」

            「ち、違いますわよ！　あれは……その、お姉様があまりに素敵でいらしたので、勘違いをしたというか」

            「まあ、今は私ですもんね」

            「……レイ、調子にのっているとクビにしますわよ？」

            「ごめんなさい」

            　わたくしが咎めると、レイは素直に謝罪を述べました。

            「そういえば、どうしてこんな話になったんでしたっけ？」

            「わたくしたち、平民の貧しさを解決しようと教会に来たのでしたわね……」

            「ま、まあ、たまには脱線もいいじゃないですか」

            　ふと我に返ったレイとわたくしを、リリィ様がとりなしてくれました。

            「さ、先ほどのレイさんのお話に通じるものがありますが、理想と現実って違いますよね」

            「どういうことですか？」

            「きょ、教会も貧富の差は無くなって欲しいと考えていますし、こうするべきだという理想像はいくつかあります。でも、実際にそれが上手く機能するかというと、それは疑問と言わざるをえません」

            「？　詳しく説明して頂けませんこと？」

            「せ、政治は、キレイごとでは済まない、というお話です」

            　似たような台詞を、お父様がよく口にしています。わたくしもここ最近までそう思っていました。でも、かつてお母様が言っていたのです。理想から現実へ逃げるな――と。今のわたくしはその間で揺れ動いているように思えます。それだけに、リリィ枢機卿の話は耳を傾ける価値があるように思えました。

            「り、理屈として正しくても、政治は現実で機能しなかったら意味がありません。そして、多くの場合、現実とは理不尽なものです」

            　その若さで一体どんな経験をしたのでしょう。リリィ枢機卿の言葉には、年齢以上の重みを感じました。

            「リ、リリィはもう、政治はなるようにしかならないと思ってしまっています。教会は政治とは一線を画すことにしていますし」

            「またぶっちゃけましたね」

            「でもそれでは！」

            　諦めともとれるリリィ枢機卿の話に、わたくしは声を荒らげてしまいました。

            「それでは……民が報われません。わたくしは、理想を失いたくないですわ」

            　現実はきれい事では済みません。でも、理想から現実に逃げたくないのです。ならば、どうすればいいのでしょう。

            「それなら、理想を追い続けるしかありません。理想を唱える者は、常に自らがそれを実現していかなければ」

            「レイ……」

            「クレア様お一人ではないのです。私も微力ながらお供致します」

            「ありがとう」

            　と、わたくしたちがちょっといい雰囲気になったのですが、

            「いちゃつくならよそでやれよ、カス」

            「「……」」

            「……ほ、本当にわざとじゃないんです、信じて下さい！」

            「いやまあ、信じますけど」

            　嘘と言われても当惑するほどの罵倒癖ですわね。

            「それにしても、リリィ枢機卿にはすっかりお世話になってしまいましたわね。何かお礼が出来ればいいのですが」

            「そ、そんな！　リリィはクレア様に教会のことを知って頂けるだけで……」

            「例えば、今、リリィ様が一番困っていらっしゃることはなんですか？」

            　レイがなんとはなしに訊いてみました。

            「こ、困っていること、ですか？」

            「はい。私たちも力になって頂いたのですから、逆にリリィ様のお力になれればと思いまして」

            「ふふ、嬉しいです」

            「そこ、いい空気出さない」

            　わたくしだって暴言吐きたくなることあるんですのよ？

            「そ、そうですね……。私は今、とある病気の研究をしています。異性病というのですが……」

            「ああ、性別が入れ替わってしまうっていうあれですね」

            　その病はわたくしも聞いたことがありました。確か罹り患かんすると性別が反転してしまう病です。

            「確か、教会が保存する月の涙という祭器の力で、効果が軽減・あるいは消滅するはずですよ」

            「つ、月の涙をご存じなんですか!?　教会の特一級秘匿事項ですよ!?」

            「あ」

            　うっかり、と言った様子でレイは口を押さえました。もうわたくしはいい加減慣れてきたので驚きませんでした。いえ、いつかは問い質してやろうと思ってはいるんですけれどね。

            「ど、どこで月の涙のことを!?」

            「あー、えーと……。ユー様に教えて頂きました」

            「そ、そんなはずがありません。ユー様が異性病の解決策をご存じなら、ご自分の身体のことなんてとっくに――。あ！」

            　今度はリリィ枢機卿が口を塞ぐ番でした。なんですって？

            「リリィ枢機卿。今、なんと？」

            「あばばば……」

            「ユー様、異性病なんですか？」

            　レイとわたくしが問い詰めると、リリィ枢機卿はやがて諦めたように嘆たん息そくして、

            「レ、レイさんは異性病の解決策をご存じのようですからお話ししますけれど、くれぐれも他言無用にお願いします。口外したら、命が危ないと思って下さい」

            「分かりましたわ」

            「はい」

            　物騒な前置きでしたが、レイもわたくしも頷きました。観念したリリィ枢機卿は、ぽつぽつと話し始めました。

            「じ、実は――」

            　簡単に言えば――。

            　ユー様は女性だったのです。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「……」

            「あむあむ……。クレアちゃん、レイちゃんとケンカでもしたのー？」

            　ユー様の事実を知ってから数日、悶々とした日々を過ごしていましたが、それに彼女が気が付かない筈もなく。カトリーヌはそんな言葉をかけてきました。今日もまたお気に入りのリコリスの飴を舐めているようです。

            　時刻は夜。いつものように部屋の灯りは落とされ、暗闇の中で二人お喋りに興じています。

            「違いますわよ？」

            「ホントにホントー？　話なら聞くよー？」

            「本当にレイのことじゃありませんわ」

            「じゃあ誰のことなのー？」

            「ちょっとユー様のお身体に関することでね。気にしないでちょうだい」

            「……あ、もしかして秘密知っちゃった？」

            「え？」

            　もしかして。

            「カトリーヌ。あなた知っていましたの？」

            「うん」

            　カトリーヌはあっけらかんと認めました。

            「ユール家と同じく、アシャール家もユー様の秘密を守る協力をしてたからー」

            「そうだったんですの」

            　要はカトリーヌはミシャと同じ立場だったということです。

            「もっとも、アシャール家の場合は善意からじゃなくて、ユー様の一派に睨みを利かせるために、無理矢理秘密を暴いたんだけどねー」

            「なるほど、実にクレマン様らしいやり方ですわね」

            　クレマン様は一体、どれだけあちこちにその策謀の範囲を広げているのでしょう。権謀術数は貴族の常ですが、あまり手を広げすぎると思わぬ所で足をすくわれるものです。もっとも、それで転けたことがないからこそのクレマン様なのかもしれませんが。

            「なら何も隠さずに話せますわね。とりあえず、ここ数日は色々なことがありましたわ」

            「恋のライバルが出現したりしたしー？」

            「カトリーヌ！」

            「くすくす、ごめんごめーん」

            　わたくしをからかうカトリーヌの声に、一切の邪気はありません。単純に面白がっているのです。わたくしがいる下のベッドからは見えませんが、きっとカトリーヌは満面の笑みを浮かべていることでしょう。

            　カトリーヌにはリリィ枢機卿のことも話してありました。……彼女がレイに想いを寄せているということも含めて。今考えればそんな余計な情報はいらなかったと思うのですが、当日のわたくしは冷静さを欠いていたとしか言いようがありません。以来、カトリーヌは事あるごとにそのことでわたくしをからかってきます。全くもう。

            「でもクレアちゃん、ぼやぼやしてるとレイちゃん取られちゃうかもよー？」

            「そんな心配はいりませんわ。そもそもレイはわたくしの使用人。取られるも何もありませんもの」

            「またそういう素直じゃないことをー」

            　カトリーヌが不満そうに続けます。

            「聞く限り、そのリリィちゃんは凄く素直な子なんでしょー？　素直って凄く大きな武器だよー？」

            「そういうものかしら」

            「そうだよ。大体、クレアちゃん、レイちゃんに好きって言ったことあるのー？」

            「ばっ……！　馬鹿なこと言うんじゃありませんわよ！　誰があんな平民のこと――！」

            　わたくしは顔が赤くなって来るのを感じました。しかしカトリーヌは構わずに畳みかけてきます。

            「レイちゃんはこれまで何度も折に触れてクレアちゃんに好意を示して来たでしょー？　なのにクレアちゃんがそんな態度じゃー、いつか愛想を尽かされちゃっても全然不思議じゃないと思わない？」

            「う……」

            　言われてみればそうかも知れません。仮にわたくしがレイの立場なら、こんな素っ気ない態度しか取らない相手なんて、とっくの昔に諦めていると思います。

            「……でもわたくし、どうしたらいいか分かりませんわ……」

            「そんなの簡単じゃなーい。好きって言えばいいだけだよー」

            「言える分かりませんわ、恥ずかしい！」

            「あー……そう言えば、クレアちゃんは徹底した淑女教育を受けてきたもんねー」

            　そうなのです。貴族の恋愛において、好意を示すのは常に男性側から。女性の側から好意を示すのははしたない行為だと戒められてきたのです。幼い頃からそういう教育を受けてきたわたくしは、相手に好意を示すことに強い羞恥があるのでした。

            「でもさ、レイちゃんは同性でしょー？　友だちに好きっていうなんて、ごくごく当たり前のことだと思うけどー？」

            「レイはそういう枠じゃありませんもの。彼女はわたくしにとってもっと大切な――」

            　そこまで言いかけて、わたくしは気がつきました。いつの間にかカトリーヌが上のベッドから逆さまに顔を覗かせています。

            


        






        





            　その顔にニヤニヤとした笑みを貼り付けて。

            「もっと大切な、なーに？」

            「カトリーヌ！」

            「おっと危なーい。あはは、ごめんごめん」

            　わたくしが枕を投げつけると、カトリーヌは首を引っ込めました。

            「まあでも良かったよー。ようやく自分の気持ちに自覚的になったんだね、クレアちゃんも」

            「知りませんわ。この話はここまで。ユー様の話をしますわよ」

            「ユー様かー。お気の毒だよねー」

            　リリィ枢機卿の説明を思い出します。ユー様は女性として生まれたにもかかわらず、リーシェ様の野望のために異性病にかかってしまったとのこと。自分の子を王位にという気持ちは分からなくもありませんが、そのために我が子を犠牲にするという考え方には、わたくしは賛同しかねました。

            「治す方法があるんだってー？」

            「教会が所蔵している祭具を使えば治せるそうですわ」

            「そっかー。でも、事はそう簡単じゃないよねー」

            「ええ」

            　いくら治す方法があるとは言っても、事はもうユー様個人の問題ではなくなっています。王位継承権を持つ王子が実は女性だったなんていう醜聞を、王宮が許容するはずがありません。

            　ユー様は御年十五才。すでに婚約者の選定なども始まっているはずで、恐らく王宮は各国の王族貴族の令嬢に打診をしている最中でしょう。それを今さら、実は女の子でしたでは済まされないのです。

            「でも、このままだと誰も幸せにならないよねー。リーシェ様以外」

            「そうなんですのよねぇ」

            　ユー様はご自分の性別で生きることが出来ません。将来の伴侶もやがては秘密を共有することになるでしょうけれど、本来同性である相手と結婚をすることになります。それは夫婦仲にヒビを入れるのに十分過ぎる要素ではないでしょうか。得をするとしたら、息子（娘？）の王位継承権を維持出来るリーシェ様だけです。

            「レイちゃんはなんてー？」

            「どうするにしても、まずはユー様の意向を確認したいと言っていましたわ」

            　レイは彼女なりに色々考えているようですが、一番大事なのはユー様ご本人の気持ちだと思っているようです。ユー様のためにどう動くにしろ、ユー様ご自身の気持ちを確かめないことには動きようがないと言っていました。

            　ユー様の問題は王宮の暗部です。下手に関わってレイに危険な目に遭って欲しくない、というのがわたくしの正直な気持ちでした。

            「ユー様に面会許可を求めたのはそのためー？」

            「耳が早いですわね。そうですわ。わたくしとしてはあまり気が進まないのですけれど」

            　今回の問題に関するレイの積極性に、わたくしは少し違和感を覚えています。レイは元来、それほど他人に執着する人間ではありませんのに、今回に限ってどうして、と。

            「レイちゃんのことが心配なんだ？」

            「いけなくて？　レイはわたくしの使用人ですわ」

            「またそういう誤魔化し方するー」

            「何とでも言ってちょうだい」

            　レイのことは確かに心配ですが、それをカトリーヌが考えるようなそれと認めるのは、まだわたくしには難しいのでした。

            「そろそろ寝ますわよ。明日は王宮ですわ」

            「うん。頑張ってね、クレアちゃん」

            　そう言い合って、わたくしたちは眠りにつきました。眠りに落ちる直前、

            「レイちゃんがいれば……もう大丈夫かな……」

            　どこか切ない響きを帯びた言葉が聞こえた気がしましたが、それはわたくしの記憶には残らないのでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「僕はどうしたいか、かい？」

            　学院再開間際のある朝、レイとわたくしは王宮のユー様の元を訪れていました。本来であれば王子様方に会うには指定の手順で面会を申し入れ、受理されるまでに相当の時間がかかります。学院にいる時がむしろ例外的なのです。ですが今回はリリィ枢機卿経由で、「ユー様の病気についてよい治療法がある」という特殊な理由をつけて申請をしたため、面会はすぐに叶いました。表向きにはわたくしが謁見者、レイがユー様の問題を解決出来るかも知れない「医者」という位置づけでの面会です。

            　ユー様の問題を解決するに当たり、レイはまずユー様の意志を確認したがりました。ミシャからもある程度話を聞くことが出来たそうですが、伝聞というものは往々にして歪んで伝わるものです。ユー様ご自身がどうお考えなのかを直に聞きたいというのがレイの言い分でした。

            「選択の余地などないのですよ、ユー様」

            　ユー様の忌憚ない気持ちを聞きたかったので人払いを申し出たのですが、王宮全体にも関わることだけにユー様と三人だけとはいきませんでした。監視役ということなのでしょう、サーラス宰相が同席しています。

            　サーラス様は私たちに向き直って続けました。

            「私もお気の毒だと思いますが、ユー様には王子でいて頂かなければ困ります。事はもう、個人の意志などと言っていられる大きさではありません」

            「サーラス様のお考えも分かりますわ。もちろんそれはわたくしもこのレイも承知しております」

            　わたくしはサーラス様の危惧をやんわりと受け止めました。王族ともなれば、その一挙手一投足が国の行く末を左右する身。レイには悪いですが、貴族であるわたくしにはサーラス様の言わんとすることも十分に理解出来るのでした。

            「しかし、それはそれとして、ユー様ご自身が本音の所でどう思っていらっしゃるかも知っておかねば、いざ男性化が叶った後もお気持ちの部分でフォローが出来ません」

            　無理を続けるならばあらかじめそれなりの準備が必要だということを、わたくしはサーラス様にそれとなく示しました。サーラス様とて優秀な貴族であり宰相です。きちんと順序立てて、理詰めで説明すれば聞く耳は持って下さるとわたくしは信じています。

            「つまりあなた方は、ユー様の性別をどちらに固定するかはともかくとして、お気持ちのケアのためにユー様の本音を聞いておきたい、と言うのですね？」

            「左様にございます」

            　ふむ……、とサーラス様は思案するように顎に手を添えました。物思いに耽るサーラス様はとても美しく見えます。リリィ様に似た銀髪と赤い瞳に冷たく整った顔の造作は、貴族平民の別を問わず幅広い女性ファンがいるほどです。美男美女を見慣れたわたくしですらそう思うのですから、平民の女性などイチコロでしょう。幸い、レイは男性に興味がないので安心ですが。

            　……何が安心ですのよ、もう。

            「クレアたちの言うことも一理あると思います、ユー様」

            「なら、遠慮なく言ってもいいんだね？」

            　監視役のサーラス様が譲歩したことで、ユー様は自分の気持ちを明らかにすることにしたようでした。

            「僕としては……やっぱり、戻れるなら女性に戻りたいね」

            「ユー様……」

            「そんな顔しないでよサーラス。仕方ないから、男性でいることは続けるさ。でもね、気持ちの部分はどうしようもないんだよ」

            　懸念の表情を浮かべるサーラス様に、ユー様は申し訳なさそうに言いました。

            「今でも月に一度、満月の日に自分の身体に戻れているから、かろうじて心身のバランスを保っていられるんだ。これが男性の身体に完全に固定されたら、さすがに平気ではいられないと思うよ」

            　ユー様は飽くまでいつもの王子様的な表情を崩しませんでしたが、今の言葉には紛れもない本音が含まれているとわたくしは感じました。

            「クレア、レイ、何か解決方法はあるのですか？」

            　サーラス様がわたくしたちに問いました。

            「レイに発言の許可を頂けますか」

            「構いません。私は名よりも実を取る方です」

            「ありがとうございますわ。レイ」

            「はい。方法は二つあります」

            「聞きましょう」

            　レイの答えに、サーラス様が身を乗り出してきました。

            「一つはこのままの状態を続けること、です」

            「……それでは何の解決にもなっていないのではありませんか？」

            「ユー様に男性でいて欲しいと考える王宮と、女性でありたいというユー様の願いを両立するには、今の状態が一番だと考えます」

            「……もう一つの方法は？」

            　少し落胆した様子でサーラス様が先を促しました。

            「もう一つは……ユー様を女性にする方法です」

            「……あなたは私の話を聞いていましたか？　すでにその選択肢はないと――」

            「表向き、ユー様を廃嫡します」

            「……何を言い出すのですか、あなたは」

            　当惑するサーラス様をよそに、レイは言葉を重ねます。

            「ユー様を世継ぎの王子として扱い続けなければならないから、話がややこしくなるのです。ユー様をそのしがらみから解き放って差し上げれば、別にユー様の身体がどちらであろうと構わないはずです」

            「王宮の恥部をさらけ出せというのですか？」

            「そうではありません。廃嫡した後、ユー様はご病気になったと発表して修道院に行って頂きます。お側仕えを何人かつけ、ユー様にはそこで過ごして頂きます。行動範囲に多少の制限はつきますが、お身体に関することは全て解決出来るはずです」

            「自分が何を言っているのか分かっているのですか？」

            　サーラス様の怜悧な声が飛んで来ました。レイの発言は平民に許される分を明らかに越えています。それでも、レイは発言をやめようとはしていません。

            「それは……僕に一生、修道院で幽閉生活を送れと言うことかい？」

            「基本的にはそうですが、幽閉ではありません。最初の内はどうしてもそうなるかもしれませんが、髪を伸ばしてお化粧をしてしまえば、高位の修道女として外へ出ることも可能なはずです。幸い、ユー様はお顔立ちが女性らしいですから」

            　ユー様の苦笑しつつの言葉に、レイは説明を重ねました。多少の不便はあっても、今よりはよほどマシなはずです、と。

            「レイとやら、男性として身体を固定する方法は？」

            「私は存じ上げません」

            「……問題を解決する方法があると言うから、ユー様との謁見を特別に許可したのに、これでは何の意味もないではありませんか」

            　サーラス様は肩を落としました。レイがなおも食い下がります。

            「サーラス様。ユー様が本来の性別で生きられるようになることを解決と呼んではいけないのですか？」

            「いけません。王宮の意志は飽くまでユー様に男性として生きて頂くことなのですから」

            「王位継承者は他に二人もいるのに？」

            「いいですか、レイ＝テイラー。あなたは廃嫡と簡単に言いますが、本来廃嫡とは重い罪を犯した王族に課せられる刑罰なのですよ？　そんなものをユー様にさせるわけにはいきません」

            「今の状態を続けることの方が、ユー様にとってはよっぽど刑罰だと思います」

            　わたくしはこの時点でレイの様子が少しおかしいことに気がついていました。彼女がここまで他人のことにこだわるのはとても珍しいことだったからです。

            「……少し、言葉が過ぎますね。クレアならともかく、平民のあなたが王宮の暗部に口を出す必要はありません」

            「ユー様にはなんの罪もないのに、リーシェ様の暴挙の尻拭いを一生させる気ですか」

            「謁見は終わりです。下がりなさい」

            「サーラス様！」

            「……レイ、気持ちは嬉しいよ。でも、世の中にはどうにもならないことだってあるんだ」

            　そう言って儚げに微笑んだユー様は、今にも消えてしまいそうでした。男性として生きることを強いられた十数年間が、ユー様から女性として生きるという選択肢を諦めさせているのです。

            　わたくしは潮時だ、と思いました。

            「レイ、ここまでですわ。ユー様、サーラス様、ありがとうございました」

            「この件に関して、次はないと思って下さい」

            「……かしこまりましたわ」

            　レイはまだ言いたいことで一杯の様子でしたが、引きずるようにしてユー様との謁見場から退出しました。外に出ると、雨が降り始めていました。王宮の門で、迎えの馬車を待ちます。

            　わたくしは溜め息を一つ付きました。

            「……レイ……あなたねぇ……」

            「クレア様はあれでいいと思ってるんですか!?」

            　わたくしのぼやきに、レイは気色ばんで言い返してきました。雨足が、少しずつ強くなっていきます。

            「いいとは思ってませんわ。でも、ユー様も仰っていたとおり、世の中にはどうしようもないことってあるんですのよ」

            「それをクレア様が仰るんですか。理想から現実に逃げ込みたくないと仰っていたのは、ただの建前ですか」

            「……あなたはいつからそんな口を叩けるほど偉くなりましたの」

            「偉いとか、偉くないとか関係ありません。でも、ユー様お一人も救えないようでは、平民全てを救おうとするなんて夢のまた夢です」

            「レイ！」

            　強く咎めるわたくしの口調に、レイははっとした顔をしました。どうやら我に返ったようです。

            「……申し訳ありません」

            「何を熱くなっていますの。らしくないですわよ？」

            「美咲がそうだったんです。彼女……いえ、彼は別の性別で過ごすことを強要されていました」

            　レイの固い口調に、わたくしは言葉を失いました。ミサキというのは、確かレイの初恋の話に出て来た子だったはずです。

            「やはり今回のユー様と同じように周りの理解が得られず、無理を続けた結果……自殺しました」

            「！」

            　レイは目を伏せていたので表情は窺えません。ですが、わたくしには彼女が泣いていると思いました。

            「彼女は自分の願いが聞き届けられなかったから死んだんじゃありません。自分の願いが、周囲に迷惑を掛けるのに耐えられなくて死んだんです」

            「……それは……辛いですわね」

            　女性として生まれ、自分が女性であることに疑問を感じたことのないわたくしには、ミサキの苦悩は想像することしか出来ません。そしてそれもきっと、当事者のそれに比べれば遙かに生やさしいものでしかないのでしょう。ですが、きっとレイは――レイは違ったはずです。彼女はきっと、彼女なりに精一杯、ミサキを理解しようと努力したのではないでしょうか。

            　彼女を理解し、支え、そしてその果てに取りこぼしてしまった親友の命。ミサキも辛かったに違いありませんが、わたくしにとってはレイが味わった辛さの方がより痛ましく感じられました。

            「美咲の場合、解決方法がありませんでした。彼は別に異性病だったわけではないからです。でも、ユー様には解決方法がちゃんとあるんです。なのに――」

            「もういいですわ。いらっしゃい」

            　わたくしがそう言うと、レイはすがりついて来ました。その頬が濡れていたのは、雨のせいだったのかそれとも……。

            「今でも思い出すんです。お葬式の時に美咲の棺にすがりついて泣く小咲の姿を」

            「そう」

            「なのに、世間は……美咲の両親すらも彼を責めました。美咲が弱かったのがいけない、美咲の苦しみの方が間違っているって」

            「そう」

            「もう二度と、あんなことは繰り返してはいけません。亡くなってからでは遅いんです、本当に」

            「そうね」

            　この時のレイはまるで、ぐずる赤ん坊のように弱々しく感じられました。わたくしは彼女を支えたい一心で、彼女の冷たくなっていく体を抱きしめ続けました。

            　雨はいつの間にか、どしゃぶりになってわたくしたちの声をかき消すまでになっていました。馬車が来るまで、わたくしたちはただ寄り添い合っていました。

            　その日、雨がやむことはありませんでした。

            


        



            幕間・暗殺未遂（サーラス＝リリウム）

            　

            　

            「ん～～～……！　疲れた～～～」

            「いけませんよ、ユー様。そんなだらしない」

            　クレア＝フランソワたちが退出した後、椅子で大きく伸びをするユー様を私は咎めた。

            　ここは王宮の謁見の間である。人払いをしていたため、今この場にいるのはユー様と私だけ。ユー様は元々誰に対しても親しみやすい態度で接する方だが、この時は気が抜けたという感じの雰囲気だった。

            「分かってるよ、サーラス」

            「本当に分かっていらっしゃるのですか？」

            「うん。つまり、諦めろってことでしょ？」

            「――！」

            　言葉に詰まった私に、ユー様はニコニコとした顔で続けた。

            「僕の身体の問題を解決出来るかもって言われたときは、そりゃあ期待はしたさ」

            「ユー様」

            「でも、解決法があれじゃあね……。王宮が認められるわけがないのは分かってる」

            「……」

            　ユー様は椅子に頬杖を突きながら、遠くを見るような目で言う。

            「僕はこの国の第三王子だ。これまでそう育って来たし、育てて貰った恩もある。それを簡単に裏切るつもりはないよ」

            「ご理解頂けて恐縮です」

            「でもねぇ……」

            「？」

            　ユー様はまるで夢を見るかのような口調で、

            「女性として生きられたらって考えるのは、悪くない妄想だったよ」

            「……妄想、でよろしいのですね？」

            　私は確かめるように問い詰めた。

            「うん、妄想だよ。王子としての責務も柵しがらみも、何もかも放り出して女性として生きていく――それが出来たなら、どんなにかいいだろうね」

            「……」

            　私は直感的に悟った。ユー様は揺らいだ、と。

            　あのレイ＝テイラーという者が提示した選択肢は、あまりにも現実味がなかった。王宮の現状を考えれば、あり得ない。だからこそ。あり得ないからこそ、それがユー様にはとても甘美に響いたに違いなかった。口でどんなに否定しても、ユー様はこれからずっとその甘美な誘惑に惹かれ続けるだろう。

            　もしそうなれば――。

            「ユー様、くれぐれも愚かな妄執に囚われませぬよう」

            「分かってるよ、サーラス。もう下がって良いよ。僕も休むから」

            「……御意」

            　一礼して、最後に見たユー様は、やはりどこか夢を見る乙女のような表情を浮かべていた。

            　

            　

            　その日の深夜。私は王宮にある自室――ではなく、王都の外れにある廃墟のような屋敷にいた。

            「……私です。入れて下さい」

            　私がそう言うやいなや、扉の鍵がカチリと外れた。恐らく、私がこの屋敷に近づくのをずっと観察していたのだろう。

            「珍しいね、アンタ自らここにやって来るなんて」

            　私を出迎えたのは、黒い仮面をつけた男だった。私の最高傑作――オルタだった。

            　オルタは明かりを落とした室内に溶け込んでいるようだった。今は見えないが、周りには雑然とした広間とベッドがいくつか並んでいるはずだった。

            「急用が出来ました。暗殺者を一人仕立てて下さい」

            「そいつはまたホントに急だねぇ？　誰を殺る？」

            「バウアー王国第三王子――ユー＝バウアーを」

            「……へ？」

            　オルタの気が抜けたような声が聞こえた。

            「おいおい、ユーはアンタが推すつもりじゃなかったのか？　あの可哀想なリーシェを誑たらし込んで、色々悪巧みしてただろう？」

            「それは全てご破算になりました。あれはもう使い物になりません。これ以上肩入れすると、私の方がダメージを受けることになります」

            　確かにユーは有力なコマではあったが、今となってはもうその価値は怪しい。それに私にはセインという切り札がある。オルタの暴走で、一時は自ら手放しそうになったが。

            「ふーん……？　何かあったな？」

            「お前は知らなくていいことです」

            「あいあい」

            　おざなりに返事をして、オルタは肩をすくめた。

            「で、いつ殺る？」

            「できる限り早く」

            「殺れってんなら明日にでも殺るけどよ、肝心の王子のスケジュールはどうなってんだよ？」

            「それについては問題ありません。明日、ユーは孤児院の慰問が予定されています」

            「……ハ、そいつは好都合」

            　オルタには私が言わんとしたことが伝わったようです。

            「なら、教会から調達した奴らでいいよな？　今すぐ用意出来んのは……こいつかねぇ？」

            　オルタは傍らにあったベッドの一つを覆っていたシーツを剥がした。そこには一人の修道女が眠っている。

            「つい先日仕入れたばかりのヤツだ。最近、王家が何やら勘づいているらしくてよ、苦労してんだぜ？」

            「能書きは結構。使えるのですか？」

            「まあ、そこはオレの仕込みだからな。安心してくれていい。後はアンタの入力待ちだ」

            「よろしい」

            　私は横たわる修道女に近づくと、その頬に触れた。修道女がうっすらと目を開ける。その瞳を見つめながら、私は暗示の魔法をかけていく。

            「可愛い可愛い、我が娘。私の声が聞こえますか……？」

            「……聞こえ……ます……」

            「あなたにお願いがあります。聞いてくれますね……？」

            「……はい……お父様……」

            　修道女に標的とその殺害手段を入力していく。あまり厳密に指定するよりも、ある程度遊びを持たせた方がいい。人間という意志を持つ生き物を利用する最大の利点がここにある。

            「……というわけです。分かりましたか？」

            「……はい、お父様……」

            「では、復唱して下さい」

            「……まず――」

            　修道女はきちんと計画を理解しているようだった。これなら多分、上手く行くだろう。

            「では、後は頼みましたよ」

            「へいへい。おやすみんさい」

            　軽薄な声には答えず、私はその屋敷を後にした。

            　

            　

            　翌日の午後、王宮は大変な騒ぎになっていた。

            「ユーは!?　ユーは無事なのですか!?」

            「落ち着いて下さい、リーシェ様。大丈夫です。王子は無事です」

            「これが落ち着いていられますか！　ユーは暗殺されかけたのですよ!?」

            　結果から言えば、ユー王子の暗殺は失敗した。どこから情報が漏れたのか、精霊教会に翻意ありという密告があったらしく、王子の護衛が普段よりも強化されていたためだ。

            　私は内心、舌打ちを隠せなかった。暗殺は初手で成功させるのが肝心だ。二度目からは相手も警戒するため、それが緩むまで待つのには随分と時間がかかる。

            「サーラス」

            「はっ」

            　ロセイユが私の名を呼んだ。この忙しい時に何の用だ。

            「犯人の目星は」

            「恐れながら、まだ何も」

            「精霊教会は何と？」

            「下手人は何日も前から行方が分からなくなっていた、教会とは関係はない、と申しております」

            「ふむ」

            　ロセイユは考え込んだ。

            「犯行のあった修道院を取り潰し、精霊教会に厳重な抗議を！　いえ、そんな生やさしいことでは許せません！」

            「落ち着け、リーシェ」

            「陛下こそ、何をそんなに落ち着き払っておられるのです！　息子が暗殺未遂に遭ったのですよ!?」

            「だからこそ、だ。私はなぜそれが起こったのか、これからどうすべきなのかを慎重に探らねばならん」

            「何を悠長な――」

            　それからしばらくはヒステリーを起こしたリーシェを宥なだめるのに終始した。最終的に彼女は貧血を起こし、侍女に付き添われて自室へと下がっていった。

            「サーラス」

            「はっ」

            「二度目はあると思うか」

            　ロセイユのその言葉は、私を微塵も疑わないものだった。内心ほくそ笑みつつ、私は神妙に答える。

            「恐れながら、しばらくは警戒をすべきかと。ユー様だけではありません。ロッド様、セイン様も合わせて護衛の数を増やされるべきかと存じます」

            「ふむ」

            「また、今回の件は厳重に情報管制をかけるべきです。王室の醜聞になります」

            「道理である。そのようにいたせ」

            「はっ！　では早速」

            　護衛の者に指示を出すため、その場を辞去した。この愚かな王は、何も分かっていない。やはりこの私こそが、頂点に君臨するに相応しい。

            「……サーラス、何がお前をそこまで駆り立てるのだ……」

            　ロセイユが何かを呟いた気がしたが、私の耳には何も届いてこなかった。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



            幕間・疑心暗鬼（ミシャ＝ユール）

            　

            　

            　王都に帰って来て早々、とんでもないことが起きた。レイとクレア様にユー様の秘密がバレた……ことではない。ユー様が暗殺未遂に遭ったのだ。王室の醜聞なので公には伏せられていたが、私は実家経由で事の子細を知った。レイにも説明したとおり、ユール家は今でもユー様の秘密維持の一端を担っているのだ。

            　事件はユー様がとある修道院を慰問した際に起こった。その日たまたま修道院を訪れていた元修道女が、突然ユー様に襲いかかったという。凶器は短剣で、刀身には毒が塗られていたらしい。

            　毒の名前は――カンタレラ。ルイさんが使った新型ではなく、セイン様殺害未遂の時に使われた旧型だったようだ。毒物の種類から事件には帝国の関与が疑われている。だが、修道女は事件後何も覚えていないと供述しており、事件の全容はまだ明らかになっていない。

            　関係者の証言のうちいくつかに、私は気になることがあった。ひとつ、事件の実行犯には精神操作のようなものを受けた兆候がある。ふたつ、その実行犯は元々物静かな子だったのに、その日は急に明るくなって別人のようだった。みっつ、同じ人物とは思えないほど、まるで手練れのような身のこなしでユー様に襲いかかった。

            　これらはどれも事件が起きた修道院や捜査に当たっている軍の関係者の証言だが、私はこれを聞いてふと思い当たることがあったのだ。

            　――私の身近に、これらに符合する人物がいる。

            　誰かなんて考えるまでもない。私の親友――レイ＝テイラーのことだ。入学式の朝の前後で、彼女はまるで別人になってしまった。

            　元々彼女はぼんやりとした物静かな性格で、頭の回転こそ速かったものの今のように学業優秀ではなかったし、礼儀作法も普通の平民のそれだった。彼女が編入生の首席だったのはその魔法力が飛び抜けていたからであって、学問や礼儀作法はさほどではなかったはずなのだ。

            　それが今は学業では同学年でも五指に入るほどだし、礼法も平民にしてはあまりにもきちんとし過ぎている。性格だってやけに積極的になったし、特にクレア様に対するアプローチはとても同一人物とは思えなかった。

            「……まさかレイも？」

            　そんながないと思いながらも、疑念は消えない。気のせいで済ますには、あまりにも条件が揃いすぎている。レイはユー様とも距離が近い。レイの方にその気はなさそうな素振りだが、それだってユー様の天邪鬼な性格を踏まえた上での演技かも知れないのだ。

            「でも……レイが刺客なら、ユー様を狙うチャンスはこれまでにもいくらでもあったはず」

            　学院に通っている者たちは氏素性が明らかな者たちばかりなので、学院外に比べるとユー様に対する警備は手薄だ。レイがその気なら、今回の事件よりもよほど狙いやすいはずなのだ。

            「……それを言ったら、今回の事件だってどうして今ってことになるわね」

            　ユー様を狙う者に何か事情の変化があったのかもしれない。彼――いや、彼女を早々に亡き者にする、そんな理由が生まれたという可能性はある。

            　なら、レイだって。

            「軍に通報……するべきかしら」

            　ユー様のためを思うならば、それが一番安全だ。最悪、私の勘ぐりすぎだったとしても、疑いが晴れればレイは解放されるだろう。私が彼女に嫌われるだけで済む。

            　などと考えていると、

            「ただいまー」

            　レイが部屋に戻ってきた。少し疲れた顔をしている。メイド服を着ている所を見ると、クレア様のところからの帰りなのだろう。いつの間にか日はとっぷりと暮れていた。

            「……おかえりなさい」

            「寝るー」

            「ちょっと、レイ。着替えてから寝なさいよ」

            「疲れたからいい……」

            　そのままレイはベッドに突っ伏して眠ってしまった。

            「……」

            　私に重大な疑念を抱かれていることも知らないで、のんきなものだ。

            「この子、どれだけ私に対して無防備なのかしら……」

            　レイのあどけない寝顔を見ていると密告しようという気は徐々に失せ、もう少し様子を見ようという気持ちが強くなった。

            「信じたい……けど、確かめる必要はあるわね」

            　私は眠っているレイを着替えさせるために、彼女のクローゼットを開いたのだった。

            　

            　

            　レイの疑念を晴らす機会は思いのほか早く訪れた。

            「ねー、ミシャ」

            「なに？」

            　夜の寮の自室。机に向かって書き物をしていた私に、レイが声を掛けてきた。

            「出家する気はない？」

            「……は？」

            　思わず、と言った様子でレイの方を振り向く。レイはベッドに寝転んで目だけをこちらに向けていた。

            「突然、何を言い出すのよ」

            「ない？」

            「ある訳ないでしょ」

            「そっかー」

            　私はレイの発言の意図が読めなかった。抱えている疑念もあって、彼女とどう接したらいいか考えあぐねてしまう。ひとまず、聞き流すことにした。

            「でもさ、もしそうしたら、ユー様と一緒になれるとしたらどう？」

            「……どういうことよ」

            「気になる？」

            　そのまま書き物を続けようとしたのだが、これはもう無理だと悟った。ユー様の名前が出たことで、私の注意はもう完全にレイの方に向いている。

            「レイ、あなた何を考えているの？」

            「親友の幸せ」

            「誤魔化さないで」

            「誤魔化してなんかいないんだけどね」

            　レイがよっこらっしょ、と年寄りのようなかけ声をかけながら身体を起こした。

            「ユー様の身体のこと、何とか出来るかも知れないの」

            「どうやって」

            「身体のことは、前に話したとおりだけど？」

            　レイがクレア様と一緒に、ユー様の秘密について知ったことはもう聞いた。異性病が教会の祭具を使えば治せることも。だが、問題はそこではない。

            「そうじゃなくて、王宮はどう説得するつもりよ？」

            「説得は、しないよ」

            「は？」

            　私は耳を疑った。王宮を説得せずに、一体どうやってユー様の望みを叶えるというのか。

            「それでどうやって何とかするのよ」

            「ショック療法」

            「……またろくでもないことを考えていそうね」

            「人聞きが悪いなあ」

            　そうは言うが、このレイがショック療法と形容するような方法が、まっとうな方法であるはずがないと思う。

            「実はね――」

            　レイはそのショック療法とやらの概要を説明してくれた。奉納舞の本番でユー様が女性であることを暴露し、国民たちに周知してしまうことで既成事実化を図るというものだった。

            「あなた……なんてこと考えるのよ」

            「でも、これしかないと思うんだよね」

            「あなたが関与していることがバレたら、処刑ものよ？」

            「そこは上手くやるよ」

            「……」

            　私の中に相反する二つの思いが生まれる。レイを信じたいという気持ちと、彼女を信じ切れない疑念だ。

            「あなたはどうしてそこまでしてくれるの？」

            「言ったじゃない。親友のためだって」

            「それは半分以上、嘘よね？」

            「そんなことないってば」

            「嘘よ。あなた、私のこと親友だなんて思ってないわ」

            　だって、あなたは変わってしまった。私の言葉にレイは少し面白くなさそうな顔をした。

            「なんでそんなこと言うの？」

            「あなたが私の知るレイ＝テイラーじゃないからよ」

            　この際、正面から疑念をぶつけてみようと思った。それで私が害されるなら、私もそれまでの女だったということだ。

            　私の質問に、レイは目に見えてうろたえた。

            　……これは、もしかして。

            「な、何を言ってるの、ミシャ」

            「学院に入学した日よね、多分。あなたがあなたじゃなくなったのは」

            「！」

            　何か思い当たることがあるのだろう。レイの顔には図星と書いてある。

            「それまでのあなたは、変わってはいたけれど、それでも普通の平民娘の範囲内だった。でも、あの日からのあなたは、明らかに別人だわ」

            　私はさらに踏み込んでいく。

            「最初は環境の違いでノイローゼにでもなっているのかと思ったわ。でも、どうもそういう訳ではなさそうだし、一向に元に戻る気配がない。きっと、あなたは別人になってしまった」

            「ミシャ、自分が何言ってるか分かってる？」

            「自分でも馬鹿なことを言ってるっていう自覚はあるわよ。でも、そうとしか考えられないもの」

            　自分でも私はおかしな事を言っていると思う。でも、私のこの推論は何かしらの真実の一端を捉えているはずだと思った。

            「ねえ、あなたは誰？　私の親友だったレイ＝テイラーはどこへ行ったの？」

            　私の問いに対して、レイは苦しそうな表情を浮かべた。

            「私は……レイ＝テイラーだよ」

            「……それがあなたの答え？　なら、申し訳ないけど、あなたの話には乗れない。ユー様を危険にさらすのもやめて貰うわ」

            　そう言うと、レイは一つ大きく溜め息をついて、諦めたような表情になった。

            「分かった。降参。でも、信じて貰えるとはとても思えない」

            「それは私が判断する事よ」

            「……そうだね。じゃあ、話す。荒唐無稽に聞こえるかも知れないけど、私は真実を話すよ」

            「そうして」

            　レイが語った内容は、驚くべきものだった。

            　彼女には別の世界の人間だった記憶があること。

            　この世界は恐らく、その別世界のゲームの舞台であること。

            　レイはそのゲームのヒロインとして転生したこと。

            　クレア様を救うために、この世界で奮闘を続けていること。

            　荒唐無稽にも思える話だったが、私はとりあえず最後まで話を遮らずに聞いた。

            「この世界がゲーム？　とやらの舞台……」

            「信じて貰える？」

            「……正直、話が突飛すぎて難しいわ。あなたのいた世界は、この世界よりもずっと文明が進んでいるのね？」

            　それから私は、レイの話に対して疑問に思ったことを彼女にぶつけた。レイの説明は所々難しくて理解出来ないところもあったが、概ね矛盾なく一貫性のあるものだった。

            「……じゃあ、あなたは、レイ＝テイラーであってレイ＝テイラーじゃない、ということなのね」

            「そうなるかな。私は確かにレイ＝テイラーとしての記憶もあるけど、元の私が混ざっちゃったから、それでミシャには別人に見えてるんだと思う」

            「……」

            　それから私は、少し考え込むように口をつぐんだ。この話を信じるべきか。いや、信じていいのか。迷いはしたが、彼女の話の中には看過出来ない部分があった。

            「この世界ではその内、革命が起きるのね？」

            「うん」

            「それが起きたら、王室は消滅してしまう」

            「そう」

            「……そう。なら私の答えは決まっているわ」

            　私は居住まいを正して、レイに向き直った。

            「あなたに協力するわ。あなたの言うことを信じる」

            　私がそう言うと、レイはベッドに崩れ落ちてしまった。

            「ちょ、ちょっと、レイ」

            「よかったぁ……」

            「そんなに緊張していたの？」

            「そりゃそうだよ。私のことを信じて貰えなかったら、私、完全に頭のおかしい人だもん」

            「それもそうね」

            　私は「でも」と続けた。

            「あなたの言葉はこれまでの色んなことにつじつまが合うわ」

            「例えば？」

            「テストの成績とか。あなた、あんなに勉強が出来る子じゃなかったもの」

            「うわー、不名誉な信じられ方だー」

            「他にもあるわ。ナー帝国の毒を解毒したこと」

            「カンタレラだね。うん、あれはホント転生者でよかったと思ったよ」

            　カンタレラの成分は誰も知らなかった。それなのに、レイはセイン様を冒したそれを解毒して見せた。

            「でもまあ、信じて貰えて良かった。ミシャって意外と頭柔らかいんだね」

            「意外とって何よ。それに、あなたの話って、むしろこの世界の人間にはそこまで全く信じられない話ではないと思うわよ？」

            「どういうこと？」

            「あなたの世界にはカガク……だったかしら。それがあるから転生という事柄が非カガク的っていう発想になるのでしょうけれど、この世界にはその非カガク的なものの最たるものである魔法があるでしょう？」

            「……ああ」

            「実際、この世界には精霊の迷い子っていう言い伝えもあるから」

            「あー、そうだったね」

            　精霊の迷い子というのは、この世界に古くからある言い伝えだ。この世界には時々、どこから来たのか分からない人間が現れることがある。そして、その人間は特別な力を有しているのだ。

            「あなたもそうだったでしょう？」

            「うん」

            　彼女の精霊の迷い子としての能力は、その非凡な魔法能力だろうと思う。

            「まあ、これで色々と納得出来たわ。話してくれてありがとう、レイ」

            「私もちょっとすっきりした。どきどきしたけどね」

            「そうなの？　それじゃあ、ご両親の時は大変だったでしょう？」

            「へ？」

            「へって……。まさかあなた、ご両親にはまだこの話していないの？」

            「してないよ？」

            　あっけらかんと言うレイに、私は頭を抱えるほかなかった。

            「あなた、そういうことはまず真っ先にご両親に説明するべきでしょう」

            「そ、そう？」

            「そうよ。帰省の時に何か言われなかった？」

            「うーん……特に」

            「……言われてみれば、レイのご両親も大らかな方たちだったわね」

            　そのうちちゃんと説明なさいよ、と私はレイに釘を刺しておいた。

            「ちょっと夜更かしになったわね。明日も奉納舞の練習でしょう？　大丈夫？」

            「うん。今日は自分に安眠をかけて寝るよ」

            「朝は起こしてあげるからそうするといいわ。おやすみなさい」

            「おやすみ」

            　ランプの灯を落として、ベッドに横になった。レイへの疑念はほぼ晴れたと言っていい。むしろ彼女はユー様の状況を改善してくれる味方だ。

            （……疑ってごめんなさいね、レイ）

            　変質してしまったのだという彼女は、まだ私を親友と思ってくれているだろうか。そうだといいなと思いながら、やがて私の意識は睡魔によって奥深くに沈められていくのだった。

            　

            　

            　

            　

            幕間・了


        



　◆◇◆◇◆

            　

            　レイの企ては上手く行きました。

            　奉納舞の場で自らの性別と王位継承権の放棄を明らかにしたことで、今やユー様が女性であると言うことは周知の事実となっています。王室の一部は事態を収拾しようと、ユー様のあの発言は異性病にかかったことによる一時的な錯乱ということにしたいようですが、まあ無理でしょう。

            　ユー様はどう見ても正気でしたし、言動も毅然としていました。あれを錯乱と呼んでなかったことにするには、目撃者が多すぎます。もしかすると、レイはここまで読んでいたのかも知れません。

            　とはいえ問題は王家の暗部に関することです。いくらユー様を始めとする関係者が口裏を合わせていると言っても、レイが完全に無罪放免になるかどうかは誰にも分かりません。まして今回レイは王宮――特にリーシェ様の意向に明確に背きました。投獄されている間に何をされるか分かったものではありません。

            「ですから、お父様の力でレイが釈放されるよう、働きかけて頂きたいのですわ」

            　わたくしが今いるのは、フランソワ家の屋敷にあるお父様の書斎でした。お父様はパイプをふかしながら、わたくしの話にじっと耳を傾けています。

            「リーシェ様は怖い方です。これまでにもユー様絡みで何人もの貴族が失脚させられています。そんな方が何もせず黙っているはずがありません。レイが危険です」

            　ユー様が放棄した王位継承権は第三位。三人の王子の中では一番下でした。ですが、リーシェ様がユー様の王位継承にご執心だったのは周知の事実。王子様方の中で一番勢力が強いのは第一王子であるロッド様ですが、その最たる敵が誰かと言えば、それは王妃であるリーシェ様なのです。リーシェ様は直接手を汚すことはしませんが、これまでにもロッド様勢力の力を削ぐためにあの手この手を尽くしてきました。そんな彼女がこのまま黙って諦めるとは到底思えません。

            　とにかく、わたくしはレイのことが心配で堪らなかったのです。ですがお父様は、

            「お前の心配は杞憂だと言っておこう。あの娘は敏さとい。私の手が届かぬ所でも、上手く自衛するであろうよ」

            　と、ぷかりと煙を吐き出す始末。

            「そんな悠長な！　もしものことがあったらどうするのです！」

            「もしもとは？」

            「それは……例えば秘密裏に消されてしまうとか」

            　リーシェ様はこの国の王妃です。そんなことはいくらでも出来ます。

            「あの娘は我がフランソワ家の使用人だ。いくらリーシェ様でもそんなことをすれば、我が家と明確に対立することくらい分かるはずだ」

            「そうでしょうか。使用人の一人や二人、とやかく言うはずがないと思っていらっしゃるかも知れませんわ」

            　悲しいことに、王侯貴族にとって平民の使用人の価値などその程度のものなのです。

            「クレア、お前は少し心配しすぎだ」

            「でも！」

            「とにかく、レイは大丈夫だ。もう下がりなさい」

            「お父様……」

            「……」

            　お父様はもうそれ以上取り合うつもりがないようでした。

            「失礼しますわ」

            　落胆を隠せぬまま、わたくしは書斎を後にしました。

            　

            　

            「レイが心配ですわ」

            「クレア様……」

            「……」

            　レイ以外の臨時の使用人を雇う気にもならず、わたくしはロレッタとピピのお茶会にお邪魔してお茶を頂いていました。嘆くわたくしに二人は心配げな視線を送ってきます。主不在の間、預かっているレレアもどこか不安そうです。

            「お優しいですね、クレア様は。使用人一人にもそんなに気を配るなんて」

            「……何だかんだで優秀なんですのよ、レイは。そうそう代えの利く人材ではありませんの」

            「……」

            　などと言いますが、本音ではもうレイのことをただの使用人とは思っていません。彼女はもうわたくしにとって掛け替えのない存在となっているのでした。とはいえ、二人の前でそれを素直に言えるはずもなく。わたくしは飽くまで有能な使用人を心配する体を貫きました。

            「お気持ちを強く持って下さいね、クレア様。あの平民のことです。ちょっとやそっとのことじゃびくともしませんよ」

            「そう思いたいのですけれどね」

            「……」

            　ふと、わたくしは気がつきました。先ほどから言葉を発しているのはロレッタとわたくしばかり。ピピはどこか上の空で、しかも表情があまり優れないように見えます。

            「ピピ、どうかしまして？」

            「あ……いえ、何でもありません。ぼうっとしてしまって申し訳ございません」

            「それはいいですけれど、何か悩み事があるならば、うかがいましてよ？　わたくしたちの仲じゃありませんのよ」

            　確かに今はわたくしもレイのことが心配で堪りませんが、だからと言って友人たちのことをおざなりにするつもりはありません。

            「……実は……」

            　ピピは何かを言いかけましたが、そのまま黙り込んでしまいました。

            「ピピ？」

            「……いえ、やっぱりやめておきます。今はクレア様も大変な時。話せる時期がきましたら、相談に乗って下さい」

            「分かりましたわ。その時が来たら遠慮なく言ってちょうだいね」

            「はい」

            　そう言うと、ピピは弱々しい笑みを浮かべました。今思いおこすと、この時ピピは実家に関する大変な悩みを抱えていたのです。わたくしは口ではああ言いつつ、自分のことで手一杯で、ピピの悩みに十分耳を傾けることが出来なかったのでした。

            　

            　

            「それは心配だねー」

            「でしょう？」

            　夜の寮。珍しくまだ灯りが灯されている時間帯に、カトリーヌとわたくしは自室でお茶をしていました。カトリーヌはいつもの飴を舐めています。どうでもいいのですが、飴とお茶って食べ合わせが悪いんじゃありませんこと？

            「でも、クレアちゃん。心配なのは分かるけど、あんまり無茶したらダメだよー？　それはきっと、レイちゃんの立場をますます悪くするからー」

            「……でも、心配なんですのよ。レイにもしものことがあったらと考えると、いても立ってもいられないんですわ」

            　前にレイのことを話したときは素直に言えませんでしたが、今はわたくしも弱っていて取り繕う余裕もありません。わたくしは素直にレイのことが心配だとカトリーヌに打ち明けました。カトリーヌもそんなわたくしのことが分かるのか、無闇に茶々を入れるような真似はしませんでした。

            「確かに心配は心配だけど、今は静観しているしかないと思うなー。噂だと王宮全体はともかく、ロセイユ陛下は今回の件を荒立てるつもりはないみたいだし、多分、それほど酷いことにはならないよー」

            「……そうだと良いですわ」

            　暗い気持ちで紅茶を飲みます。アシャール家御用達の高級品ですが、味は全く分かりませんでした。

            「……そっかー。ミリア様のことを思い出しちゃうんだねー」

            「……あなたのそういう鋭すぎるところ、あんまり好きじゃありませんわ」

            「たはは、ごめん」

            　カトリーヌの言葉は図星でした。そう。わたくしは今、トラウマを刺激されているのです。十分に思いを通わせられないまま分かれることになったお母様との別離と同じように、思いを伝えられないままレイと死別させられてしまうのでは、と。

            「確かにそれだと、様子見なんて悠長な気持ちにはなれないかー」

            「わたくしも考えすぎだとは分かっているんですのよ。でも、こればっかりはどうにもなりませんの」

            「うーん、そっかー」

            　わたくしの吐露に、カトリーヌは腕を組んで考え込みました。しばらく、沈黙が流れました。

            「うーん。でもやっぱり、レイちゃんを大切に思うなら、なおさら表立った動きは控えるべきかもねー」

            「どうしてですの？」

            「クレアちゃんがロッド様派だからだよー」

            　わたくしがよく分からないでいると、それを察したのかカトリーヌが続けます。

            「クレアちゃんにとってレイちゃんが重要な人物だとリーシェ様に知られたら、リーシェ様は確実にレイちゃんに危害を加えようとしてくると思う。それこそ、嫌がらせを越えたレベルで」

            「……ああ、そういうことですの」

            　つまりこういうことです。リーシェ様はユー様派、わたくしのフランソワ家はロッド様派の筆頭です。ほとんどその目はなくなったとはいえ、リーシェ様は恐らくユー様の王位継承を諦めていないはず。ロッド様派の筆頭であるフランソワ家のわたくしにダメージを与えられるなら、喜々としてそれを実行するでしょう。そう言う意味でも、今はみだりに動くべきではない、とカトリーヌは言っているのです。

            「ですが、リーシェ様もお父様と敵対することは避けたいのでは？」

            「うん。だから今のところはユー様とドル様を刺激しすぎないように、正攻法での糾弾に留めているんだと思うよー。でも、レイちゃんがドル様やクレアちゃんにとっての重要人物と悟られたら、もっと思い切った手段――例えば暗殺なんかを考えるんじゃないかなー」

            「!?」

            「だから、今はちょっと図に乗っている厄介な平民程度に思わせておいた方が安全だろうねー。ドル様が表立って動かないのも、レイちゃんが重要な人だと悟られない為だと思うよー？」

            　まさか……お父様はそこまで考えて……？

            「じゃあどうしてお父様はわたくしに教えてくださらないのかしら……」

            「そりゃあレイちゃんと仲良しのクレアちゃんが平然としてたら逆に怪しいもん。そわそわさせておく方が自然だよー」

            「なるほど……って、別に仲良しではありませんわ!!」

            「もうそういうのは良いよー」

            　照れ隠しもカトリーヌにはもう通じないようで。

            「……もどかしいですわね」

            「クレアちゃん、じっとしてるの苦手だもんねー」

            「人聞きの悪いこと言わないでちょうだい」

            「や、褒めてるんだよー。クレアちゃんは行動の人だからさー」

            　などと話が一段落したとき、扉をノックする音が聞こえました。

            「失礼致します。お嬢様方、まだ起きていらっしゃったのですか」

            「あはは。ごめんねー、エマ」

            　カトリーヌの使用人であるエマでした。

            「もうお休み下さい。夜更かしは体に毒にございます」

            「えー、もうちょっとー」

            「ダメです」

            　エマは燭台の火を消してしまいました。

            「ちょっと、エマ。あなたもう少し主人の顔を立てなさいな。使用人でしょう？」

            「使用人であるからこそ、主人の健康管理も仕事の内でございます」

            「……この――」

            「まあまあまあ！」

            　少し険悪な雰囲気になりつつあったわたくしとエマの間に、カトリーヌが割って入りました。

            「こんなこと言ってるけどー、エマにも良いとこあるんだよー、クレアちゃん」

            「？」

            「お嬢様」

            　無邪気に笑うカトリーヌが何か言おうとするのを、エマが窘めます。しかし、カトリーヌは構わずに続けました。

            「ほら、前にクレアちゃんがくれた車椅子あるでしょー？」

            「ええ」

            「あれ、以前ここにいたランバートさんから貰ったことにするよう、エマが動いてくれたんだ」

            「……ちょっと、エマ。何を勝手なことをしていますの」

            「……」

            　わたくしは気色ばみましたが、エマは涼しい顔です。

            「あ、違う違う。ほら、あれをそのままクレアちゃんから貰ったことにしてたら、絶対お父様に取り上げられちゃうからさー。エマがランバートに頭を下げて、彼の試作品っていうことにしてくれてたんだよー」

            「ああ、なるほど。そういうことでしたの」

            　確かに政治的に敵対している相手から贈答品を受けたとなれば、クレマン様はいい顔をしないでしょう。それを考えれば、エマの対応は実に適確だった言えます。

            「エマ、どうして弁解しませんでしたの。危うく誤解するところでしたわ」

            「必要ございませんでしたので」

            「ね？　素直じゃないけど、良いとこあるんだよー、エマも」

            　そう言ってカトリーヌは嬉しそうに笑いました。カトリーヌとエマの関係は眉をひそめるようなものだと思い込んでいましたが、案外、この主従にはこの主従なりの信頼関係があるのかもしれない、とわたくしは思い直しました。

            　結局、その夜のお茶会はそれでお開きになりました。

            　お父様を始め何人もが「今は迂闊に動くな」というので、わたくしは仕方なくそうすることにしました。それだけなら返って反発したかもしれませんが、カトリーヌが理を説いて諭してくれたので、少しは気持ちも落ち着きました。

            「レイ……どうか無事でいて……」

            　それは本当に、心からの願いでした。

            　

            　

            　◆◇◆◇◆

            　

            　

            「ようやく、ですのね」

            　わたくしは王宮内の地下牢獄へと続く階段を下りているところでした。理由は簡単、レイと面会するためです。彼女は今現在、ユー様に関する一連の出来事の関係者ということで取り調べを受けていて、わたくしはようやく面会を許されたのです。

            　牢獄へと続く階段は数メートル置きに灯された頼りない灯りしかなく、薄暗く足下もおぼつきません。わたくしは案内の者に続いてゆっくりとそこを降りていきます。普段大抵のことには動じないレイも、流石にこんな場所に閉じ込められていれば気が滅入っていることでしょう。

            「着きました、クレア様」

            「ありがとう。外してちょうだい」

            「はっ……その……」

            「何ですの？」

            「ドル様によろしくお伝え下さい。レイ＝テイラーに手荒なことは一切していない、と」

            「！」

            　案内の兵士は敬礼をすると下がっていきました。……何ですのよ。お父様、しっかり手を回して下さっていたんですのね。

            　わたくしが牢へと近づくと、レイはすぐに気がついたようでした。想像していたよりもずっと元気そうです。わたくしはほっとしたのを押し隠しつつレイに声をかけることにしました。

            「思ったよりも顔色がいいですわね」

            「クレア様が来て下さいましたからね」

            　一週間ぶりに会った挨拶がこれです。こんな状況にあっても、レイはレイということのようです。たった七日間しか離れていないのに、もっととても長い時間引き離されていたような気がします。

            　久しぶりに会うレイは心なしか嬉しそうに見えました。

            「牢屋暮らしはどうでしたの？」

            「お陰様で、それほど酷い目には遭いませんでした」

            　レイ曰く、取り調べはそれほど苛烈なものにはならなかったということです。牢に入れられ行動の自由こそなくなったものの、拷問などは一切なく、もっぱら言葉による聴き取りだけだったようです。

            　これはユー様を初めとする関係者が全て口裏を合わせていたことが大きいでしょう。

            　ユー様は自分が全て指示したと言っていますし、リリィ枢機卿やわたくしもそのように証言しました。ロッド様やセイン様も同じです。なにより、理由は分からないのですが、ロセイユ陛下が味方してくれていて、王宮内のほとんどがレイの味方となっているのでした。

            　これならすぐにでも釈放されそうですわね、などと、わたくしが油断していると、

            「まあ、食事に毒を盛られたりはしましたけどね」

            「は!?」

            　耳を疑うような発言が飛び出しました。レイによれば、リーシェ王妃の一派による報復だろうとのこと。今回の件で一番ダメージが大きかったのはリーシェ様です。悲願だったユー様の王位継承をまるまる潰されたのですから、彼女が受けた傷は大きいどころではないかも知れません。報復の一つや二つしたくもなろうというものでしょう。

            　そのこと自体に驚きはなかったのですが、まさか毒を盛るまでしていたなんて。幸い、レイは用心して全ての食べ物を検分して、解毒魔法をかけていたらしく、難を逃れたとのことです。解毒に使う魔法杖もお父様の口利きだったとか。お父様、流石ですわ。

            「よく無事でしたわね……」

            「美咲のおかげです」

            　レイがよく分からないことを言い出しました。ミサキというのは確か、レイの初恋の話に出て来た鼻持ちならない女性のことではなかったでしょうか。レイは彼女と和解したとは言っていましたが。ミサキが抱える性別違和の悩みについて心の底から嘆いたレイを思うと、その和解は本物ではあったのでしょう。ですが、確かミサキは自ら命を絶ったはず。

            「ミサキの……？　どういうことですの？」

            「夢を見たんです」

            　牢に入れられたその日の夜、ミサキが枕元に立ったのだ、とレイは言いました。

            『相変わらず、度しがたいお人好しね、アンタは』

            　そんな彼女らしい憎まれ口を叩きながら。

            『でも、よくやったわ。少しスっとした。同じ悩みを持つ子を救ってくれてありがとう』

            　枕元のミサキはそうやって不器用に笑ったそうな。

            『間抜け面してんじゃないわよ。食事には気を付けなさい』

            　それだけ言うと、レイが何か返事をする間もなく、彼女は消えてしまったのだといいます。不思議な話です。

            「そんなことがあるんですのね」

            「まあ、私の願望が作り出した幻なんでしょうけれどね」

            　幻だとは言いながらも、レイは嬉しそうでした。

            「にしても……だから言ったじゃないですの。危険だって」

            「ホントですねー」

            　今回のレイの悪巧みに当たって、一番反対したのは他でもないこのわたくしです。ミサキの件をだしにされて結局説得されてしまいましたが、最後まで納得はしませんでした。下手をすれば王宮を敵に回すことになるのです。王侯貴族の世界の恐ろしさを、肌で知っているわたくしが反対するのは当然のことでした。

            「ここにいると、外のことが全然分からないんですよ。その後どうなりました？」

            「概ねあなたの思惑通りですわ」

            　わたくしはレイに奉納舞の後起きたことを説明しました。まず、ユー様は修道院へ送られました。既に述べた通り、王宮は事実と異なる説明をしており、名目上は病気療養のためということになっています。

            　ですが、事はもう王宮の手を離れていると言っていいでしょう。ユー様が自由の身になるのも、きっとそう遠い先の話ではありません。

            「ユー様から言づてを預かっていますわ。『ありがとう。このお礼はいつか必ず』だそうですわ」

            「そうですか。身体のことはどうなりました？」

            「やはり少し騒ぎになりましたわね。事情を知るものは、満月の夜の一時的なものと思っていたようですもの」

            　奉納舞の時にユー様の身体が女性化していたのは、あの日が満月だったからというだけではなかったのです。月の涙を使って異性病を完治させていたからなのでした。月の涙を持ち出すには、枢機卿以上の身分の者二人以上が許可を出す必要がありましたが、リリィ枢機卿とユー様ご自身の二人に協力して貰ったので問題はありませんでした。リリィ様も取り調べを受けましたが、ユー様の頼みで断れなかったと説明しています。これもレイの計画に基づくユー様の指示です。

            「リリィ様も身分のある方ですから、王室もそう簡単に罰することは出来ないようですわね」

            「ミシャはどうしてます？」

            「ご両親を説得中ですわ」

            　ミシャは学院を辞めてユー様のいる修道院に行きたいようですが、さすがに実家に止められています。ミシャは究めて優秀な学生です。ユール家とすればその将来に期待していたわけですから、それをなげうって修道院に入ってしまうのは惜しいと考えているのでしょう。

            　もっとも、ユール家には優秀な跡継ぎが他にもいますから、娘の好きにさせたらどうか、と母親はミシャの味方をしてくれているようです。修道院のユー様から「側にいて欲しい」と請われていることも大きいでしょう。

            「ご両親も、これまでミシャには散々苦労を掛けていたようですから、あまり強く出られないみたいですわよ」

            「そうですか」

            　わたくしの見る限り、ミシャはずっとユー様を慕っていました。ミシャの悲願が叶うのも時間の問題でしょう。

            「クレア様はどうでした？」

            「わたくしは特に何も。せいぜい使用人が捕らえられて、ばつが悪い思いをしているくらいですわ」

            　などと強がっていますが、この七日間は想像以上に堪えました。レイが酷い目に遭わされていないかと気が気ではありませんでした。まだ率直にそう口にしたことはありませんが、わたくしにとってレイの存在がこんなに大きくなっていたのか、と自分でも驚くほどです。

            　お母様の時の二の舞にならなくて、本当に良かったですわ。

            「それだけですか？　寂しいとか恋しいとかは？」

            「どれだけ自信家ですの、あなたは」

            　内申を見透かされたようなことを言われて動揺したのを押し隠しながら、わたくしは悪態をつきました。レイは「分かっていますよ」とばかりにニヤニヤ笑っています。ホント性格の悪いこと。

            「ドル様は何か仰ってました？」

            「それが何も」

            　わたくしは首を傾げました。

            「てっきり、レイをクビにされるかと思っていたのですけれど、そんな話もありませんし……。あなた、一体お父様のどんな弱みを握っていますの？」

            「そんなんじゃないですよ。ただドル様の器が大きいだけです」

            　などとレイは言っていますが、二人の間には絶対に何かあります。レイもお父様も何も話してくれないので、わたくしは仲間はずれにされたようで少し寂しい気持ちになります。

            　いつか話してくれるのでしょうか。

            　などとしばらく話し込んでいると、牢番がやって来ました。

            「クレア様。申し訳ございませんが、取り調べの時間です」

            「これ以上何を取り調べるといいますの？　このものはユー様に命じられただけともう分かったでしょう」

            　言外に早く解放なさいと滲ませたのですが、返ってきたのは意外な答えでした。

            「それが……。ロセイユ陛下自ら取り調べをなさるということで……」

            「陛下が？」

            　どういうことでしょう。てっきり、ロセイユ陛下はレイの味方だと思っていたのですが。

            「とにかく、今日はお帰り下さい」

            「仕方ありませんわね。また来ますわ」

            　わたくしは後ろ髪を引かれる思いで牢を後にしました。

            　

            　

            　その夜、寮の部屋で。

            「と言うわけで、リーシェ様に宣戦布告されましたので受けて立とうと思います」

            「料理に毒くらいじゃせいぜい警告だよー。杖が持ち込まれてるの、リーシェ様が知らないわけないじゃないのさー」

            「ですが、わたくしのレイにあんなことを！」

            「どうどう。落ち着いてー」

            　でも、そんな怒りも長くは続きませんでした。わたくしはこの時予想もしていなかったのです。

            　レイが王立学院籍を剥奪され、陛下の特務官に任命されることになるなんて。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            平民のくせに生意気な！　２　――了――

            


        



            あとがき

            　

            　

            「平民のくせに生意気な！」第二巻をお届け致しました。作者のいのり。と申します。本著は私の別シリーズである「私の推しは悪役令嬢。」をクレア視点で振り返るスピンオフ作品です。「わたおし。」のネタバレが満載ですので、未読の方はそちらを先にご覧いただくことを強くオススメ致します。

            　さて、本著はわたおし。で言うと「第四章恋の天秤編」から「第六章教会編」までに当たるエピソードを収録しています。レイの強力なライバルであるマナリアや、レイとクレアに次ぐ人気を誇るリリィなども登場し、それぞれに対してクレアや他のキャラクターたちがどう感じていたのかも書かせていただきました。　また、スピンオフオリジナルキャラクターであるカトリーヌや、出番が増えたロレッタ・ピピについても深掘りさせていただいております。お楽しみいただけていることを願ってやみません。

            「くせにな」は恐らく次の第三巻が最終巻になる予定です。クレマン＝アシャールとの最終決戦、カトリーヌの秘められた過去、ロレッタとピピの恋の行方、そして革命に臨むクレア＆レイと見所満載でお送りする予定です。どうぞお楽しみに！

            　第二巻発売までにも色々なことがありました。くせにな自体も英語版や韓国語版への翻訳が決まり、コミカライズに至っては「ＴＳＵＴＡＹＡコミックアワード２０２２」九位入賞や「次にくるマンガ大賞」第８位と非常に好成績を収めました。国内外での知名度が以前と比べてもさらに高まりつつあります。これも応援してくださる皆様のおかげです。

            　心より御礼申し上げます。来月か再来月にもわたおし。シリーズの関連情報が発表されると存じますので、引き続き応援していただければ幸いです。

            　最後に祝辞を述べさせてください。

            　ＧＬ文庫中村様。今回も大変お世話になりました。こうして続刊させていただけたことを何よりありがたく存じます。このご恩は売り上げという形でお返しできたらと存じます。

            　イラストの花ヶ田先生。カトリーヌやロレッタ、ピピの素敵なイラストありがとうございます。特にカトリーヌがとても可愛いです。ロレッタやピピも先生のイラストのおかげで、取り巻きＡ・Ｂからすっかり脱した感があります。誠にありがとうございました。

            　我がパートナーの秋さん。くせになも第二巻が出せましたよ。心配かけてごめんなさいね。週末はまたノンアルカクテルでお祝いしましょう。

            そして本著を手に取ってくださったあなた様に、最大の感謝を捧げます。誠にありがとうございました。

            　それでは続刊できましたら、第三巻でお目にかかりましょう。いのり。でした。

            　

            PixivFanbox:https://inori-0.fanbox.cc/

            Twitter:https://twitter.com/inori_narou

            　

            　

            ２０２２年９月２４日いのり。拝
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